















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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電子書籍特典　書き下ろし短編　番つがうということ









　──我々人類は先の人じん魔ま大戦において多くの命を失った。故レイニ＝バイエズを始めとする数多あまたの英えい霊れいの御み霊たまに追つい悼とうの意を表するものである。勇者レイニたちの貴とうとい犠ぎ牲せいにより、魔ま族ぞくとの和解は成った。ならば次は？　我々は人類の過あやまちへの抑よく止し力りよくとして勇者を再定義する。人間同士の争い、富を巡めぐる競争、才能の多た寡かに起因する不平等──これまでにも起こり、これからも起こるであろうそれら人類の宿しゆく痾あ。これを打破しうる人材の育成のため、我々はここに勇者学校の設立を宣言する。

　当学で学ぶ者は、以下の五大訓を心に刻むことを求める。




　一つ、汝なんじ、人類全体の奉ほう仕し者しやたるべし。

　二つ、汝なんじ、法の番人たるべし。

　三つ、汝なんじ、強者たりつつも、誰だれより弱者と共にあるべし。

　四つ、汝なんじ、私利私欲を捨つるべし。

　五つ、汝なんじ、己おのれよりも師よりも、ギアに従うべし。





──カーズ王国勇者学校校則前文より抜ばつ粋すい













プロローグ






　故郷にいた頃ころからずっと思っていることがある。ひょっとすると、ボクはやらかし体質なのかもしれない。

　目の前に広がる光景にそんなことを思いながら、ボクはぽりぽりと頰ほおをかいた。時刻はそろそろ夕方。この国──人族の国の一つ、カーズ王国の首都スペドは森と湖に囲まれた場所で、遠くには時と計けい塔とうや大きな城じよう壁へきなど古い様式の装そう飾しよく過か剰じような建物が夕日に照らされている。それらは、現代的で均質化された灰色の建造物に浸しん蝕しよくされつつあるようで、ボクはもったいないなあなんて思った。

　ボクがいるのは大きく開けた広場のような場所だった。辺りには何人もの若い男女がいて、各おの々おのが武装している。みんな地元では見慣れない歯車型の首輪のような装置をつけているけど、これが何かはちょっと前に知った。

　まあ、それはいい。問題は、ボクがしでかしたらしいこのやらかしをどう収しゆう拾しゆうするか、ということだった。

「この……クソ魔ま族ぞくが……」

　ふと視線を下げれば、そこにはボクがこんがり焼いた対戦相手の女の子が、髪かみの毛の一部をちょっとちりちりにして、恨うらめしそうにこちらを見上げながら倒たおれている。ギャラリーの子たちはドン引きだ。先ほどまでの侮ぶ蔑べつや無関心の視線じゃなく、化け物を見るような目でボクを見てくる。失礼だなあ。魔ま族ぞくが人族と戦争してたのはもう十年以上前なのに。そして、辺りに鳴り響ひびく雷かみなりのような音──おっと、これはボクのお腹なかの虫だった。この「能力」を使うとお腹なかがすいてしょうがないんだよね。

「る、ルチカ……」

　ギャラリーの中から、いち早く硬こう直ちよくから回復した銀ぎん髪ぱつ赤目の美少女──レオニーは絞しぼり出すような声でボクの名前を呼んだ。ルチカ──それがボクの名前。一いち人にん称しようと振ふる舞まい方で時どき間ま違ちがえられるけど、ボクはちゃんと女の子だ。

　声をかけてくれたレオニーは掛かけ値なしの美少女だった。色素の薄うすい白にも銀にも見える長い髪かみの毛はよく手入れされているようで、触さわったらきっと天上の絹のような心ここ地ちだろう。視線が絡からんだら凍こごえそうな冷たい炎ほのおを思わせる赤い瞳ひとみは、今は少し不安に揺ゆれている。

　レオニーはちょっと幸さち薄うすそうな雰ふん囲い気きを身に纏まとっているけれど、それは全然問題ない。だってそんなのボクが蹴けっ飛ばしてあげるから。ペタンと女の子座ずわりしているのが可か愛わいいなあ、と思いながら、ボクは口を開いた。

「レオニー」

「……っ！」

　ボクが返事をすると、レオニーは少し怯おびえた様子を見せた。う、ちょっと傷つくなあ、その反応。でも、仕方ないか。ちょっと暴れちゃったし。変な印象を持たれちゃったかもしれないけど、それもまあきっと大だい丈じよう夫ぶでしょ。てか、これくらい慣れて貰もらわないと困る。何しろ長い付き合いになるんだし。

　そう、お付き合い。人間っていうのは実に遠回しな表現が好きだね。ボクの故郷でこんな言い方したら笑われちゃうよ。だからここは一つ、ボク流の言い方をさせて貰もらおうと思う。

「ねぇ、レオニー」

「……なんですか」

　まだうめいているこんがりさんから離はなれてレオニーの前まで来ると、ボクは手を差し伸のべた。同時にレオニー以外のギャラリーが怯おびえたように遠ざかる。なんだよ、感じ悪いなあ。

　レオニーの瞳ひとみには黒目黒くろ髪かみ低身長なボクの姿が映っていた。はぁ……。やっぱり、もうちょい身長が欲ほしいね。警けい戒かいするような視線が返ってきたけど、ボクはそれを笑え顔がおで受け止める。ボクの手を摑つかんで立った彼女は、頭一つ分くらいボクよりも背が高い。うんうん、カッコイイのはいいことだね。さて、そんなレオニーにボクは──。

「こほん。レオニー、さっきは勇ゆう敢かんだったね」

「……そんなつもりはありませんでしたが……」

「いいの。ボクはすんごく感動したんだよ」

「はあ……」

「それで、相談なんだけど」

「……ええ」

　そこでボクは一いつ旦たん言葉を切って、レオニーを見た。レオニーの瞳ひとみにはまだ警けい戒かいの色が濃こい。身持ちが堅かたいのも貞てい操そう観念が高そうで大変よろしい。とはいえ、これから言うことはボクにとってもそれなりに思い切った内容だから、出来れば前向きに受け止めて貰もらえるといいんだけど。

　ええいままよ。女は度胸だってママも言ってたし。

「レオニー＝バイエズ。キミ、ボクと番つがいにならない？」

「え……？　つ、番つがい……？」
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　あ、ちょっと頰ほおが赤くなった。脈あり？　脈ありかなあ？　そこそこ格好いいところも見せたはずだし、いけると思ったんだ。よーし、このまま勢いで口説き落とそう。

「レオニーは優やさしいし、見た目も超ちようボクの好みなんだ。絶対幸せにするからさ。ね、ね？　お願い！」

「え、えーと……え？」

「やっぱり魔ま族ぞくと番つがいになるのは不安かなあ？　でも、大だい丈じよう夫ぶだよ、レオニー。ママが言ってたけど、番つがいは憧あこがれよりも慣れだって」

「い、いえ、そういう話ではなくてですね……」

　あれ？　思ったよりもガードが堅かたい？　いけると思ったんだけどなあ。どこでどう間ま違ちがったんだろう。ボクはこれまでにあったことを思い返してみた。

　そもそもの発ほつ端たんは、ボクがこの王都にたどり着いた夜に遡さかのぼる。











第一章






　ボクは死にかけていた。強敵に敗れ去ったとかじゃない。病気にかかったわけでもない。じゃあ何が原因かというと、単純に路銀が尽つきて空腹だったからだ。

「うう……ひもじい……。都会の人族は冷たいっていうけど、本当だなあ……」

　人族の国で一番大きい国カーズ王国の王都。その門をくぐってしばらく行った広場の噴ふん水すいで、ボクは力尽つきていた。故郷を出る時に充じゆう分ぶんな路銀は持ってきたはずなんだけど、思いのほかにこの都が遠く、もう三日ほど水しか飲んでいない。

　気づけば辺りはもう暗くなっている。座すわり込こんでうつろな目をしているボクを、行き交かう人が白い目で見ては遠ざかっていく。聡そう明めいな人は危険に近づかないものだっていうのは、人族の格言だっけ。こんな美少女を見捨てるなんて、人族は見る目がなさ過ぎると思うんだけど。

　などという悪態もいまいち精せい彩さいを欠いている。そろそろ限界だ。夢を叶かなえるために故郷からはるばる旅をしてきたのに、最期はまさかの飢うえ死になんてカッコ悪すぎる。地じ獄ごくにいるはずのママごめんなさい。ルチカは今、お側そばに参ります。月に見守られながら、ルチカの冒ぼう険けんは今ここに幕を閉じ──。

「あの……大だい丈じよう夫ぶですか？」

「レオニーちゃん、やめなよ」

「だって、放っておけないですよ、ノール」

「その黒い髪かみと瞳ひとみ……その子魔ま族ぞくだよ」

「だからこそです。勇者の娘むすめの私が、差別なんて出来ません」

　二種類の女の子の声が聞こえた。残り少ない力を振ふり絞しぼって上を見上げると、そこには心配げな顔の全体的に白い女の子と、臆おく病びようそうな全体的に水色な女の子がいた。
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「た……助けて……」

「怪け我がですか？　病気ですか？」

　レオニーと呼ばれた白い女の子の方が膝ひざを折ってボクの身体からだを検分し始めた。その様子を水色の子──ノールが心配そうに見守っている。

「──た」

「え？　なんですか？」

　──ぐぅぅぅ。

「……お腹なかがすいた」

「……は？」

　レオニーの表情が心配からあきれへと徐じよ々じよに変わっていくのが見えた。ううぅ……カッコ悪い。でも、しょうがないじゃないか。人族だってお腹なかがすいたら戦争できないって言うでしょ？

「お願い……何か食べさせて……」

「……はぁ……。少し待っていてください。ノール、ちょっとここをお願いします」

「あ、レオニーちゃん……！」

　レオニーはボクらを残して近くの露ろ店てんに行くようだった。ようだった、というのは、もう視界がぼやけてきていて、ちゃんと見えないからだった。あ、これホントにやばいやつだ。

「ほら、これを食べてください」

　戻もどってきたレオニーを気配だけで感じながら、手て渡わたされたものを摑つかんだ。瞬しゆん間かん、意識を強きよう烈れつに引き戻もどすような暴力的な香りが鼻び腔こうを貫つらぬいた。ボクは考えるよりも早く、それに貪むさぼりついた。直後に口の中いっぱいに広がる塩えん味みと旨うま味み。ボクは世の中にこんなに美お味いしいものがあるのかと思った。涙なみだが出てくる。

「お、美お味いしい……」

「泣くほどですか!?　大げさです。ただの串くし焼やきですよ？」

「そんなことない。凄すごく美お味いしい……」

「よっぽどお腹なかすいてたんだね……」

　あきれと変な感心に満ちた視線を受けつつ、ボクは二本目の串くし焼やきにかぶりついた。香こうばしく焼き上げられた熱々の鶏とり肉にくは、かみしめると中からじゅわっと肉にく汁じゆうが溢あふれてくる。下味の塩もシンプルで美お味いしいけど、上からかけられた甘あま辛からいタレが本当に堪たまらない。ボクは夢中になって食べると、五本あった串くし焼やきはあっという間になくなった。

「……んぐ。ご馳ち走そう様さま。あぁ……美お味いしかったぁ……」

「それは良かったです」

「本当に助かったよ。ありがとう。キミは命の恩人だね」

「だから大げさです」

「いやいや、本当にボク、死んじゃうところだった……し……？」

　そこでボクは初めて気がついた。このレオニーっていう子、とんでもない美少女だ。月明かりに照らし出された全体的に儚はかない幸さち薄うすそうな美び貌ぼうは、ボクの好みにドストライク。しかも見ず知らずの行き倒だおれだった、ボクみたいなのに声をかけてくれるような優やさしい子だ。何という優良物件。

「ボクはルチカ。ねぇ、レオニーって言ったよね。キミ、番つがいはいる？」

「は？」

「人間の場合は何て言うんだっけ……？　恋こい人びと？」

「……いませんけれど」

「そっかそっか」

　行き倒だおれそうになったときはどうなることかと思ったけど、地はボクを見捨てなかった。こんな素す敵てきな子と巡めぐり会えるなんて。

「立てますか？」

「え、ああ、うん。大だい丈じよう夫ぶ。よっと」

　反動をつけて起き上がり、腕うでや足の調子を確かく認にんする。ずっとじっとしていたから少し強こわばっているけど、少し動かせば大だい丈じよう夫ぶだろう。

「繰くり返すけど、ホントありがとう。せっかく人族の都に来たのに、夢を叶かなえる前に死んじゃうとこだったよ」

「というと、あなたも勇者学校の試験に？」

　おや？

「ってことは、レオニーたちも？」

「ええ」

「試験に備えて、会場を下見した帰りなの。後は食事でもして帰ろうかって」

　クールに頷うなずくレオニーに対して、ノールの方はまだボクに対して怯おびえてる……というよりは性格なのかな。レオニーが何事も客観冷静に見み極きわめようとするのに対して、ノールの方は内気で引っ込こみ思じ案あんという感じだ。

　なるほど、これから食事にね。……チャーンス。

「それ、ボクも同行していいかな？」

「……いいですか、ノール？」

「レオニーちゃんがいいなら、別に……」

「ありがとう」

　というわけで、同行させて貰もらうことになったのだが──。

　──そこに油断があった。

「わっ!?」

　後ろから突つき飛ばされてよろめいた隙すきに、懐ふところから何かを抜ぬき取られる感覚があった。

「！　ひったくりです！」

「うわ、マジかぁ……」

　ちょっとお腹なかが満たされたとはいえ、まだまだ腹三分目くらい。本調子とはとてもいかないボクはすっかり油断していたみたいだ。路銀は尽つきているから財さい布ふの中は空っぽなんだけど、財さい布ふ自体がちょっと失なくしたくないものだった。

「ぼやっとしているからです！　追いかけますよ！　ノールは警備の者に通報を！」

「うん！」

「よーし、名めい誉よ挽ばん回かい！」

　ノールを置いてレオニーと並んで走り出した。夜の王都は案外人が多かった。魔ま力りよくの明かりに照らし出された、まさに不夜城。ボクとレオニーは人混みを縫ぬうように駆かけていく。へぇ、ボクのスピードについてこられるなんて、レオニーってば優ゆう秀しゆうなんだ。

「カーズの王都って意外と治安悪いんだねぇ」

「この時期のスペドは、勇者試験の影えい響きようもあって人混みができやすいんです。ああいう輩やからも増えます」

　走りながら話すけれど、レオニーは息一つ切らさない。うんうん、いいねいいね。ますますボクの好みだ。

「勇者学校ってさ、やっぱ入るの難しい？」

「勇者を育成する学校ですよ？　当たり前です。こんな時に何を──」

「実技試験もある？」

「筆記も。ですが、それが今何の関係が──」

　怪け訝げんな顔をするレオニーに、ボクはにっと笑いかけてから、

「なら、ひったくりくらい、楽勝で捕つかまえられないとね」

　ボクは駆かける速度を一段上げた。

「なっ……!?」

「ほらほらほら！　追いついちゃうぞ！」

　ボクは追いかけ方を工く夫ふうして、ひったくりを人ひと気けのない方へない方へと誘ゆう導どうした。程ほどなく、裏路地へとひったくりを追い詰つめることに成功する。

「て、てめぇ……！」

「はーい、すとーっぷ。ここから先は通さないよん」

　追い詰つめられたひったくりの行く手を遮さえぎるように、ボクは両手を広げた。遅おくれてやって来たレオニーが少しだけ感心したような表情を浮うかべている。ふふ、ちょっとはいいところ見せられたかな？

「さあさ、観念してお財さい布ふ返してよ。中身は空っぽだけど、ママの形見で大事なものなんだ」

「クソが──！」

　ひったくりはよく見ると女の子だったらしい。乱暴に毒づくとボクに向かって財さい布ふを投げ返してきた。ボクはそれを受け取って、大事に懐ふところにしまった。

「どうせテメェらも勇者になりたいなんて寝ね言ごとほざいてる口だろ！」

　ひったくりが喚わめく。その目はどこかに逃にげ場がないかを探していて、キョロキョロと落ち着きがない。

「寝ね言ごと……？　大真面目だけど？」

「よしなさい、ルチカ。こんなならず者に、勇者を目指す高い志は理解できないでしょう」

　レオニーは辛しん辣らつだった。その言い方には、勇者学校への入学にかける特別な思いのようなものが感じられる。でも、彼女の言い草はひったくりの子を刺し激げきしたようだった。

「テメェ、レオニー＝バイエズだな？　《万ばん能のう》の勇者の娘むすめか。ギアに従うだけの働き者がそんなに偉えらいかよ！」

「あなたは勇者というものを分かっていません。勇者とは人の過あやまちの克こく服ふくを託たくされた、人類の希望です」

「何が希望だ！　才能に恵めぐまれただけの奴ど隷れいどもが！」

「ねぇ、さっきから話が見えないんだけど……？」

　勇者って一番強い人のことじゃないの？　ボクが首をかしげていると、

「ギアを見なさい、ルチカ！」

「へ？　うわぁ!?」

　ひったくりが懐ふところからナイフを取り出し斬きりかかってきた。ボクはすんでの所で避よけると、慌あわてて距きよ離りを取った。

「あっぶないなあ……」

「ルチカ。あなた、ギアは？」

「なにそれ？」

「持っていないんですか!?」

「ないよ？」

「ギアも持たずに試験に来るなんて……え、この子に？　あなたが？」

　レオニーは会話の途と中ちゆうで突とつ然ぜん、一人問答をし始めた。

「レオニー？」

「説明は後です。これを首につけて」

　そう言うと、レオニーは歯車のような金属製の装置を手て渡わたして来た。言われるがままに首につけると、

　──装着確かく認にん。お名前を教えてください。

　無機質で中性的な声が脳のう裏りに響ひびいた。

「る、ルチカだけど」

　──よろしく、ルチカ。これよりわたくしはあなたの補助を致いたします。

　反射的に名乗ると、声と共に視界と脳のう裏りに像が結ばれた。

「ふむふむ、へぇー？」

　どうやらこの装置はいわゆる魔ま道どう具ぐのようだった。察するに戦せん闘とう補助のような役割をしてくれるらしい。次に起き得る脅きよう威い予測○○や、推すい奨しよう行動××などという情報が脳のう裏りに浮うかぶ。次の瞬しゆん間かん、視界のひったくりの輪りん郭かくがぶれて、斬きりかかってくる像が浮うかんだ。

「来ますよ！」

「うん、見えてる。へぇ、ちょっと面おも白しろいかも」

　──上段袈け裟さ斬ぎり。一秒後。

　再び斬きりかかってくるひったくりの剣けん閃せんは、ギアとやらが示したのと限りなく近かった。完全ではないけど、未来予測めいたこともやってのけるらしい。

「凄すごいじゃん、キミ。ところでキミのお名前は？」

　──……ギアたるわたくしの名前を逆に問い返した方は、あなたが二人目です。わたくしのことはプロトタイプとお呼びください。

「長いよ。プロトって呼ぶね。よろしく。ところでその一人目は？」

　──次じ撃げき、横なぎ払はらい。コンマ五秒後。

「わっとっと」

　人間の技術って凄すごいなあ、と感心しながら、ボクはナイフをひらりひらりとかわした。

「なるほど、こりゃあ便利かも。でもちょっと酔よっちゃいそうで、ボクは苦手かなあ？」

「このガキ、舐なめやがって！」

　侮あなどられたと取ったのか、ひったくりがよりいっそう凶きよう悪あくな形相でナイフを振ふり回してきた。元々大した手合いではなく、ギアの補助もあって、ボクは余よ裕ゆうでかわすことが出来た。

「そっちがその気ならボクも──って、あ。キミ、魔ま力りよくも闘とう気きもあんまりないタイプかぁ。これじゃあお腹なかすいちゃうなあ。どうしよっか」

「私に任せてください、ルチカ」

　その声と同時、レオニーは一歩ひったくりに踏ふみ込こむと一いつ瞬しゆんで間合いを殺し、剣けん閃せんの内側に入り込こんで腕うでを取った。

「せい！」

「ふげぇ!?」

　レオニーに投げられ地面に叩たたきつけられたひったくりは、見事に目を回した。気絶している間にレオニーは手て際ぎわよくロープで縛しばり上げていく。どっから出したんだろうと思って尋たずねたら、生活魔ま法ほうだと説明された。

「ふぅ……」

「お疲つかれ、レオニー。プロトも」

「ルチカも」

　──お疲つかれ様でした。

「いい動きだったね、レオニー」

「ありがとうございます。ちょっと場所を変えましょうか」

「この子は？」

「ノールが呼んだ警備がそのうち駆かけつけて連行していくでしょう」

「そっか──あれ？」

　ボクはふと気づいた。

「この校章……勇者学校のものだよね？」

「え？」

　ボクはひったくりの子が持っていた歯車型の装置──ギアだっけ──をレオニーに示して見せた。表面に竜りゆうの文様が刻まれている。

「これは……勇者学校の正規品です。ということはこの娘むすめ、勇者学校の関係者……？」

「……元在学生だよ。退学になったがな」

「!?」

「あ、目が覚めたんだ？」

　ひったくりの子は自分の置かれている状じよう況きようは理解しているようで、逃にげようとするそぶりもなかった。すっかり観念しているらしい。

「元在学生って……。なら、あなたもかつては勇者を目指していたということですか？」

「黒歴史だけどな」

　そう言うと、ひったくりの子は暗い笑えみを浮うかべながら続けた。

「学校なんて名ばかりだぜ、あそこは。才能のあるヤツを青あお田た買いしてギアで洗脳して、規律でぐるぐる巻きにしたあげく、○○の勇者なんつー大おお仰ぎような二つ名をつけて無個性な社会の歯車として送り出す──それが勇者学校の──」

「バカなことを言わないでください！」

　レオニーが大きな声でひったくりの言葉を遮さえぎった。

「勇者学校は誉ほまれ高い勇者の後こう継けい者しやたちを育成する学校です。そして勇者とは、人々の模も範はんとなりよすがとなる人類の希望です」

　さっきも感じたことだけど、レオニーは勇者という存在に強い思い入れがあるらしい。対するひったくりちゃんは飽あくまで冷ややかだった。

「量産型の従順なお人形たちがか？　ハッ、大した希望だぜ」

「教育により安定供給を実現した、社会的エリートと呼んでいただきたいですね。社会規き範はんすら遵じゆん守しゆできないあなたのような人には分からないのでしょうけれど」

　どこまで行っても二人は平行線だ。それにしても、勇者学校って強い人を鍛きたえ上げるところじゃないの？　よく考えてみると、ボクは勇者学校が具体的にどんなところなのか、あまり分かっていないのかもしれない。ひったくりちゃんとレオニーは真逆の見方をしてるけど、そんなに評価が分かれることってあるのかなあ。

「テメェらも入りゃあ分かるぜ。あそこがそんないいもんじゃねぇってことくらい──すぐにな」

「ご忠告どうも。ですが、大きなお世話です」

　その後、ひったくりちゃんはノールが連れてきた警備の人に連れて行かれた。何となく、後味が悪い。

「勇者学校、なんかえらい言われようだったね」

「あの者の言うことなんて気にする必要はありませんよ、ルチカ」

「まあ、気にしないけどね。それより、お疲つかれ、レオニー」

「お疲つかれ様です」

　これが騒さわがしくも印象深いボクらの出会い。

　この時はまだ知らなかった。レオニー＝バイエズ──彼女がボクの人生を大きく変える存在になる、なんてことは。




　◆◇◆◇◆




（レオニー視点）




　ひったくりの捕とり物騒さわぎで変に注目を集めてしまったので、私はノールとルチカを連れて近くの広場にあるベンチで休きゆう憩けいすることにしました。露ろ店てんで食べ物をいくつか調達し、簡単な夕食代わりにすることにします。

　人間と魔ま族ぞくが戦った人じん魔ま大戦以降、人間の間では贅ぜい沢たくを戒いましめる風潮が強く、露ろ店てんに並ぶ食べ物も肉の串くし焼やきやふかしたジャガイモなど、質素なものが多いです。私はパンに鶏とり肉にくと刻んだ野菜を挟はさんだもの、ノールはふかしたジャガイモにバターを溶とかしたもの、ルチカは串くし焼やきをそれぞれ買い、合わせて果実水を三人分買い込こみました。

　ルチカは長旅の後なのか、かなり身なりが汚よごれていました。見かねた私は生活魔ま法ほうを使って彼女の身を清め、衣服のほつれを直すことにします。

「《浄化ピユリフアイ》……《簡易ライト修フイ繕クス》」

「わぁ……すごいね」

　ルチカは生活魔ま法ほうを見慣れていなかったのか、目を白黒させて驚おどろいていました。新しん鮮せんな反応で、私は悪い気はしません。

「そう言えば、レオニーって勇者の娘むすめだったんだね」

　改めて自己紹しよう介かいしたところ、ルチカがそんなことを言いました。先ほどのひったくりとの会話を聞いていたのでしょう。

「ええ、私の母は魔ま王おうを倒たおした《万ばん能のう》の勇者、レイニ＝バイエズです」

「わ、私のお母さんはその仲間で《治ち癒ゆ》の勇者だったの」

「ほえー」

　ルチカは串くし焼やきを頰ほお張ばりつつ、目をキラキラさせています。話を振ふられてしまった手前正直に答えましたが、実は私は自分の出自の話が苦手です。《万ばん能のう》の勇者の娘むすめという肩かた書がきは、私には荷が重すぎるものだからです。最初こそ憧あこがれに満ちた視線を向けてくれる人は多いですが、私の実力を知ると皆みな、失望とともに私に向ける視線の色が変わります。

　話題を変えるため、私はルチカに質問を投げかけました。

「魔ま族ぞくの娘むすめが、どうして勇者学校に？」

「そんなに変かな？　魔ま族ぞくと人族は講和したんだし、そういう変わり者が一人くらいいてもよくない？」

「それにしたって珍めずらしいと思うよ？」

「まあ、色々あってさ」

　そう言って果実水に口をつけるルチカは、笑え顔がおで追つい及きゆうを拒きよ絶ぜつするようなそぶりでした。

「別に深くは聞きません。誰だれにだって言いにくいことの一つや二つあるでしょうし」

「ふふ、さっすがレオニー。いいお嫁よめさんになるね」

　ルチカは時々よく分からないことを言います。私はパンを一口かじりながら、沈ちん黙もくを守りました。少しパンが古いですね、これ。

「あ、これ返しておくね。キミもありがとう、プロト」

　そう言って彼女は首からギアを外してこちらに差し出して来ました。

「便利だとは思うけど、ボクにはちょっと合わないから」

「でもルチカ。あなた、自分のギアを持っていないんですよね？」

「うん」

「ギアは勇者学校の受験資格だよ、ルチカちゃん」

「えええ、マジで!?」

　そもそも、ギアはただの戦せん闘とう補助道具ではありません。装着者に最善の行動選せん択たく肢しを提示し伸のばすべき才能を示す、大いなる導き手とも言うべき人類の英知の結けつ晶しようです。一いつ般ぱん市民には縁えん遠どおいものかもしれませんが、才ある者──特に勇者学校を志す者たちにとっては、なくてはならないものです。校則の前文にある勇者心得五大訓にもこうあります。

　──五つ、汝なんじ、己おのれよりも師よりも、ギアに従うべし。

　勇者候補生にとって、学校の教師よりも優先すべきものがギアなのでした。私はそれをルチカに説明すると、彼女は渋じゆう面めんになりました。

「参ったなあ……。それってきっと安くないよね？」

「路銀が尽つきた人にすぐ用意できるような値段ではありませんね」

「うぅ……」

　私はお金には不自由しておらず、ルチカに貸したのは万一に備えて持ち歩いている小型のスペアでした。スペアはいつの間にか家にあった古いギアなので、私は新しい物をつけています。

「それ、お貸ししましょうか？」

「え、でも……」

「この通り、私はもう一つ持っているので」

　私は首にはめたギアを指し示しながら続けます。

「まぁ、ルチカが勇者学校への入学を諦あきらめるというなら止めないですが」

「借ります！　貸してください！　魔ま神じん様、お母さん、レオニー様！」

「なるほど、魔ま族ぞくバージョン……」

　ルチカのおかしな言い回しに、ノールが律りち儀ぎに突つっ込こみました。

「では、お貸しします」

「お借りします。あ、支し払はらいはどうしたらいい？」

「出しゆつ世せ払ばらいでいいですよ」

「身体からだで返そうか？」

「ルチカ……。魔ま族ぞくの価値観がどういうものかは分かりませんが、仮にも勇者を目指そうというのなら、そういう冗じよう談だんは言うものではありません」

「あははは、ごめんごめん」

　私がたしなめると、ルチカは案外素す直なおに謝罪を口にしました。素す直なおなのだかひねくれているのだか、今ひとつ摑つかみかねる人です。

「それとこれを」

「あむ？」

　私は革かわ袋ぶくろから銀貨を数枚取り出してルチカに渡わたそうとしました。串くし焼やきにかぶりついていたルチカがきょとんとした後、それをゴクリと飲み込こんでから聞いてきました。

「それは？」

「勇者試験までの生活費です。今、無一文なのでしょう？」

「それはそうなんだけど……どっちかっていうと、働けるとこ教えて欲しいな」

「働けるところ、ですか」

「うん」

　安易に施ほどこしを受けようとせず、自ら稼かせぎたいというルチカの姿勢は、私にも好ましいものです。私は密ひそかに彼女の評価を一つ上げました。

「それなら、知り合いの宿屋を紹しよう介かいしましょう。勇者試験のせいで猫ねこの手も借りたいくらい忙いそがしいようですから。食事と寝ね床どこもつくでしょうし」

「わお、最高。ぜひお願い」

　私は知人の宿屋に紹しよう介かい状じようを書き、一いつ緒しよに地図もしたためてルチカに渡わたしました。

　勇者試験についていくつかの情報を提供したあと、私とノールはルチカと別れることになりました。

「じゃあまたね、レオニー、ノール。次は試験会場で！」

「ええ」

「またね、ルチカちゃん」

　広場を出ると外はすっかり暗くなっており、ルチカの姿はすぐに見えなくなりました。ルチカと話した時間は決して長いものではありませんでした。それなのに、私の目ま蓋ぶたにはあの変わり者の魔ま族ぞくの姿が、焼き付いて離はなれないような気がしました。

「……変わった子だったね」

「ええ。でも──」

　私は先に歩き出しながら、ふと呟つぶやくように続けました。

「でも、悪い人ではなさそうです」




　◆◇◆◇◆




（ルチカ視点）




　レオニーたちに会ってから数日後の朝、ボクは勇者学校の入学試験会場にやってきた。試験会場は勇者学校そのものらしいけど、お目当ての場所には武骨な門がぽつんと一つしかなかった。

（おや？）

　──門をくぐってください。普ふ段だんは自由に行き来できませんが、今日は開いているはずですから。

　怪け訝げんに思ったけど、プロトにそう言われて門をくぐると風景が一変する。

「わ」

　──ようこそ、勇者学校へ。と言っても、わたくしは関係者でもなんでもないんですけれどね。

「や、ありがとう。ちょっとワクワクしてきた」

　勇者学校は四方を無機質な高い壁かべに囲まれていて、どうやら門以外からは行き来が出来ないみたいだった。外側からは中は見えない仕様になっているらしい。なんだか学校というより監かん獄ごくみたいにも見えるなあとボクは思った。一番大きい建物は結構いい感じの古い人族文化の建造物に見えるし、何かの施し設せつを再利用しているのかもしれないね。

　周りを見み渡わたせば、腕うでに覚えがありそうな若者がずらりと肩かたを並べて試験の開始を待っている。一ひと癖くせも二ふた癖くせもありそうな面つら構がまえをしていて、みんなこれから始まる試験を待ちわびているように見えた。強さを何よりも尊ぶのが基本の魔ま族ぞくとしては、強そうな子がいっぱいいる状じよう況きようはワクワクしちゃう。でも、レオニーによると最初は筆記試験からだって言うしなぁ。地頭は悪くないと自分では思うんだけど、どうにも暗記科目は苦手だ。

「ルチカ」

「あ、レオニー。ノールも。おはよ」

　他の子たちに交ざって時間を待っていると、レオニーとノールたちもやってきた。

「おはようございます」

「おはよう、ルチカちゃん」

　何気なく挨あい拶さつを交かわす。二人はかなり緊きん張ちようしているのが見て取れる。当然か。これから試験だもんね。

「いよいよ試験だね。自信はどーお？」

「筆記は自信があります。ただ、実技が……」

「なんで？　こないだの捕とり物のとき見た限り、レオニーって相当使えるよね？」

「それだけこの試験のレベルが高い、ということなんだよ」

「そういうことです。例えばほら、あそこにいる赤毛の娘こ」

　そう言ってレオニーが指さした先には、ウェービーな赤いロングヘアをした女の子が一人。立ち方だけで分かる。あの子は相当な使い手だ。

「あの子は？」

「ダニタ＝ブラックバーンさんだよ。私やレオニーちゃんと同じく、勇者一行の娘むすめで、次代最強の勇者と呼び声の高い実力者」

「あのレベルの方が受験するのが、この勇者学校の入学試験です。生半可な実力では通過出来ません」

　レオニーが言うからには、相当に難しい試験なんだろう。でも、だからって諦あきらめるつもりは微み塵じんもない。

「ふーん？　でも、一番強い勇者になるのはボクだし」

　空元気じゃない。強がりでもない。決意のつもりでボクはそう言った。

「へーぇ？　大した自信だなぁ、おい」

　ボクの言葉は赤毛の娘むすめ──ダニタの耳にとまったらしい。彼女は挑ちよう発はつ的な表情を浮うかべて、こちらにやってきた。間近で見ると迫はく力りよくが凄すごい。全身ムキムキという訳じゃないけど、無む駄だのないしなやかな筋肉を纏まとっていることが見て取れる。ダニタは野生の山やま猫ねこを思わせる獰どう猛もうな笑えみを浮うかべた。

「お前みたいなちんちくりんが勇者を目指すって？　おい、レオニー。コイツに言ってやれよ。ここは子どもの遊び場じゃねえってな」

「ダニタ……」

「子ども扱あつかいはやめてよね。ちょっと背が高いからって」

　確かにボクとダニタが並んだら、大人と子どもくらい差があるけどさあ！

「体格だって才能の内だろ？　オレは小さい頃ころからギアで全身を鍛きたえてきたんだ。お前みたいななんちゃってとは積み上げてきたものが違ちがうんだよ」

「そうそう。大体、アンタ魔ま族ぞくじゃね？　魔ま族ぞくが勇者を目指すって、なんつージョーク」

　ダニタだけでなく、取り巻きらしき子までがボクを馬鹿にしてくる。偏へん見けんかもしれないけど、遊んでそうな派手な身なりをした子で、尊大ではあるけど武人っぽさもあるダニタと一いつ緒しよにいるのは少し違い和わ感かんのある子だ。

「言ってなよ。どう言われようと、ボクは必ず最強の勇者になるんだから」

「……ほざいたなチビ。ざっと見た限り、お前もまあまあやるみたいだが……。試験の前にいっちょ現実を思い知らせてやろうか？」

「やっちゃえ、ダニタさん！」

「ちょっと、やめてください、二人とも！」

　ボクらがにらみ合いを始めると、取り巻きちゃんは焚たきつけ、レオニーは止めようとした。

「怪け我がしても知らないよ？」

「お前がな」

　ボクとダニタの間に一いつ触しよく即そく発はつの空気が漂ただよった。

「静せい粛しゆくに！　これより試験を始める。入学志願者は二列に並んで入場するように」

　その空気を冷ますように、試験開始の声が響ひびいた。ボクとダニタはどちらともなく構えを解く。

「命拾いしたな、お前」

「キミこそ」

　捨て台詞ぜりふを吐はいて去るダニタを見送ると、後ろにいたレオニーたちが大きく息を吐はくのが聞こえた。

「ルチカ、あなたねぇ……」

「ダニタさん相手にケンカを売るなんて……」

「売ってきたのはあっちだよ。ボクは売られたら買うだけ」

　とはいえ、試験の前に余計な体力を使わずに済んだのは良かった。緊きん張ちようも適度にほぐれたし、結果的には嬉うれしい誤算だ。

「さあ、試験頑がん張ばろうね、レオニー、ノール」

「……脳天気でいいですね、ルチカは」

「あ、あははは……」




　◆◇◆◇◆




（レオニー視点）




　筆記試験を終えて講義室を出ました。ノールと食事をとろうと思いながら辺りを歩いていると、中庭でルチカとノールを見つけました。

「お疲つかれ様です、ノール、ルチカ」

「お疲つかれ様、レオニーちゃん」

「お疲つかれぇ……」

　ノールはいつもと変わらない様子ですが、ルチカはなんだかげっそりした顔でノールに膝ひざ枕まくらされていました。

「その様子だと、ノールは筆記、上う手まくいったみたいですね」

「うん。レオニーちゃんも？」

「はい」

「そっか。でも、ルチカちゃんは……」

「無理……文字の海に溺おぼれる……」

　目を回しているルチカを見ると、どうやら筆記試験に苦戦したようです。第一印象から座学とは相あい性しようが悪そうだと思っていましたが、まさかここまでとは。

「しっかりしてください、ルチカ。最強の勇者になるのでしょう？」

「うん……。でも、ボク足切りに遭あうかも……」

「そんなに難しかったかなあ……？」

「ノールの無自覚な優等生発言が刺ささるぅ……」

「あ。ごめん」

　ノールは膝ひざ枕まくらをしたまま、そっとルチカの髪かみをなでました。どうでもいいですが、距きよ離りが近くないですかあなた方。

「いつの間にルチカとそんなに仲良くなったんです、ノール？」

「え？」

「およ？　レオニーってばジェラシー？」

「違ちがいます」

　何だかノールを取られたような気は少ししますけれど、ルチカの言い方には悪意がありすぎます。

「あっははは！　ざまあねぇな、最強の勇者さんよ」

「ホントですね！」

「ダニタ……」

　完全に意気消しよう沈ちんしているルチカを嗤わらったのは取り巻きらしき少女を連れたダニタでした。彼女は素行こそあまりよくありませんが、教養はあるのです。さすが勇者一行の娘むすめというべきでしょうか。ちなみに母の仲間だったのは彼女の父親である《戦せん斧ぷ》の勇者で、母親は勇者学校の教員をしているはずです。

「うるさいよ、ダニタ。あっち行って」

「へいへい。こっちもお前なんかにゃ用はねぇよ。じゃあな、落ちこぼれ。おい、行くぞ」

「あ、待ってくださいよ、ダニタさん！」

　そんな捨て台詞ぜりふを残し、ダニタは取り巻きを連れて去って行きました。

「何しに来たんだよ、アイツ……」

「激げき励れい……かな？」

「そんないいものじゃなかったと思うけど……」

　まあ、本当に彼女がルチカのことを歯し牙がにもかけていないなら、きっと相手にもしないでしょう。そういう意味では、ダニタもルチカのことを多かれ少なかれ意識しているのかもしれません。ルチカの実力は未知数ですが、ダニタのような猛も者さが気にかける程ほどなのでしょうか。

「落ち込こんでいても仕方ないでしょう。そろそろ結果が貼はり出されます。さっさとご飯を食べて行きますよ」

「ほ、ほら、ルチカちゃん。起きて？」

「うーん……もうちょっと……」

「起きなさい」

「あだっ!?　レオニーは厳しいなあ」

「普ふ通つうです」

　やれやれ、などと言いながら億おつ劫くうそうに立ち上がったルチカは、大きく伸のびをしました。何だか大きな子こ猫ねこのような人です。大きな猫ねこなら大人の猫ねこではないかと言われそうですが、ルチカは身体からだが大きいだけの子こ猫ねこだと私は思いました。

　勇者学校の入り口にある掲けい示じ板ばん前は、筆記試験の結果を見る人でごった返しています。既すでに結果は貼はり出されているようで、周りでは合格を喜ぶ者や足きりに遭あって嘆なげく者など、それぞれの悲喜こもごもが繰くり広げられています。

　私たち三人も人混みをかきわけて、結果の貼はり出しの前まで来ました。

（……良かった。受かっていました）

　自信がなかったと言うと噓うそになりますが、それでもケアレスミスで回答欄らんを間ま違ちがうなどということもありえます。無事に通ったのはやはりホッとしました。

「あ、良かった。受かってる……」

「ノールも受かったんですね。おめでとうございます」

「ありがとう。レオニーちゃんも受かったみたいだね。おめでとう」

　ノールと握あく手しゆを交かわして喜びを分かち合います。優等生なノールのことですから、落ちることはまずないと思っていましたが、やはりこうして結果を確かめ合えるのは嬉うれしいことです。

　問題は──。

「……」

「ルチカ？」

「見たくない。怖こわくて見られない」

　ルチカは両目を手で覆おおっていました。私が手をどけようとすると、いやいやと頭を振ふって拒きよ否ひするのです。全く。

「レオニー、代わりに見て」

「番号は何番ですか？」

「Ｂ六十三」

「分かりました」

　Ｂ六十三……Ｂ六十三……。

「ありませんね」

「噓うそぉ!?」

　悲鳴のような声を上げて、ルチカが覆おおっていた手をどけました。目を皿のようにして掲けい示じに視線を走らせます。

「あ……え……？　あるじゃん……」

「ええ、おめでとうございます、ルチカ。足切りギリギリではありますが、合格です」

「もおおお！　脅おどかさないでよ！　ホントに落ちたかと思ったじゃんか！」

「ふふ、レオニーちゃんたら」

　ちょっとしたいたずらのつもりでしたが、ルチカが思いのほか真面目に狼ろう狽ばいしてしまったので罪悪感に駆かられます。悪いことをしてしまいました。

「すみません、ルチカ。たちの悪いジョークでした」

「いいよ、別に。あーでもよかったぁ」

「でもルチカちゃん。安あん堵どしてもいられないと思うよ……？」

　ノールがそんなことを言いました。その表情は晴れません。何事か心配事があるようでした。

「どういうこと、ノール？」

「ほら、実技試験は一対一の模も擬ぎ戦でしょ？　ルチカちゃんの相手は──」

　ノールの言葉にルチカはもう一度貼はり紙を見ました。私の相手は既すでに確かく認にん済みで、そこそこ名の知れた魔ま法ほうの使い手でした。ノールの相手も実力ある剣けん士しでしたが、彼女の実力を鑑かんがみれば危ないこともないでしょう。問題はルチカの相手でした。

「ボクの相手……あ」

　ルチカも気がついたようです。彼女の相手は──。

「ダニタかぁ」

　そう、ルチカの模も擬ぎ戦の相手はあのダニタだったのです。ひったくりの時に見た限り、彼女もなかなかやるようですが、いくらなんでも次代最強の勇者と謳うたわれるダニタほどとは思えません。ギアが告げたダニタの才能は剣けん術じゆつであり、《戦せん斧ぷ》の勇者に認にん定ていされた彼女の父より上とも言われているのですから。

　ところが、

「うーん、ボクってラッキー。ダニタとはぜひ戦ってみたかったんだ」

　そう言って、ルチカはまるでピクニックを待つ子どものように笑ったのでした。

「正気ですか？　これは勇者学校の入学試験なのですよ？　せっかく筆記が通ったのに、これでは──」

「やー、それはそうなんだけどね。やっぱり強い子には興味があるよ。ダニタは凄すごく強そうだし、きっと楽しいと思うんだよね」

「た、楽しい……？」

　ノールも理解不能、という顔をしました。生来大人しい気質で、争い事を好まない彼女らしい反応です。その割に、彼女の戦い方はなかなかに苛か烈れつではあるのですが。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　ひとまず実技試験会場へ移動することになり、私たちは学校内の広場へやって来ました。既すでに実技試験は始まっているようで、広場の中央では二人の男性が切り結んでいます。

「勇者学校の試験って言っても、みんながみんなダニタみたいに強いわけじゃないんだね」

　戦っている二人を見ながら、ルチカはあくび交じりにそう言いました。

「確かにそれはそうですが、あの二人も相当使うと思いますよ？」

「どうかなあ。背の低い方はそこそこだけど、高い方は大分無理してると思う。決着まであと五合いってとこかな」

　ルチカはそんな予言者めいたことを言いました。まさか、と思いながらも、私とノールは試合舞台の二人を見ました。すると、

「……きっちり五合い。どうして分かったのですか？」

　模も擬ぎ戦はルチカの言ったとおり、背の低い男性の勝ちで幕を下ろしました。決着までにかかった手数もぴったりで。

「んー？　なんとなく。勘かんだよ勘かん」

　そう言ってルチカは何でもないことのように笑いましたが、そんな長い時間射程の予測はギアにも出来ません。この娘むすめは一体……。

　その後も、ルチカは試合の展開と勝者を予測し続けました。外すこともありましたが、その精度はおよそ八割。ただの勘かんでは済まされない高確率です。まさかルチカはギアに勝まさるとも劣おとらないほどの未来予測が可能だというのでしょうか。

「次、Ａ十三番」

「はい」

　そうこうしているうちに、私の出番がやって来ました。

「応おう援えんしてるからね、レオニー」

「頑がん張ばって」

「はい。行ってきます」

　二人に見送られつつ試合舞台に立ちました。相手の男性は若いながらも既すでに固ネ有ー名ムをド冠モしンたス魔タ物ーを何匹びきも討とう伐ばつするなどの功績を挙げている名の知れた魔ま法ほう使つかいです。杖つえを構える姿勢にも隙すきがありません。どう攻せめ崩くずすかを考えつつ、私も腰こしに下げた剣けんを抜ぬいて構えます。

「用意……始め！」

　開始の合図と共に、私はギアの予測を待たず、相手に向かって踏ふみ込こみました。剣けん術じゆつにおける対魔ま法ほう戦の基本は、相手の距きよ離りで戦わないこと──これに尽つきます。遠えん距きよ離り戦になれば圧あつ倒とう的てきに不利。私は彼の魔ま法ほうの詠えい唱しようが完成する前に、剣けん撃げきをたたき込こもうとしました。しかし、ギアは意外な未来を提示しました。

　──敵接近。距きよ離り一メートル。

「!?」

　足を使って距きよ離りを取るだろうと思っていた相手もまた、こちらに向かって突つっ込こんできました。距きよ離りは詰つまりました。詰つまりましたが、間合いを浸しん蝕しよくされています。これでは有効打は望めません。私は肘ひじを折り畳たたみ腋わきを締しめ、可能な限り斬ざん撃げきの弧こを小さくしようと努めましたが、初しよ撃げきは空むなしく空を切ります。次の瞬しゆん間かん、身体からだが浮うくような感覚がありました。

「あぐっ……!?」

　交こう錯さくした場所から三メートルほど吹ふき飛ばされました。どうやら彼は体術の心得もあるようです。

　ギアを用いた戦せん闘とうの難しいところはここです。ギアは確かに簡易的な未来予測を可能にしますが、提示された未来にどこまで近づけるかは、その時の装着者のコンディション次し第だいです。今回の場合、私は相手の出方を見る選せん択たく肢しもありましたが、それでは相手が魔ま法ほうを選せん択たくした場合に間に合いません。私は一か八か、前に出るほかなかったのです。ですが、実績のある魔ま法ほう使つかい相手に、定石だけで挑いどんでしまったのは私の失策です。ダメージはそれほどでもありませんが、距きよ離りと時間を稼かせがれてしまいました。相手は既すでに魔ま法ほうの詠えい唱しように入っています。

　かように、ギア装着者同士の戦いくさは、予測された未来がせめぎ合い、簡単には決着しません。

（近づかなければどうしようもない……！）

　遠えん距きよ離りで縫ぬい止められてしまう前に、私は再度前に出ました。相手の次手は恐おそらく攻こう撃げき魔ま法ほうでしょう。それを切り払はらって次手で──。

　──土魔ま法ほう《泥マデ地イソ面イル》。足あし下もと。

「!?」

　私は咄とつ嗟さに後ろに跳とびました。直前にいた場所が泥どろ沼ぬまと化します。あのまま踏ふみ込こんでいたら、足を取られてバランスを崩くずし、直後に魔ま法ほうをたたき込こまれて終わっていたでしょう。背筋を冷たい汗あせが流れます。

　──火魔ま法ほう《火弾丸フアイヤバレツト》。正面。

「くっ……！」

　私は射線から逃のがれるように試合舞台を回り込こみました。炎ほのおの弾だん丸がんが私を追いかけるように飛んでくるのを必死にかわします。

（後手後手ですね……）

　主導権は完全にあちらです。少し強ごう引いんにでも流れを変えないと、このまま押し切られてしまいそうでした。ならば──。

「──！」

　敵の顔色が変わりました。《火弾丸フアイヤバレツト》から逃にげるだけだった足取りを、正面から突つっ込こむように変えたからです。

「ふっ──!!」

　私は剣けんを細かく振ふりながら、多少の被ひ弾だんは無視して間合いを詰つめました。敵は弾だん丸がんの量を増やして対処して来ますが、構わず直進します。

　──土魔ま法ほう《泥マデ地イソ面イル》。足あし下もと。

「《空エア気ステ足ツプ》！」

　そう来るであろうことは読んでいました。私は生活魔ま法ほうの一つで空気を固めて足場にすると、その上を更さらに駆かけました。《泥マデ地イソ面イル》に一手使った敵は反応が遅おくれました。ようやく届く──と思ったその時。

「そこまで！」

　無む慈じ悲ひにも、模も擬ぎ戦終しゆう了りようが告げられてしまいました。

「結果は内容を吟ぎん味みし、筆記試験の結果と合わせて発表する。双そう方ほう下がれ」

「……。ありがとうございました」

　私は剣けんを鞘さやに納めました。不ふ甲が斐いない試合内容には忸じく怩じたる思いがありましたが、誰だれの責任でもありません。私が弱いのが悪いのです。

「お疲つかれ、レオニー」

「ルチカ……」

　ルチカが笑え顔がおで迎むかえてくれましたが、今はその無む垢くな眼まな差ざしが痛いと感じました。

「相手の子も強かったね。派手さはないけど玄くろ人うと好みするいい試合だったよ」

「……ありがとうございます」

　ルチカの隣となりに腰こしを下ろし、試合の内容を反はん芻すうします。どこがダメだったのか、どうすれば勝てたのか。その分ぶん析せきに集中します。

　だって、そうでもしていないと──。

「あれが《万ばん能のう》の勇者の娘むすめか」

「娘むすめはあんなもんか。落ちたな」

「評判倒だおれね。ちょっとがっかり」

　いつものようにノイズが聞こえてくるからです。私は勇者レイニ＝バイエズの娘むすめであり、そうであるからこその扱あつかいをされて来ました。お金に困ったことがないのもその一つです。でも、であればこそ、勇者の娘むすめにふさわしい私でなければ誰だれも私を認めてはくれません。

　強くありたかった。亡なくなったお母様のように、誰だれよりも強く。でも、私には──。

「ちょっと！　何なのさ、それ!?」

　思い悩なやむ私の意識を現実に戻もどしたのは、隣となりで突とつ然ぜん立ち上がったルチカの声でした。

「……ルチカ？」

「精せい一いつ杯ぱい戦った人に対して、なんて言い草だよ！　勝ち負けはただの結果でしょ!?　今の素す晴ばらしい戦いの何を見てたのさ!?」

　驚おどろきました。ルチカは怒おこっていました。侮ぶ蔑べつの視線と言葉を投げかけてくる者たちに対して、明確に否いなを表明していました。私は彼女が怒おこるのを初めて見ました。

「高度な読み合い、応手の的確さ、選び取られた選せん択たく肢しを支える確かな技量──これだけのものがあった試合を讃たたえずに貶おとしめるなんて、なんて見る目がないんだい、キミらは！」

「ルチカ……」

　胸がじんとするのを感じました。私はこれまで結果ばかりを求められてきました。勇者の娘むすめにふさわしい結果を。それ以外の全ては無価値と断じられ、そこに至る努力も当然のものとして切り捨てられてきました。

　ですが、ルチカは違ちがいました。この数分の試合を成立させるに至った研けん鑽さんを、そこに込こめられた両者の努力を讃たたえてくれたのです。勝ち負けという結果ではなく、そこに至る過程を彼女は見てくれていたのです。

「レオニー、あんなの気にしなくていいからね。キミはきっと受かるよ。ボクが保証する」

「あ……ありがとうございます」

　呆ぼう然ぜんとそう言うことしかできない私に、ルチカはニカっと笑いました。その笑い方が酷ひどく魅み力りよく的てきに見えて、私は思わず視線をそらしてしまいました。

「あ、ノールだ。おーい！」

「あ。お待たせ、二人とも」

　そう言えば、ノールの姿がなかったことに、私は今さら気がつきました。視野狭きよう窄さくを起こすのは私の悪あく癖へきの一つで、直したいと思っているのですが、なかなか直りません。

「結果はどうだった？」

「うん。大だい丈じよう夫ぶだと思う」

　察するに、ノールも出番が来て実技試験に臨のぞんでいたのでしょう。私より後に呼び出されて、ほとんど同じに終わっているということは、ノールは恐おそらく圧勝だったのだと思われます。筆記の成績も良かったですし、ノールの合格はほぼ決まったようなものです。

「うんうん、良かったね」

「レオニーちゃんは？」

「私は……」

「レオニーも頑がん張ばったよ。きっと大だい丈じよう夫ぶ」

「そっか」

　ノールは何事か察したような顔をしましたが、気を遣つかってか何も言わないでくれました。

「安あん堵どしてる場合か？　早く来いよ。呼ばれてんぞ」

　私たちの会話に割り込こむようにして、試合会場からかけられた声はもちろん──。

「おっと、ごめんよ、ダニタ」

「早く来いよ。ぎったぎたにしてやる」

　既すでに大たい剣けんを担かついでいるダニタは、そう言って試合舞台から手招きしました。

「じゃあ、言ってくるね！」

　バネのように飛び上がったルチカはその勢いのまま試合舞台へと駆かけていきました。

「お待たせお待たせ」

「ようやくお前をぶっ飛ばせるな」

「ぶっ飛ばされるのはダニタかもよ？」

「ほざけ」
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　軽口を叩たたき合った後、ダニタは大たい剣けんを、ルチカは両手の手て甲こうを構えました。どちらも学校から貸し出されているものですが、試験用とはいえかなりの威い力りよくが出ます。

「それでは用意──始め！」

　先手は──ダニタ。

「おっらぁ！」

　猛もう烈れつな踏ふみ込こみからの上段振ふり下ろしです。本来であれば隙すきの大きい一いち撃げきですが、ダニタのそれは非常に鋭するどく、離はなれて見ている私でも目で追うのがやっとでした。恐おそらくルチカのギアもダニタの一いち撃げきを予測表示したと思われますが、果たして間に合うかどうか──。

「……」

　ルチカは動きません。半身の姿勢のまま、ずっと同じ構えを取っています。ダニタの一いち撃げきが振ふり下ろされ──切っ先が試合舞台の床ゆかを抉えぐりました。

「す、凄すごい威い力りよく……」

「流石さすがですね」

　ダニタの一いち撃げきは試合舞台に大穴を空けました。大たい剣けんとはいえ、それでも剣けんによる一いち撃げきでここまでの威い力りよくが出るとは、さすが次代最強の勇者ともてはやされるだけのことはあります。

「ちょっと舐なめすぎじゃない、ダニタ？　当たらないの見え見えだったよ？」

「今のは挨あい拶さつ代わりだ。逃にげたくなったんなら、止めねぇぜ？」

　ルチカは、どうやら間合いを見切っていたようです。あきれたように言うルチカですが、ダニタの方も本気ではなかった様子で、大たい剣けんを再び担かつぎ上げて不敵に笑います。

「仕切り直し、ですね」

「でも、あんな一いち撃げきを見せられたら、ね……」

「はい、普ふ通つうは萎い縮しゆくするか、そうでなくても覚えさせられてしまいます」

　ルチカの性格上、萎い縮しゆくすることは考えにくいかもしれません。しかし、ダニタが見せた上段振ふり下ろしの苛か烈れつさは無視できないでしょう。ダニタにはあれがある、とルチカは念頭に置きつつ戦うことになります。あまりにも強力な一いち撃げきは、それだけで盤ばん上じようを支配することがあるのです。

「んじゃあ、今度はボクの挨あい拶さつを受け取って貰もらおうかな」

「ハ、おもしれぇ。見せてみろよ」

「うん。じゃあ、いくよ？　せーの……」

　いつもと変わらないのんきな調子でそう言って、ルチカは腕うでを振ふりかぶりました。

「よいしょー！」

「がっ!?」

　ルチカの拳こぶしはダニタを試合舞台の反対側まで吹ふき飛ばしました。咄とつ嗟さに大たい剣けんを間に挟はさんだからいいものの、まともに食くらっていたら、ダニタの負ったダメージはきっと小さくなかったはずです。

「このガキ……！」

「おー。ダニタやるじゃん。反射神経いいね！」

「舐なめやがって……ぶち殺す」

「本気になってくれた？　嬉うれしいな。さあ、バチバチにやり合おうね！」

　油断とも取れる余よ裕ゆうを引っ込こめ殺気立つダニタを、ルチカはむしろ嬉うれしそうに歓かん迎げいしているようでした。もしあそこに立っているのが私ならば、恐きよう怖ふで身がすくんでしまうに違ちがいないのに。

　そこかからは一進一退の攻こう防ぼうが続きました。ダニタの暴風雨のような斬ざん撃げきの嵐あらしが襲おそいかかり、ルチカはそれを縫ぬって拳けん撃げきと蹴けり技わざを繰くり出します。誰だれが見ても実力者同士の戦いと分かる高度な駆かけ引きに、いつしか誰だれもが見入っていました。

「そらそら、どうした！　動きが悪くなってんぞ！」

「ぐっ……！　ちょっとプロト、このタイミングで氷結魔ま法ほうなんてとっさに撃うてないって！」

　試合が始まってしばらくして、徐じよ々じよに均きん衡こうが破られていきました。攻こう撃げきの主導権をダニタが握にぎり始めたのです。ルチカも必死になって反はん撃げきを試みていますが、どうも動きに精せい彩さいを欠いています。リズムが悪いというか、何かにもがいているような。

「もういい！」

　それまでダニタに張り付くように間合いを詰つめていたルチカが、一度大きく距きよ離りを取りました。

「プロト、悪いけどキミ、邪じや魔ま！」

　堪たまりかねた、とばかりに叫さけんだルチカは、あろうことかギアに手をかけ、それを取り外してしまったのでした。




　◆◇◆◇◆




（ルチカ視点）




　──ふむ。ルチカには通常のガイドはかえって邪じや魔まですか。なら、彼女と同じように──あ、ちょっ──。

　何か言いかけたプロトを無視して、ボクはギアを首から外した。

「これ、確かに便利なのかもしれないけど、ボクにはノイズでしかないよ。ちょっと外させて貰もらうね。預かってて、レオニー」

　そう言うと、ボクは観客席にいるレオニーの側そばまで行って、首から外したギアを彼女に放り渡わたした。受け取ったレオニーは青ざめてるみたいだ。なんで？

「バカ言わないでください、ルチカ！　ギアなしで戦えるわけないでしょう！」

「そんなことないってば。ボクはこっちの方がいいよ。大体、ボクは魔ま法ほう不得意なのに、何で推すい奨しよう行動がいちいち魔ま法ほうによる反はん撃げきなのさ」

　視界と脳のう裏りにいちいち選せん択たく肢しが提示されて、ホントうざったいったらなかった。

「それが最適解だからですよ！　あなたは気づいていないかもしれないですが、あなたには魔ま法ほうの才能が──」

「あるわけないじゃん、そんなの。自分で分かるよ。とにかく、ここからはボクらしくやらせて貰もらう。いいよね、ダニタ？」

　ボクが水を向けると、ダニタがオーガみたいな顔をしてた。

「な、なに？　どしたのダニタ。おっかない顔して」

「舐なめられたもんだなあ、おい。このオレを相手にギアなしで戦うだと？」

「舐なめてないってば。ボクにとってはこっちの方がいいの」

　どうして分かんないかなあ。みんなギアってヤツを盲もう信しんしすぎじゃない？

「考え直しなさい、ルチカ！　ギアをつけて！」

　レオニーが悲鳴じみた声で再度ボクにギアの装着を迫せまる。なんだろ。ダニタの反応を見る限りギアを戦せん闘とうに使うっていうことは人族に共通の前提みたいだけど、レオニーの反応は劇的過ぎるように思う。何か強い思い入れとかあるのかな。でも、あれ着けたままじゃあ、ボクはきっとダニタには勝てない。

「心配いらないってば。そこで安心して見ててよ、レオニー」

　レオニーにウインクを送ってから、ボクは改めてダニタに向き直った。

「待たせてごめんね、ダニタ。ここからはちゃんとやるから」

「ふざけやがって！　瞬しゆん殺さつしてやる！」

　腹に据すえかねたのか、ダニタが大たい剣けんを上段に振ふり上げたのが見えた。ああ、さっきの振ふり下ろしだね。今度は本気でたたっ切りに来てるなあ。これ貰もらったら不ま味ずいよね。次の瞬しゆん間かん、ダニタの姿が消えんばかりの速度でこっちに突つっ込こんできた。

　でも──。

「なっ!?」

「へへー。力比べならボクだって負けないよ？」

　ダニタの振ふり下ろしは、交差したボクの手て甲こうに受け止められている。そのまま手の甲こうで挟はさみ上げて、ダニタの大たい剣けんを縛いましめている。彼女は身動きが取れないはずだ。

「お返しぃ！」

「ぐはっ!?」

　ボクは大たい剣けんを挟はさみ込こんだ両手を横にずらして、ダニタの体勢を大きく崩くずすと、そこに溜ため充じゆう分ぶんな回し蹴げりをたたき込こんだ。ダニタの大おお柄がらな身体からだが吹ふき飛んで行く。

「それでも剣けんを放さないのはさすがだね」

「くっ……！　調子に乗りやがって」

　空中で身を翻ひるがえし、ダニタは受け身を取って着地した。その赤い瞳ひとみが怒いかりに燃えているようだった。

「侮あなどるのはヤメだ。お前は本気で殺す」

　宣言と同時、ダニタの身体からだから闘とう気きが噴ふき上がった。探さぐるまでもなく実体化して見えるレベルの闘とう気きなんて、滅めつ多たにお目にかかれるものじゃない。ダニタは本物の中の本物だ。普ふ通つうの子なら戦意を喪そう失しつしてもおかしくないレベル。

　でも、ボクは──。

　改めてダニタを見た。うん、いいね。キミは本気を出すのに充じゆう分ぶんな相手だ。もうお腹なかはペコペコで、目の前には最高のランチ。なら──やるべきことは一つだ。

「それじゃ……いただきまーす！」

「!?」

　ダニタの目が驚おどろきに見開かれるのが見えた。そりゃそうだよね。こんな馬鹿正直に正面から突つっ込こんだら、斬きってくれって言っているようなもの。でもね、違ちがうんだよダニタ。

「シッ……！」

　鋭するどい気き迫はくと共に剣けんが水平に滑すべってくる。剣けん術じゆつのお手本のように綺き麗れいな横薙なぎだ。ボクはそれをかわ──さなかった。両手を上下に開き、ダニタの大たい剣けんを迎むかえ入れるようにして顎あぎとを閉じる。

「──《暴食グラトニー》」

　大きな硬こう質しつ音が鳴り響ひびいた。

「ば……かな……」

　呆ぼう然ぜんとしたようなダニタの声が聞こえてくる。濃のう密みつな闘とう気きを纏まとって硬こう質しつ化したボクの両手は、魔ま物ものの牙きばよりも鋭するどい。ボクはその両手を使って、ダニタの大たい剣けんを一部食いちぎっていたのだ。同時に湧わき上がる全能感。

「もっとだよね、ダニタ。キミはこんなもんじゃないでしょ？」

「う……うわあぁぁぁ！」

　恐おそらくダニタは自分が何をされたか分かっていない。精神状態は錯さく乱らんに近いはずだ。それでも反射的に繰くり出される斬ざん撃げきは正確無比で、彼女が積み重ねてきたこれまでの研けん鑽さんがうかがい知れる。

　うん、美お味いしそうだ。

　どれも必殺と言っていいダニタの斬ざん撃げきを、ボクは食い破り続けた。ボクの手とダニタの大たい剣けんが交こう錯さくする度たび、彼女の大たい剣けんはぼろぼろになっていく。

「ルチカ……ギアがない方が動きが良くなっていますね……。ダニタを圧あつ倒とうするなんて……」

「それだけじゃないよ、レオニーちゃん。ルチカちゃんは多分……闘とう気きを食べてる……？」

　最初にからくりを見み抜ぬいたのはノールみたいだった。彼女は魔ま法ほう使つかいに近い戦せん闘とうスタイルみたいだから、闘とう気きの流れから推測したんだろう。大正解。ボクの《暴食グラトニー》は相手の魔ま力りよくや闘とう気きを食くらって力に変える技わざだ。

「ルチカちゃんのあれ、《天ギ与フ技ト》じゃないかな？」

「!?　彼女は勇者学校入学前から、勇者の資格を満たしているというのですか？」

　ギフトやら勇者うんぬんやらは分かんなかったけど、ひとまず聞き流してダニタとの戦せん闘とうに集中する。ダニタが悔くやしそうに顔を歪ゆがめた。

「化け物め……！」

「酷ひどいなあ。でも、それなら化け物らしいとこちょっと見せよっか？」

「……あ？」

　ボクはお腹なかに溜たまった力を意識して、それを外に吐はき出すイメージを描えがいた。

「ダニタ、頑がん張ばって防ぼう御ぎよしてね？」

「な、お前……！」

　次の瞬しゆん間かん、ダニタはボクの吐はいた炎ほのおに包まれていた。

「うがぁぁぁ!?」

　ダニタは床ゆかを転げ回って、身体からだを包んだ炎ほのおを消した。彼女の装備していた軽鎧のあちこちが焦こげ、煙けむりが上がっている。

「お前……お前本当に、なんなんだよ……！」

「何って……名乗ってなかったっけ？　ボクはルチカ。勇者に討とう伐ばつされた魔ま族ぞくの娘むすめだよ」

「!?」

　ボクが改めて名乗ると、ギャラリーがざわめいた。

「そういえば黒目黒くろ髪かみ……」

「あの野や蛮ばんな力は魔ま族ぞくのものか……」

　沢たく山さんの陰かげ口ぐちがボクの耳に届く。《暴食グラトニー》状態の時は五感が敏びん感かんになるから、声を潜ひそめていても意味がないんだよね。全くもう。まだまだ偏へん見けん強いなあ、人族。

「さて、ダニタ。まだやれるかい？」

「……当然だ……」

　ダニタは必死に立ち上がろうとしている。見るからにボロボロになっていたけれど、その瞳ひとみからは闘とう志しが失われていない。そのギラつき方は、エリートともてはやされてきたにしては随ずい分ぶんと悲ひ壮そうだった。彼女にもきっと、譲ゆずれない何かがあるんだろう。いいね。そういう子は大好きだ。ボクはダニタと最後までやれることを喜んだんだけど──。

「待ってください、ルチカ。勝負はあったでしょう。もう十分なはずです」

　間に入る人ひと影かげがあった。レオニーだ。

「レオニー……」

「あなたの力はもう十分に示されたはず。これ以上はやり過ぎです」

　そう言って、ダニタを守るようにして両手を広げた。ふむふむ。レオニーからはそう見えるのね。

「どけよ、レオニー！　オレはまだやれる！」

「ダニタ……でも……」

「黙だまれ！　オレは……オレは一番じゃなきゃ、意味がないんだ！」

　叫さけぶなり、レオニーを横に突つき飛ばすと、ダニタは大たい剣けんを上に振ふりかぶりながらボクの方を見た。恐おそらく彼女の最後の一いち撃げき。ダニタ自身が一番自信のある技わざを選んだのだろう。振ふり下ろされる大たい剣けんは、無む駄だな力の一いつ切さいないとても綺き麗れいで素す直なおな一いち撃げきだ、とボクは思った。その上段振ふり下ろしをボクは──。

「──うん。今日、一番美お味いしい一いち撃げきだったよ」

　左右から手で挟はさみ込こんで受け止めていた。人族の流派では無刀取り、なんて言われている技わざだ。ボクにとっては《暴食グラトニー》の現れの一つでしかないんだけどね。

　大たい剣けんに込こめられたダニタの闘とう気きを貪むさぼり食う。この上ない多幸感を覚えた。うん。ダニタ、やっぱりキミと戦えてよかった。めっちゃ楽しい。

「全力を尽つくしてくれたキミに敬意を表して、ボクもちょっと本気出すね？」

「──!?」

　ダニタが慌あわてて回かい避ひ行動を取ろうとするけど、今の一いち撃げきで力を使い果たしたと見えて、その動きはぎこちなかった。

「──死なないで──ね！」

「ぐあぁぁぁっ……!?」

　ボクの一いち撃げきを受けたダニタが、炎ほのおに包まれて吹ふっ飛んでいく。ボクが放ったのは分類としては拳けん撃げきだ。ただ、《暴食グラトニー》で集めた力を凝ぎよう縮しゆくして闘とう気きとして纏まとわせていたから、威い力りよくはただの拳けん撃げきとは圧あつ倒とう的てきに違ちがう。ボクの闘とう気きは炎ほのおのような性質があるので、対象に燃ねん焼しよう効果も付ふ与よする。ボクのとっておきの一つだった。

　ダニタは数メートルの距きよ離りを転がって、ようやく止まった。仰あお向むけに寝ねっ転がった彼女は、かろうじて意識はあるものの、今度こそ身動きが取れないようだった。

「そ、そこまで！」

「ごちそうさま」

　監かん督とく役の人が模も擬ぎ戦終しゆう了りようを告げた。

「ルチカ……あなた……」

「へへー、見ててくれたかい、レオニー？」

　レオニーの声が聞こえたので、ボクは得意げに振ふり向いたのだが、彼女は若じやつ干かん引いていた。

　あるぇー？




　◆◇◆◇◆




「レオニー」

「……っ！」

　ボクの声にレオニーは少し怯おびえた様子を見せた。うーん。調子に乗ってちょっとやり過ぎたかなあ？　でも、ダニタは本当に強かったし、あれくらいはしないと勝てなかった。魔ま族ぞくの戦い方は今の若い人族にはあんまり馴な染じみないだろうし、多少怖こわがられちゃったかもしれないね。

　ボクはレオニーと番つがいになりたいと思った。元々、出会った時から彼女の容姿はボクの好みのど真ん中だったんだけど、今日の入学テストで見た彼女の実直な戦い方や、ダニタとボクの戦いに割り込こんで来た勇気と優やさしさが、その印象をさらに良くした。人族にもこんなに魅み力りよく的てきな子がいたなんて。

「ねぇ、レオニー」

「……なんですか」

　こんがり焦こげて悪態をつきながら運ばれていくダニタを尻しり目めに、ボクはレオニーの前まで行く。同時にレオニー以外のギャラリーが怯おびえたように遠ざかった。はいはい、そういう目で見られるのは慣れっこだよ。感じ悪いけどさ。

　レオニーからも警けい戒かいするような視線が返ってきたけど、ボクはそれを笑え顔がおで受け止める。ボクが差し出した手を摑つかんで立った彼女を見て、背が高くて格好いいなぁなんて思いつつ、ボクは言葉を続けた。

「こほん。レオニー、さっきは勇ゆう敢かんだったね」

「……そんなつもりはありませんでしたが……」

「いいの。ボクはすんごく感動したんだよ」

「はあ……」

「それで、相談なんだけど」

「……ええ」

　レオニーの顔にはまだ警けい戒かいの色が強い。もう少し交流を深めてから切り出した方がいいかなあとも思ったけど、こんな魅み力りよく的てきな子、すぐに誰だれかに取られちゃいそうでもある。ええい、ままよ。女は度胸だ。

　出来る限りの笑え顔がおを作って、ボクは言った。

「レオニー＝バイエズ。キミ、ボクと番つがいにならない？」

「えっ……？　つ、番つがい……？」

　この時、彼女が少し顔を赤らめたから、ボクは脈ありなのかなとか勘かん違ちがいしたんだけど、後から聞いた話では、番つがいっていう言い方が露ろ骨こつ過ぎて恥はずかしかったんだってさ。うーん、文化の差。

「レオニーは優やさしいし、見た目も超ちようボクの好みなんだ。絶対幸せにするからさ。ね、ね？　お願い！」

「え、えーと……え？」

「やっぱり魔ま族ぞくと番つがいになるのは不安かなあ？　でも、大だい丈じよう夫ぶだよ、レオニー。ママが言ってたけど、番つがいは憧あこがれよりも慣れだって」

「い、いえ、そういう話ではなくてですね……」

「ボクのこと嫌きらい？　これでも、見た目は悪くないと思ってるんだけど」

「容姿の問題ではありません。そもそも私たち、同性じゃないですか。あなたのことは嫌きらいではありませんが、求きゆう婚こんはお断りします」

「えー」

　とまあそういうわけで、ボクの求きゆう婚こんは玉ぎよく砕さいした。まあ、別に一度きりの求きゆう婚こんで諦あきらめるつもりもないんだけどね。

　さて、勇者学校の試験は、結果から言えばボクは合格した。筆記の成績は芳かんばしくなかったけど、あのダニタを相手に圧勝した模も擬ぎ戦が高く評価されたからだ。治ち療りようを受けた後のダニタからすんごい目で睨にらまれたけど、まあ勝負ってそういうものだからねぇ。彼女とはまた近いうちにやり合うことになるかも。その時はそのときってヤツだ。

　そんなことより。

「ねぇ、レオニー。どうしてもダメー？」

「くどいです」

「レオニーってば、ボクのめっちゃ好みなんだよ。やっぱりボクと番つがいになろうよ」

「お断りします」

「つれなーい！　でも、安心して、レオニー？」

「？」

　レオニーがきょとんという顔をした。そのあどけない表情がまた愛いとしくて、ボクは笑いかけながら言った。

「これから長い付き合いになるんだし、絶対口説き落として見せるから覚かく悟ごしておいてよね！」

「……絶対にごめんです」

　こうしてボクの勇者学校での生活が始まった。中には今年度のやべーやつ呼ばわりする人もいたけど、そんなのはどうでもよろしい。

「一いつ緒しよに楽しく過ごそうね、レオニー？」

「なんで私を巻き込こもうとしてるんですか!?」











第二章






（レオニー視点）




「ねぇねぇ、レオニー」

「……」

「レオニーってば」

「……」

「返事してくれないとハニーって呼んじゃうよ？」

「聞こえています。なんですか」

　勇者学校に入学して、そろそろ一週間が経たとうとしています。実技試験ではふるわない成績だった私ですが、筆記の結果を加味して総合判断された結果、なんとか入学を認められました。勇者の娘むすめとして、ようやくスタート地点に立つことが出来たわけですが、そのスタートからして既すでに暗雲が立ちこめています。

　その一つが彼女──ルチカの存在でした。

　私、ルチカ、ノールの三人は座学の講義がある講義室に並んで座すわっています。ノールとは親の代から家族ぐるみの付き合いなので、一いつ緒しよに居ることになんら不自由を感じません。ですが、ルチカは違ちがいます。彼女とは知り合ったばかりなのですが、なぜか行動を共にするようになっているのでした。それだけならいいのですが、

「ボクと番つがいになろうよー」

「知りません。他を当たってください」

「ボクはレオニーがいいの」

「あ、あははは……」

　あけすけに言ってくるルチカを私が適当にあしらうと、ノールがあきれたように苦く笑しようしました。

「モテモテだねぇ、レオニーちゃん」

「ノールまでよしてください。ルチカもおかしな悪ふざけはやめるように」

「ボクは大真面目だってば」

「なおさら悪いです。大体、私たちは女性同士でしょう」

「え？　何か問題ある？」

「……問題しかないでしょう」

　きょとんとしないでください、きょとんと。

「……あ、人族って同性同士で番つがいになれないんだっけ」

「人じん魔ま大戦で人口が減ったこともあって、子どもが産めない婚こん姻いん関係は今、この国では認められていません」

「変なの。魔ま族ぞくなら同性同士でも子ども産めるし、相手が人でもボクは大だい丈じよう夫ぶだよ。どう？　今からちょっとでいいから魔ま族ぞく方式試ためしてみない？」

「残念ながら私は人族の文化に従うつもりですから」

「そっかぁ。そういう頑かたくなな子を口説き落とすのって楽しいよねぇ」

「……はぁ……」

　一事が万ばん事じこの調子で、私は入学からこちらルチカに口説かれ続けているのでした。ルチカは屈くつ託たくのない性格のいい子なので、友人としてなら全く問題ない相手なのですが、彼女はどうも本気でそれ以上の関係を望んでいるようで、私は応手に困っています。友人ならまだしも、そういう対象として彼女を見ることは、私には出来そうもありませんでした。

　私は彼女と少し距きよ離りを置きたいのですが、状じよう況きようはそれすら許してくれません。理由は入学試験にありました。どうも私とルチカは、学校側に問題児としてひとまとめに目をつけられているようなのです。

「皆みなさん静せい粛しゆくに。講義を始めます」

　黒板の前に立つなり、怜れい悧りな声でそう言ったのは一人の女性教師でした。

「あ、ダニタのお母さんだ」

「アリザ先生とお呼びなさい、Ｃ一○○。それと私語は以後慎つつしむように」

　アリザ先生はルチカを番号で呼びました。入学して初めて知ったことですが、この学校では目上の者は目下の者を番号で呼ぶ慣習があるようです。ルチカのＣ一〇〇のＣは学年、三桁けたの数字は入学時の成績を元にした序列を表しています。私はＣ〇八八、ノールはＣ〇〇五、Ｃ〇〇一がダニタでした。正直、あまり気持ちの良いものではありません。

「はあい」

　おざなりに返事をするルチカを、アリザ先生は何か嫌きらいな虫でも見たかのようにひと睨にらみしてから教科書を開きました。

「本日は《天ギ与フ技ト》についての概がい論ろんです」

　アリザ先生は講義を始めましたが、その表情は硬かたいものでした。どうもルチカはアリザ先生から個人的な恨うらみを買ってしまったようです。

　理由は恐おそらく模も擬ぎ試験で先生の娘むすめであるダニタに土をつけたことでしょう。それまで同年代には無敗だったダニタが、初めて負けたのです。しかも、勇者学校の入学試験という公衆の面前で。親心としてはルチカを恨うらみがましく思うのも仕方ないのかもしれませんが、アリザ先生のよくないところは、その感情に公私の別をつけられていないことでした。

「かつては一ひと握にぎりの天才だけが、類い希まれな才能と幸運とによって《天ギ与フ技ト》と呼ばれる異能を獲かく得とくしていました。これと対ついになっていたのが、誰だれでもある程度身につけることの出来る学問的な術である魔ま法ほうです。魔ま法ほうは汎はん用よう性に優すぐれますが、《天ギ与フ技ト》の方が特化型で強力です」

　淡たん々たんとした、しかしハイペースな講義を聴ききながら、私は時どき先生からルチカに向けられていたのと似た視線を感じます。

「この《天ギ与フ技ト》を身につけ、本校で規定の教育課程を修しゆう了りようした者が、○○の勇者として認にん定ていされ、国から様々な恩おん恵けいを与あたえられます。全ての勇者の祖となった《万ばん能のう》の勇者レイニ＝バイエズは、Ｃ〇八八の母君でもあります」

　ルチカだけでなく、私も成績不ふ振しん者しやとして目をつけられているらしく、アリザ先生たち学校側には私とルチカを問題児としてひとまとめに管理しようという目もく論ろみがあるようです。私とルチカは寮りようの部屋を同室にさせられ、私に至っては人間領のことに明るくないルチカの世話をするようにと命じられています。これが先ほど言った、状じよう況きようがルチカと距きよ離りを取ることを許さないということの意味です。

「この《天ギ与フ技ト》教育で重要な役割を果たしているのがギアです。勇者学校とギアにより、天才でなくとも一定の才能があれば、《天ギ与フ技ト》をある程度人じん為い的に獲かく得とくすることが──Ｃ一〇〇！　居い眠ねむりとは何事ですか！」

　物思いに沈しずんでいた私の意識を、アリザ先生の鋭するどい声が引き戻もどしました。見れば、私の隣となりでルチカが教科書に突つっ伏ぷして寝ね入いっています。

「むにゃむにゃ……もう食べられない……」

「Ｃ〇八八、何をぼやっと見ているのですか！　たたき起こしなさい！」

「ルチカ。ルチカ、起きてください」

　あまりのことに呆ぼう然ぜんとしていると、アリザ先生から𠮟しつ責せきが飛んできました。私は慌あわてて必死にルチカの肩かたを揺ゆすります。ですが、ルチカに起きる様子はなく、やっと一言口を開いたと思いきや、

「むにゃ……。あんなお経きようみたいな講義……聴きいてられない」

　ルチカの寝ね言ごとのような返事は、静まりかえった教室に実際以上に大きく響ひびきました。

「……ぷっ、お経きようだって……」

「……くくく」

　誰だれかが堪こらえきれないように噴ふき出すと、あちこちから忍しのび笑いが聞こえ始めました。壇だん上じようのアリザ先生は、面めん目ぼく丸つぶれです。怒いかり心頭といった様子で拳こぶしを震ふるわせています。

「……いいでしょう。そちらがその態度ならこちらにも考えがあります。次回の講義までに《天ギ与フ技ト》に関するレポートを五千字でまとめて提出すること。優ゆう秀しゆうな皆みなさんにとっては、お経きようのような講義など不要でしょう？　では、今日はここまで」

　かなり重めの課題を出されて不平不満が噴ふん出しゆつする中、アリザ先生はそれらを無視してさっさと教室を出て行ってしまいました。当然、皆みなの矛ほこ先さきは原因を作ったルチカに向かいます。しかし、当の本人はのんきに夢の中です。

「ルチカちゃん……大物だね」

「ノール、おかしなことを言わないように。今のはルチカが全面的に悪いです」

「そうだけど……」

「ルチカ。今すぐ目を覚まさないとあなたを嫌きらいになりますよ？」

「それは困る！」

　元から起きていたのではと疑いたくなるくらいの切り替かえの早さで、ルチカは飛び起きました。しかし、どうやら状じよう況きようは全く把は握あくできていないようで、彼女は周りから向けられている険しい視線の意味を摑つかみかねているようでした。

「ええと……ボク、なんかやらかした？」

「ええ、思い切り」

「そっかぁ……。いやー、参ったね」

　ルチカは全く参っていなそうにからからと笑うのでした。

　こんな風に、ルチカの授業態度は最悪でした。座学だけではありません。実技でもルチカはやりたい放題でした。

「Ｃ一○○！　ギアを使いなさい！」

「使わない方が動きやすいんだもん」

「いいから使いなさい！　ギアを使いこなせるようになることが、勇者へ至る最短の──」

「ボクはギアなしで勇者になりまーす。とりゃあ！」

　そうして、ギアを使っていないのに、ギアを使う誰だれよりも高い結果をたたき出しては、周囲をあきれさせるのがルチカなのでした。これでもまだ講義に参加しているだけいい方で、ルチカは全く興味のない講義には出席すらしません。私からすればとんでもないことです。ところが、ルチカは実技においては特筆すべき成績を残すので、誰だれも文句を言えません。そんな彼女に対し、私は密ひそかに忸じく怩じたる思いを覚えるのでした。

　ギアを使う使わないに私がこだわってしまうのは、ギアがお母様の残してくれた魔ま道どう具ぐだからです。それまで魔ま道どう具ぐというものをあまり使ってこなかった人類が、魔ま族ぞくから魔ま道どうの力を取り入れて作り上げたのが、このギアという魔ま道どう具ぐなのです。既すでに述べたとおり、ギアは装着者にとって最善の道を指し示します。ギアを敢あえて使わない、無視するなどという行こう為いは、無む駄だ以外の何ものでもないのです。

　私は勇者の娘むすめとして、これまで誠実にギアの導きに向き合ってきました。ギアが示した剣けん術じゆつという道は、私にはあまりピンとは来なかったものの、ギアが間ま違ちがう可能性は非常に低いと言われています。事実、ギアの導入以後、カーズ王国は分野を問わず有能な人材を、様々な分野の勇者として安定的に輩はい出しゆつするようになりました。ギアに従うことは道理に適かなっているはずなのです。まして、ギアを作り出したお母様の娘むすめである私にとって、ギアの導きはお母様の言葉のようなものです。そう思うからこそ、私はひたすら剣けん術じゆつの稽けい古こを重ねてきました。

　なのに、ルチカはそんなものは知らぬ、とばかりに好き放題です。まるで自分が一番正しいと信じて疑わないかのようなその振ふる舞まいは、私には眉まゆをひそめるものでした。彼女のことは嫌きらいではありませんが、唯ゆい一いつその一点──ギアの導きを無視しきっていることについては、どうしても相あい容いれないものを感じます。まるでお母様を侮ぶ辱じよくされているようで。

「どうしたの、レオニー。怖こわい顔して」

「……誰だれのせいだと思っているんですか」

「え？」

　私は八つ当たりにも似た気持ちでルチカの問いを無視し、その場を離はなれようとしました。

「あ、待ってよ、ハニー」

「誰だれがハニーですか、誰だれが！」

　全くもう……。

「ルチカはもっと義務を履り行こうすべきです。すべきことをしてください」

「レオニーはもう少し自由になったらいいと思う。やりたいことをやればよくない？」

　彼女とはどこまで行っても平行線のようです。私は何回目になるか分からない、大きなため息をつきました。




　◆◇◆◇◆




（ルチカ視点）




（……プロト）

　──なんですか？

（……これ、毎朝やらされるわけ？）

　──そのようですね。

　朝。入学式の翌日から繰くり返されている異様な光景に、ボクはぞっとしながらプロトに言った。今は朝礼の時間だ。皆みなは目を閉じて席に座すわり静まりかえっている。

（皆みんなは例のやつ聞かされてるんでしょ？）

　──そうですね。私にもあなたに聞かせるように指示が来ていますが、あなたが嫌いやがるので無視しています。

（だってあんなの洗脳じゃん！）

　──『ジジジっ……宿しゆく痾あ。これを打破しうる人材の育成のため、我々はここに勇者学校の設立を宣言するものである。当学で学ぶ者は以下の訓くん戒かいを心に刻むことを求める。一つ、汝なんじ、人類全体の奉ほう仕し者しやたるべし』

（うわあああ!?　やめてよ、プロト！　変になっちゃうってば！）

　──でしょうね。わたくしもこれは完全にどうかしてると思います。

　この朝礼の時間とやらは、みんな勇者学校の前文を繰くり返し聞かされているらしい。理念を忘れないようにってことらしいけど絶対変だよ。なんか良くない宗教でも見てるみたいだ。

（プロトはこの時間に否定的なんだ？）

　──わたくしは不良ギアですからね。他のギアのように真面目じゃないんですよ。ルチカがサボっていていいと言うので、今は戦せん闘とう中も黙だまっていますし。

（それについては助かってるよ）

　ボクはどうもギアの戦せん闘とう補助や未来予測がノイズにしか感じられない。ギアを装着していないとガミガミ言われるから、今は着けるだけ着けてプロトには何もしないで貰もらっている。

（不良ついでに教えてほしいんだけど、この学校ってなんかおかしくない？）

　──例えばどこがですか？

（この朝礼もそうだけどさ、ギアに頼たよりすぎっていうか、先生がいる意味なくない？）

　例えば実技の講義でも、動き方や戦い方を修正するのは、もっぱらギアに任されている。その根こん拠きよや意味、妥だ当とう性などは教師からは教えられないし、誰だれも疑問を持とうとしない。

　──ギアの信しん頼らい性は高いですからね。むしろルチカが少数派なんですよ。

（そうみたいだけど、盲もう信しんしていいものとは思えないなあ）

　──わたくし相手に失礼だとは思いますが、正しい姿勢かと思います。

（……ひょっとして、キミも少数派のギアなんじゃないの？）

　──さて、どうでしょう。

　洗脳としか思えない朝礼が終わると、この日はまず魔ま法ほうの座学の講義があった。魔ま法ほう学の教師がやってきて講義を始める。

「──以上が魔ま法ほうの基本属性である。では、ここに分類されない二つの希少属性について──Ｃ〇八八、説明せよ」

「はい」

　教師に指名されて、隣となりのレオニーが立ち上がった。

「魔ま法ほうには地水火風の基本四属性以外に、光と闇やみという二つの希少属性が存在します。この二つは使い手が少なく、その効果にも謎なぞの多い属性ですが、光は主に治ち療りよう、闇やみは主に攻こう撃げきに用いられ、互たがいの属性は打ち消しあったり反発したりします。著名な魔ま法ほう学者エンバンス＝ノリッジの説では──」

「もう結構。……Ｃ〇八八、キミの座学の成績は申し分ない。実技もそれくらい頑がん張ばるように」

「……はい」

　嫌いやみったらしい教師の言葉に、レオニーは少し目を伏ふせただけで、何事もないように座すわった。周りからこぼれる忍しのび笑いがうっとうしい。

（感じ悪ぅ）

　──レオニーは美人な上に座学が圧あつ倒とう的てきですからね。やっかむ者も多いのでしょう。

（他の女の子たちが引け目を感じちゃうのは分かるけど、男の子たちはどうして？）

　──気がつかなかったのですか？　入学してからこちら、彼女はもう数人から告白されていますよ。

（はあっ!?　ボクのレオニーに!?）

　──あなたのじゃありませんよ、ルチカ。

　つまりあれか。振ふられた腹いせと、かわいさ余って憎にくさ百倍でレオニーをいじめる側に回ったって事か。

（そんなんだから振ふられるんだよ）

　──ごもっともです。とはいえ、レオニーにも多少、攻こう撃げきされやすいところがあるようですね。

（どこが？）

　──彼女は隙すきを見せまいとしていますから。女性として──いえ、勇者候補生として、レオニーは実技以外完成されています。いくら誹ひ謗ぼう中傷されても折れませんし。だからこそ、唯ゆい一いつと言っていい短所である実技が攻こう撃げきの対象になるのです。

（うへぇ。人族ってめんどくさぁ……）

　不満があるなら拳こぶしで語り合えばいいのに。

　──人族がというよりも、ここの校風が人の悪いところを増ぞう幅ふくしているのかもしれません。

　プロトが嘆なげくように言う。数日過ごしてみて実感したけれど、確かにこの学校はルールが厳しいみたいだ。ギア至上主義に始まって、門限に就しゆう寝しん時の点呼は当たり前。人を人と思わないような規則や価値観がはびこっているし、こんなところに染まったら、どんな人間でも歪ゆがんじゃうかも。

（二言目にはギアがギアがって……。そんなものに頼たよらなくても、人族はボクら魔ま族ぞくと長いこと渡わたり合ってきたのに、なんて情けない）

　──そのギアが開発されたことで、魔ま族ぞくは敗北したんですけれどね。

（そうだけどさ！）

　ボクの中にあった、《万ばん能のう》の勇者を始めとする人族へのイメージが汚けがされるようで、ちょっと嫌いやだった。

（レオニーとノールもいずれそうなっちゃうのかなあ）

　──どうでしょう。そうならないように、ルチカがよく見ていればいいのでは？

（出来るだけそうするよ）

　ここに来れば必ず強くなれるっていう触ふれ込こみに釣つられて、ウキウキしながら魔ま族ぞく領を出てきたのに、何だかがっかりすることが多いなあ、とボクは思った。




　◆◇◆◇◆




「今日はお前らの先せん輩ぱいたちと合同で実技の講義を受けてもらう」

　数日後の講義の冒ぼう頭とう、担当の男性教師はそう言って先せん輩ぱいたちを紹しよう介かいした。ずらりと並んだ先せん輩ぱいたちは入学したばかりのボクらと違ちがって、皆みな、いくらか大人びて見える。でも、何か──。

「ねぇ、レオニー」

「私語をしているとまた怒おこられますよ、ルチカ」

「なんか先せん輩ぱいたち、生気というか覇は気きがなくない？」

「落ち着いていらっしゃるのでしょう」

　そうかなあ。なんかみんな表情が暗いし、目も死んでない？

「講義の形式は二対二の模も擬ぎ戦せん形式。上級生から少しでも多くのことを学ぶように」

　そう言うと、教師はテキパキと組み分けを始めた。

「あ、先生。ボク、レオニーと組みたいでーす！」

「ルチカ！　あなたはまたそんな勝手なことを──」

「構わんが大だい丈じよう夫ぶかね？　キミたち程度の実力では、それを補いうる強い生徒とそれぞれ組んだ方がいいのでは？　ギアはなんと言っている？」

「え？　ボクとレオニーは最強ペアですよ？」

「ルチカ！」

「はぁ……。まあ、好きにしたまえ。せいぜい、痛い目を見ないようにな」

「やったね！」

「もう……」

　こうしてめでたくボクはレオニーとペアを組むことが出来た。

　──喜んでいる場合ですか、ルチカ。相手はそこそこ手ごわそうですよ？

（ん？）

　対戦相手と思おぼしき二人は男女のペアで、片方は杖つえを装備した魔ま法ほう使つかい風の男性、もう一人はボクと同じく徒と手しゆ空くう拳けんスタイルのようだった。

「《魔ま法ほう》の勇者候補のアインだ」

「私は《鉄てつ拳けん》の勇者候補、フリッカよ」

「Ｃ〇八八、Ｃ一〇〇。お前ら、ギアが示したペアじゃないんだってな」

　アイン先せん輩ぱいが、何だか馬鹿にしたような口調で言ってきた。む、感じ悪う。

「そうだよ。ボクらはギアなんかに縛しばられないからね」

「勝手なこと言わないでください、ルチカ。すみません、先せん輩ぱい。これには事情が──」

「あなたたち、勇者の娘むすめと魔ま族ぞくの娘むすめなんですってね？」

　フリッカ先せん輩ぱいの嘲あざけるような言い方に、レオニーの顔が強こわばったのを、ボクは見み逃のがさなかった。でも、それは一いつ瞬しゆんのことで、彼女は気持ちを立て直して、そうです、と返事をした。

「はい、私は《万ばん能のう》の勇者の娘むすめ、ルチカは魔ま族ぞくの娘むすめです。それが何か？」

「親が有名人ってのは楽でいいなあ？　お前らの入学試験の成績見たぜ。なあ、フリッカ」

「ええ。あんな成績でも通るのね。大方、親の七光りで上が忖そん度たくしたんでしょうね」

「ちょっと──！」

　あんまりにもあんまりな言いようにボクが気色ばむと、レオニーが腕うででそれを制した。

「私たちの実力は、戦ってもらえばお分かりいただけるかと」

「へぇ、言うじゃん」

「生意気ね」

　レオニーの凜りんとした物言いに、先せん輩ぱいたちが顔を歪ゆがめた。

「それでは皆みんな、準備はいいな？　各自構えて──始め！」

　丁度良く、先生の講義開始の合図が鳴り響ひびいた。

「現実を思い知らせてやるよ、後こう輩はい」

「そっちこそ、負けて泣きを見ないでよね、先せん輩ぱい」

　互たがいに獲え物ものや拳こぶしを構えてにらみ合う。

「レオニー、どう攻せめる？」

「ルチカはアイン先せん輩ぱいの方を。あなたの《暴食グラトニー》とは相あい性しようがいいはずです。フリッカ先せん輩ぱいは私が」

「お互たがいの個性を活いかすわけだね。おっけいおっけい」

「……はっ、個性、ねぇ？」

「あなたたち、まだそんな寝ね言ごとを言ってるの？」

「へ？」

　ボクは先せん輩ぱいたちが何を言っているのか分からなかった。

「個性なんざラベルでしかない。戦いはギアをどう上う手まく使うか、それに尽つきる」

「結局、全ては才能がものを言うのよ」

　──今から、そいつを教えてやる──そう言うと、アイン先せん輩ぱいは魔ま法ほうの詠えい唱しようを始め、発射体勢に入った。魔ま力りよくのこもった杖つえを振ふりかぶる。

「ルチカ、広こう範はん囲い凍とう結けつ、地面！」

　ギアで読み取ったんであろう予測を口にするレオニー。その直後、レオニーが口にしたとおりにボクらの周りの地面が氷で覆おおわれた。

「解除します。少し待って──」

「いいよ、これくらい」

「え？」

　ボクは構わず、アイン先せん輩ぱいの方へ駆かけ出した。

「!?」

　先せん輩ぱいの顔に驚おどろきが広がった。ボクの歩みが氷で少しも乱れなかったからだ。

（レオニーの見よう見まねなんだけどね）

　入学試験の時、レオニーは《泥マデ地イソ面イル》の上を《空エア気ステ足ツプ》で駆かけ抜ぬけていた。ボクが今やっているのも同じ事だった。ボクは固めた空気の上を疾しつ駆くすると、アイン先せん輩ぱいをあとちょっとで捉とらえられるところまで肉にく薄はくした。

「──そう来ると思ったわ」

「──！」

　声は横から聞こえた。ボクは身体からだを斜ななめ後ろに流す。そこを大おお振ぶりの蹴けりが薙ないだ。躱かわしたからいいものの、まともに食くらっていたらなかなかに痛かったはずだ。

「《暴食グラトニー》だったかしら。魔ま力りよくや闘とう気きを食べるそうね？　その能力を持っているなら、そりゃあアインを相手にするわよね」

　邪じや魔ましてくれたのはフリッカ先せん輩ぱいだった。

「でもね、そう都合良く戦わせて貰もらえるとは思わないことよ？　相手の誰だれと戦うか、実戦ではそれすらギアが決めるものなんだから」

　そう言いながら、フリッカ先せん輩ぱいは次々に攻こう撃げきを繰くり出してくる。鋭するどい拳こぶし、威い力りよくの高い蹴けり技わざ、果ては組み付いての投げなど、多種多様な技わざでボクを翻ほん弄ろうする。流石さすがに戦い慣れてると見えて、少しやりにくい。

「ルチカ！」

「おっと、お前の相手は俺だ、勇者の娘むすめさんよ」

　ボクの劣れつ勢せいを見て取ったか、駆かけつけようとしてくれたレオニーの前に、アイン先せん輩ぱいが立ちはだかる。

「俺はな、我が慢まんならねぇことがあるんだ」

「……何でしょう？」

「勇者学校は規律の厳しい学校だ。誰だれもがそれに耐たえて、己おのれを律することを学ぶ」

「存じ上げているつもりです」

「そうか……。それならな──」

　アイン先せん輩ぱいが杖つえを構えた。

「勇者の娘むすめだからって贔ひい屓きされてるてめぇは、この学校にふさわしくねぇだろうが！」

「──！」

　魔ま法ほうを使うかと思ったアイン先せん輩ぱいは、あろうことか魔ま法ほう杖じようでレオニーに殴なぐりかかった。意表を突つかれたレオニーの対応が遅おくれる。慌あわてて振ふり下ろした剣けんが空を切り、その間合いの内側で、アイン先せん輩ぱいがレオニーのお腹なかに杖つえを当てた。

「がっ……！」

　次の瞬しゆん間かん、レオニーは吹ふき飛ばされていた。恐おそらく、ゼロ距きよ離りで魔ま法ほうをたたき込こまれたんだろう。彼女の身体からだはボクの方に飛んで来た。ボクは慌あわててレオニーを抱だき留めた。

「おかえり」

「……流石さすがに一筋縄ではいかないようですね」

　レオニーが息を整えながら言う。

　──助力致いたしましょうか？

（や、それは逆効果になると思う）

　──実はわたくしもそう思います。

（じゃあ、なんで発言したのさ）

　──それがわたくしのお茶目なところなので。

　ずっと思ってたんだけど、このギア壊こわれてない？

「一いつ旦たん、仕切り直しだね。どうしよっか？」

「ギアを使った戦せん闘とうには、先せん輩ぱい方がたに一日の長があるようです。対応力ではとても敵かないません」

　レオニーが弱音めいた台詞せりふを吐はいた。

「降参してごめんなさいするかい？」

「いいえ。……ルチカの力をお借りしたいです」

「いいけど、どうするの？」

「ルチカはチェスプロブレム詰め将棋はご存じですか？」

「うん。そんなに得意じゃないけど」

「あれと同じ事です。先せん輩ぱい方がたを──詰つませます」

　レオニーはボクに小声で作戦を聞かせてくれた。

「おーい、いつまで待たせんだよ、後こう輩はいども」

「お待たせしました」

「ふん……楽しませてくれるのかしら？」

「主にボクらが──ね！」

　ボクはこっそり足に溜ためていた力を解放して、先せん輩ぱいたち二人の元に踏ふみ込こんだ。

「速──！」

「アイン！」

　アイン先せん輩ぱいを狙ねらった拳こぶしの一いち撃げき。対応が遅おくれたアイン先せん輩ぱいのフォローに、先ほどと同じくフリッカ先せん輩ぱいが横入りしてきたが、さっきまでほど動きに余よ裕ゆうがない。

「こいつ……今まで手を抜ぬいてやがったのか!?」

「つまんない戦いだと燃えないんだよ、ボク。でも、先せん輩ぱいたちとの戦いは少しは楽しめそうだからさ」

「くっ……速い……！」

　ボクは一いち撃げきに載のせる重さよりも、手数と速さを優先した動きに切り替かえていた。狙ねらいはアイン先せん輩ぱい。魔ま法ほう使つかいである彼には、基本的にボクの《暴食グラトニー》を止めるすべがない。必然的にフリッカ先せん輩ぱいの方がフォローに回ることになり、事実上ボクは二人をまとめて足止め出来ることになる。

「二人同時にだと!?　舐なめやがって──！」

「アイン、油断しないで！　Ｃ一〇〇の動きは本物よ！」

　ボクはフリッカ先せん輩ぱいと拳こぶしを交えつつ、隙すきあらばアイン先せん輩ぱいにもちょっかいをかけにいこうとしている。今は粘ねばられちゃっているけど、この分ならボク一人で押し切ることも可能だと思う。

　そして更さらに、ボクは一人じゃない。

「レオニー、そろそろ行くよ！」

「はい！」

　レオニーに合図した瞬しゆん間かん、ボクはフリッカ先せん輩ぱいの腕うでを取ると、関節を極きめて投げ飛ばした。

「うわぁっ!?」

　いくら武道家といっても、その機き敏びんな動きを支えるのは足あし腰こしだ。宙に浮ういていては思うように動けない。アイン先せん輩ぱいからの魔ま法ほうの補助は、ボクが牽けん制せいすることで潰つぶす。後は落下してくるフリッカ先せん輩ぱいをレオニーが倒たおし、二人で残るアイン先せん輩ぱいを倒たおしてチェックメイトだ。

　詰つんでいる──はずだった。

「母親を殺した種族の力を借りて、恥はずかしくないの!?」

「──！」

　苦し紛まぎれ、とも取れるフリッカ先せん輩ぱいの罵ば声せい──それがレオニーの剣けん閃せんを乱した。ほんの一いつ瞬しゆん、一秒にも満たない間だ。だが、それが命取りだった。

「はあっ！」

「きゃあっ!?」

　迷いの生じたレオニーの剣けん閃せんを、フリッカ先せん輩ぱいは逆さまの体勢のまま掌しよう底ていで弾はじいた。その勢いのまま剣けんと接せつ触しよくした拳こぶしを軸じくに身体からだを回転させると、レオニーに強きよう烈れつな蹴けりをたたき込こむ。その場で、レオニーが崩くずれ落ちた。

「レオニー!?」

「隙すきだらけだぜ？」

「──！」

　とっさにレオニーのケガの具合に気を取られた。生まれてしまった致ち命めい的な隙すきを、アイン先せん輩ぱいが見み逃のがすはずはなかった。

「《暴──》」

「甘あめぇ！」

　魔ま法ほう攻こう撃げきを予想して咄とつ嗟さに《暴食グラトニー》を発動させたが、アイン先せん輩ぱいが用いた攻こう撃げきは魔ま法ほう杖じようでの打だ撃げきだった。魔ま法ほう使つかいとは思えない重い一いち撃げきが鳩みぞ尾おちに直ちよく撃げきした。息が出来ず、ボクも地面に倒たおれ伏ふす。

「身体強化にだけ魔ま法ほうを使った、純じゆん粋すいな物理攻こう撃げきだ。これなら《暴食グラトニー》とやらも関係あるまい？」

　なるほど、確かにその方法なら、《暴食グラトニー》でも食えない。

「ちったぁヒヤッとしたが、こんなもんか」

「どっちも甘あまちゃんね。戦いに臨のぞむ覚かく悟ごからやり直しなさいな」

　ボクらを見下ろしながら、先せん輩ぱいたちがいたぶるように言う。悔くやしいけど負けは負けだ。敗因は──ボクらの間の信しん頼らい関係だ。

「……参りました」

　レオニーが口く惜やしそうに言う。ボクは彼女にそんなセリフを言わせてしまったことが悔くやしくてたまらなかった。

「さっさと辞やめちまえよ、ニセモノども」

「あなたたちのような紛まがい物に、勇者が名乗れると思わないことね」

　言いたいことを言われちゃったけど、返す言葉がない。それほどの実力差があるとは思わないけど、レオニーやボクに足りないものがあることもまた事実だった。

　それから少しの間、レオニーはボクと目を合わせてくれなかった。




　◆◇◆◇◆




（ダニタ視点）




「少しは応こたえたかしら……あのルチカとかいう魔ま族ぞく……」

　夕飯の準備をしながら、オレは母さんの愚ぐ痴ちを聞き流していた。母さんもオレも普ふ段だんは食堂で食事を済ませるが、母さんは機き嫌げんが悪いとオレの部屋にやって来て、食事をねだることがあった。そういう時は大たい抵てい、愚ぐ痴ちに付き合わされることがほとんどで、オレはこの時間があまり好きではない。オレを慕したってくれているルームメイトも、母さんのことは少し敬遠しているらしく、母さんが来ると何かと理由をつけて部屋を空けることが多かった。

「アイツのことは、もう放っておけよ」

「そうはいかないわ。魔ま族ぞくが勇者を目指そうだなんて、勇者学校の沽こ券けんに関わります」

「どうせあんなヤツ、定期テストのどっかで落とされて終わりだろ？」

「それだけで許せるものですか。あなたをあんな目に遭あわせたのに」

「オレはもう気にしてない」

　作り上がった鶏とり肉にくのホワイトシチューを盛り付けながら、オレはうんざりと言った。勇者学校の沽こ券けんにと母さんは言うけど、母さんが気にしているのはどちらかと言うとオレがルチカに負けたことだろう。母さんは過保護でオレに期待を寄せているから、そのオレの価値が貶おとしめられたことが許せないんだと思う。オレはそんな母さんが……時々、うっとうしい。

「あなたは優やさしい子だものね。でも、ダメよ。傷つけられた名めい誉よは必ず取り戻もどさないと。次に機会があったら、必ず勝ちなさい。いいわね？」

「……ああ」

　簡単に言ってくれる。ルチカは気に入らねぇヤツだが、その実力は本物だ。ヤツに戦せん闘とうで勝つのは至難の業わざだろう。とはいえ、やられたままでいるつもりはない。模も擬ぎ戦ではヤツの《暴食グラトニー》は初見だったから後おくれを取ったが、きちんと対策を立てればあの時のような無様は繰くり返さないはずだ。活路はある。

　だが、それを他人に軽々しく言われるのは不ふ愉ゆ快かいだった。

「あのよ、母さん。ルチカとレオニーにちょっかいかけんのやめろよ。見苦しいぜ？」

　母さんを始めとする学校側は、二人を意図的に排はい除じよしようとしている向きがある。授業態度の悪いルチカは半ば以上自じ業ごう自じ得とくだが、レオニーまで世話役として連帯責任を負わされているのは、さすがにタチが悪いとしか思えない。

「何を言っているの、ダニタ。問題児と劣れつ等とう生せい。まとめて片付くなら学校にとっていいことじゃないの」

　問題児と劣れつ等とう生せい、ねぇ。確かにルチカは問題児だ。レオニーも座学の成績はともかく、実技の成績は揮ふるっていない。だが、ルチカは実技で希け有うな成績を残しているし、レオニーだって座学の成績は圧あつ倒とう的だ。言い換かえれば、二人ともそれぞれに見るべき能力があると思う。だが、学校はそれを認めようとしない。

「あんな連中はさっさと排はい除じよして、早くあなたが過ごしやすい学校環かん境きようを整えないとね」

「分かったから、飯にしようぜ」

　これ以上、母さんの言葉を聞きたくなくて、オレは話題を変えた。幸い、オレが作る飯は母さんに好評だ。機き嫌げんが直ってくれるといいのだが。

　ふと、ルチカたちのことが思い浮うかんだ。今はルチカがレオニーに一方的に言い寄っているようだが、レオニーもまんざらでもなさそうな気がする。二人の間にはまだ距きよ離りがありそうだが、余計なわだかまりはない。血のつながりはあっても、すれ違ちがいを感じてばかりのオレと母さんとはえらい違ちがいだ。

（こんな風になっちまったのは……父さんが亡なくなってからか）

　父さんは《戦せん斧ぷ》の勇者だった。どんなに恐おそろしい魔ま物ものの強きよう烈れつな一いち撃げきでも、決して一歩も下がらなかったという逸いつ話わがある。とても優ゆう秀しゆうな前衛で、父さんがいなければいくら《万ばん能のう》の勇者が強かろうと、魔ま王おう討とう伐ばつは叶かなわなかったと言われている。魔ま王おう討とう伐ばつ後は勇者学校の設立に尽じん力りよくし、その縁えんで母さんと結けつ婚こんした。

　母さんも始めから今のようなきつい性格だったわけではない。実際、父さんが存命の頃ころの母さんは多少口うるさい部分はあったものの、もっとまともな大人だったように思う。全てが変わってしまったのは、父さんが亡なくなってからのことだ。母さんは父さんを神格化して絶対視するようになってしまった。オレ自身も父さんのようになれ、と繰くり返し言われてきた。例えばオレの乱雑な口調が咎とがめられないのも、父さんがそうだったからだ。母さんにとっては父さんが全てなのだ。

（何やってんだろうな、オレ）

　次代最強の勇者と謳うたわれながら、やっていることは母親のご機き嫌げん取りという現状をかみしめると、空むなしさがこみ上げてきた。オレはそれを振ふりほどくように頭を振ふると、ホワイトシチューを口にかっこんだ。味なんて何も分からなかった。




　◆◇◆◇◆




（ルチカ視点）




　ある日のお昼下がり。ボクは学校の中庭で自主練をしていた。

　──とっくにチャイムは鳴りましたが。

（いいのいいの）

　ボクはそのまま型稽げい古こを続行した。アイン先せん輩ぱいたちには負けたけど、やられっぱなしじゃ悔くやしいからね。だからといって素す直なおに講義に出る気もないんだけど。

　時折、同級生や上級生が近くを通りかかる。誰だれもボクを気に留めない。みんな、関わりたくないみたいだった。

　──すっかり問題児扱あつかいされていますね。

　皆みな、巻き添ぞえを食いたくないんだろうなあ。レオニーやノールが例外なんだよね。

　それにしても、勇者学校は想像以上につまらない。何より講義がだるすぎる。勇者になるための学校って聞いていたから、さぞかし創造的な戦せん闘とうの講義があるんだろうと期待していたのに、実際にはギアに任せっぱなしで一人一人の学生に目を向けた講義はほとんどない。

（退たい屈くつな座学に、元々強い者がいい成績を残すだけの実技──どこが学校なのさ）

　──学校などというものはそんなものでは？

　プロトはそう言うけど、あんな内容じゃあ一人で型稽げい古こしてた方がよっぽどマシだ。入学前に会った、あのひったくり先せん輩ぱいの言うことが、何となく分かってきたような気さえする。

　学校への不満を振ふり払はらうように、そのまましばらく自主練を続けたあと、ボクは芝しば生ふに寝ねっ転がった。春のうららかな日差しを楽しみながら目ま蓋ぶたを閉じる。心ここ地ちよい疲ひ労ろうが睡すい魔まを呼ぶ。講義サボったこと、またレオニーに怒おこられるかなあ、なんて思いながら。

　レオニーと言えば、彼女とはここ数日ちゃんと会話が出来ていない。アイン先せん輩ぱいたちとの戦いで負けたのがよっぽど悔くやしかったのか、あるいは何か別に思うところがあるのか。とにかく、レオニーはずっと憂ゆう鬱うつそうだった。放っておけなかったから、まずは小こ粋いきな会話でもと思っていつもの調子で口説き文句から入ってみたら、

『あなたはどうしてそんなヘラヘラしていられるんですか。この学校の講義について行けるかどうか、危機感はないんですか』

　と手厳しいことを言われてしまった。

　個人的にはアイン先せん輩ぱいたちへの敗戦は連係ミスによるものだと思っていて、座学はともかく実技でついていけなくなることは全く心配していない。こう言うと自信過か剰じように聞こえるかもしれないけど、最初から本気でいけば、ボク一人でもアイン先せん輩ぱいとフリッカ先せん輩ぱいくらいなら倒たおせると思う。レオニーとボクに必要なのは相そう互ご理解と信しん頼らい関係の構築だ。

「まぁでも、そんなの一いつ朝ちよう一いつ夕せきになんとかなる問題じゃないよねぇ」

　良い知らせは寝ねながら待とう、なんていう人族のことわざがあるらしいし、ここは一つ流れに身を任せてみるしかないかなあ。

「ルチカちゃん」

　そのまま眠ねむりにつこうとしていたボクに、不意にかけられる声があった。目を開けると、そこには意外な顔があった。ボクは上体を起こした。

「どうしたのさ、ノール。もう講義始まってるよ？」

「うん……」

　そこにいたのはノールだった。真面目で優等生な彼女が講義をサボってボクに会いに来るなんて。これはちょっとただ事じゃないぞ、と思いながらボクは会話を続けた。

「ノールもボクみたいな不良になりに来たの？」

「違ちがうよ！　ちょっとルチカちゃんに、折り入って話があって」

「話？」

　ノールは少し離はなれたところにちょこんと座すわった。うーん、なんだろう。真面目すぎてちょっと口うるさいレオニーならともかく、ノールから何かを言われるのは想像がつかない。よく見ると、ノールは何やら覚かく悟ご完かん了りようした顔をしている。

　──鈍にぶいですね、ルチカ。よく考えれば分かるでしょう。

（え？）

　──ノールのような子がこんな大だい胆たんな行動に出たのです。そこから予測される理由など多くはありません。

　むむむ、これはひょっとして困った事態になったのでは？

「そっか、そうだったんだね、ノール」

「え、ルチカちゃん、分かってくれたの？」

「うん」

　そうかぁ……。まさかと思ってたけど、そうだったんだね。

「ノールには苦しい思いをさせちゃったね」

「うん……。二人のこと、見ていられなかったの」

「そうだよね。ごめん、ボクが悪かった」

「ルチカちゃん……」

　ボクはノールのところまで近づくと、その潤うるんだ水色の瞳ひとみを見つめながらこう言った。

「ごめん、ノール。キミはとても魅み力りよく的な女性だけど、ボクはレオニー一筋なんだ。キミの気持ちには応えられない」

「……え？」

　ボクが身を切られるような思いで告げると、ノールは何な故ぜだかきょとんとした顔をした。

「え？　ノールがボクと番つがいになりたいっていう話でしょ？」

「ち、違ちがうよ！　全然違ちがうよ！」

「あれ？」

　なんかボクは見けん当とう違ちがいなことを言ったらしい。

（話が違ちがうじゃないのさ、プロト！）

　──……。

（都合が悪くなると黙だまるよね、キミ！）

　このぽんこつギアめ。

　それはさておき。

「愛の告白じゃないなら、なんなのさ？」

「レオニーちゃんのことだよ」

「レオニーの？」

　ボクが問うとノールはこくんと頷うなずいた。

「レオニーちゃん、今、凄すごく辛つらい立場にいるの」

「どういうこと？」

「学校の皆みんなから爪つま弾はじきにされてるっていうか、平たく言うといじめられてるっていうか……」

「いじめ、ねぇ……」

　プロトとも前に話した通り、レオニーは超ちよう絶ぜつ美少女な上に勉強も出来るから、色んな人にやっかまれやすいんだろう。それは、先日の魔ま法ほうの講義の様子からも分かる。でも、いじめに遭あっていたとして、彼女がそのままでいるだろうか。不条理なことには決然と抗こう議ぎするイメージがボクの中では強かった。

　そんなボクの考えを顔色から読み取ったのか、ノールは、

「こ、ことが自分のことだったらそうしたかも。でも、レオニーちゃんが今の状態になっているのは──ルチカちゃんのせいもあるから」

「え、ボク？」

　思わぬ話の展開に、ボクは少し動どう揺ようしてしまった。そこに畳たたみかけるようにノールが続けた。

「れ、レオニーちゃんはルチカちゃんのお世話係をさせられてるでしょ？　そのルチカちゃんが真面目に講義に出ないから、それが原因でレオニーちゃんまで責められてるんだよ」

「えええ、そんなことあるの……？」

　お世話係なんて必要ないと思ってたから適当に流していたけど、その話は依い然ぜんとして機能している前提だったらしい。まさかそれでレオニーがとばっちりを受けているなんて思いもしなかった。これはボクも流石さすがに反省すべきところだ。

　でも──。

「うーん。でもボク、そんなに間ま違ちがったことしてるかなあ？」

「え……？」

　首を捻ひねって言うボクの言葉に、ノールはよく分からない、という顔をした。

「だってさ、ボク、結果は出してるじゃない？　確かに講義はさぼりがちだけど、実技でボクに勝てる子なんて、同学年じゃはっきり言っていないじゃん？」

「それはそうだけど、座学とか──」

「勇者に求められる一番の資質って戦う力じゃないの？　いくら頭で分かってたって、実際に戦う力がなきゃ意味なくない？」

「それも……そうかもしれないけど……」

　そりゃあ、勇者に求められるべき教養とか資質とかもあるんだろうけど、勇者に一番大切なものが戦力だっていうのは動かしがたい事実だと思う。逆に言うと、それを満たしているなら、他はどうだってよくないかと思うんだけど、皆みなは違ちがうんだろうか。

　それに──。

「それにさ、ノールはレオニーがこのままでいいと思う？」

「どういうこと？」

　ノールが説明を欲ほつしているようだったので、ボクは苦手な頭をフル回転させて、感じてることを言語化しようとした。

「実は今、レオニーとちょっとケンカしてるみたいな感じなんだけどさ」

「レオニーちゃんとルチカちゃんが？」

「うん。さっきまでそのことについて考えてた。レオニーはさ、なんていうか、勇者の娘むすめであることに縛しばられすぎだと思う」

「それは……確かにレオニーちゃんにはそういうとこあるけど……」

　それはノールも感じていることだったのか、彼女は理解の色を示した。

「まず、ギアだけど、レオニーはギアのことをちょっと信じすぎじゃないかなあ。確かにギアは凄すごい魔ま道どう具ぐだよ？　装着者へ最善の選せん択たく肢しを提示するなんて、ちょっとやそっとで実現できるものじゃない」

「だったら──」

「でもさ、最善ってどういうこと？」

「えっ……？」

　今度の問いには不理解を示すノール。ボクは一いつ生しよう懸けん命めい言葉を続けた。

「ある状じよう況きようにおける最善って、一つだけじゃないでしょ？　例えば戦せん闘とう中に相手が剣けんで斬きりかかってくるとして、相手に反はん撃げきしたいのか、それとも相手を取り押さえたいのかで最善は変わってくるよね？」

「ぎ、ギアは装着者の意向を汲くんでくれると聞いてるよ？」

　──そうですよ。これでもできる女なんですから、わたくし。

（キミ、女の子だったんだね。……じゃなくて、プロトはちょっと黙だまってて）

　しゃしゃり出てくるプロトを黙だまらせつつ、ボクは問う。

「意向ねぇ？　そりゃあ、装着者がどうしたいかハッキリしてるときはいいよ？　でも、そうじゃないときは？」

「あ……」

　今度はノールにも伝わったようだった。

「そう。判断するのが難しいことっていっぱいあるよね？　むしろ簡単なことの方が少ないくらいだと思う。ギアってその判断能力の部分をどんどん弱らせていくように、ボクは思えるよ。ボクらが目指す勇者って、そんなんで本当にいいわけ？」

「それは……」

　ノールは返答に詰つまった。というか、彼女にとってギアがあることは当たり前すぎて、ボクが言ったような欠点らしきものがあるかもなんて、思いもしなかったという様子だった。

「この学校の子たちはみんなそうだけど、特にレオニーはギアを過信してると思う。まあ、気持ちは分かるよ？　講義で言ってたけど、ギアはレオニーのママが作った魔ま道どう具ぐなんでしょ？　だから大切に思うのは当然だと思うけど、度が過ぎれば何だって毒だよ」

　アイン先せん輩ぱいたちとの模も擬ぎ戦の時もそうだ。あの時の敗着はレオニーの動どう揺ようと、それを生み出してしまったボクらの信しん頼らい関係の薄うすさだった。ボクの方に彼女に対する隔かく意いは微み塵じんもないけど、レオニーの方はまだボクをそれほど信しん頼らいしてくれているとは言えない。魔ま族ぞくであるボクを信しん頼らいしていない、というよりも、自分自身が勇者の娘むすめであることやギアに思い入れがありすぎるようにボクには見える。

「……」

　ノールにも思い当たることがあるのか、彼女は考えを巡めぐらせるように瞳ひとみを閉じた。

　ギアへの傾けい倒とうだけじゃない。逆境に置かれてもめげない態度も彼女のしがらみから来ているものの一つじゃないかと思う。ボクは彼女が弱音を吐はくところを見たことがない。きっと彼女は理り不ふ尽じんと戦い続けることが、あらがい続けることが当たり前だと思ってる。それは多分、レオニーが勇者の娘むすめとしてあるべきあり方を実じつ践せんしているからで、彼女の美徳の一つかもしれないけど、これだって度が過ぎれば毒には違ちがいない。

「でも、それとルチカちゃんが講義をサボることとどう繫つながるの？　それとこれとは別じゃない？」

「ボクが言葉で言ったって、レオニーにはきっと届かないよ。幼なじみのノールから言ったならひょっとしたら効果あるかもしれないけど、ボクはまだ彼女との日が浅いからね。だから、ちょっと荒あら療りよう治じだけど、実演して間近で見て貰もらおうと思って」

　したいことをする、生き方を。

「それじゃあ、ルチカちゃんが講義をサボってるのはわざとなの？」

「ボクはレオニーをもっと自由にしてあげたいんだ」

　ギアの導きだとか、勇者の娘むすめとしての義務だとか、そういうレオニーが囚とらわれている「～すべき」から、ボクは彼女を自由にしてあげたい。もっと彼女が「したい」ことが出来るようにしてあげたい。だってそうでなきゃ人生つまらないでしょ？　好きになった相手には幸せになって欲しいじゃん。

「私……レオニーちゃんの何を見てきたんだろ……。ずっと側そばにいたのに」

「自分を責めないでね、ノール。ノールは良くも悪くもレオニーに近すぎた。二人とも勇者一行の娘むすめだし、二人は幼なじみだったんでしょ？　境きよう遇ぐうも似てたし、二人にとっての当たり前が似すぎてたんだと思うよ」

「そういう意味では、ルチカちゃんは全然違ちがう環かん境きようから来た人だもんね」

「うん。だからレオニーを見て、変だなあおかしいなあっていうとこ、よく見えたんだと思う」

　もちろん、魔ま族ぞくの価値観が全部正しいわけじゃないっていう前提で。

　──酷ひどい言われようですね、わたくしたち。

（一いつ般ぱん論ろんだよ？　プロトはそんなに悪いヤツじゃないような気がする。性しよう悪わるではありそうだけど）

　──失礼な。

　まあ、プロトは置いておいて。

「ねぇ、ノール。ノールはレオニーのことが好きだよね？」

「えっ!?」

「友だちでしょ？」

「なんだ……そういう意味かあ……。うん、それなら、うん」

「なら、力を貸して欲しいな」

「？　何に協力すればいいの？」

「レオニーのあり方を変えることに」

　ボク一人じゃあきっと、レオニーは変えられない。ボクと彼女は良くも悪くも違ちがいすぎるし、レオニーは頑かたくなだから。でももし、これまで彼女と一いつ緒しよに過ごしてきたノールが協力してくれるなら──レオニーに一番近い彼女までもが、今のレオニーのあり方に異議を唱えてくれるなら、あるいはボクらの声だってレオニーに届くかもしれない。

「ね、ノール。ボクと共犯になってよ」

　ボクはノールに右手を差し出した。

「……仕方ないなあ。乗って上げる、その話」

　ノールはおずおずと、しかししっかりとボクの手を摑つかんだ。
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「よーし。これで対レオニー共同戦線の成立だね」

「うん。これからよろしく。あ、でも──」

「でも？」

「講義はサボらず出ること。流されちゃうとこだったけど、レオニーちゃんを自由にすることと講義をサボることは、必ずしも同じじゃないでしょ？」

「あちゃあ、誤ご魔ま化かされてくれなかったかぁ……」

　さすがノール。レオニーの友人やってるだけのことはあるなあ。ボクはそのままノールに引きずられていき、途と中ちゆうから講義に出席する羽目になったのだった。もちろん、レオニーにこっぴどく𠮟しかられたのは言うまでもない。











第三章






「ルチカ、またサボりですか！」

「ごめんね、レオニー。先生には上う手まく言っておいて」

「言いませんよ！　真面目に講義を受けてください！」

「だって次の講義、アリザ先生でしょ？　パスパス」

「ルチカ！」

　口を酸すっぱくして言ってくるレオニーの苦言を背中に聞きながら、ボクはいつもの通りに講義をぶっちした。ノールに咎とがめられてから他の先生の講義は出来るだけ出るようにしてるんだけど、アリザ先生は露ろ骨こつにボクを目の敵にするんだもん。相手にするだけで疲つかれちゃうよ。講義自体もめっちゃハイペースでついて行くの大変すぎるし。

　ボクは講義棟とうを抜ぬけ出すと、中庭の原っぱで横になった。空が青い。そろそろ夏も近いのかな。晩春の風が心ここ地ちいいなあなんて考えながら目を閉じると、ボクはあっという間に眠ねむりの底に落ちていった。

　次に目を開けると、辺りはもう暗くなり始めていた。

　あ、これ、またやらかしたっぽい。アリザ先生の講義どころか、今日の残りの講義をまとめてぶっちしちゃったみたいだ。しまったなあ。割と嫌きらいじゃない実技の講義もあったのに。

「ま、いっか」

　起きちゃったことはしかたない。先生たちには後で謝あやまりに行こう。

　──それなら最初からサボらなければいいのでは？

（しょうがないじゃん。アリザ先生の講義、ほんっとうに苦痛なんだもん）

　ボクが不真面目な生徒であることは否定しないけど、アリザ先生の態度にだって問題はあると思う。

「……うん？」

　寮りようの部屋に戻もどってくると、扉とびらの前でボクは妙みようなことに気がついた。中から気配がするのだ。レオニーのはずはない。彼女はいつも遅おそくまで自習しているから、この時間にはまだ戻もどってこない。何より扉とびらが開いたままだ。レオニーならこんな不用心をするはずがない。

（泥どろ棒ぼうかな？）

　──答え合わせは必要ですか？

（や、自分の目で確かめたい）

　ボクはワクワクしていた。いや、こんな時にワクワクするなんて不ふ謹きん慎しんと思うかもしれないけど、非日常はボクの大変好むところなのだ。ここ最近、ちょっと退たい屈くつなことが続いてたから、これは丁度いい。捕とり物なんてちょっと楽しいじゃないか。

　ボクは静かに部屋の扉とびらを開けると、中の様子をうかがった。物音は聞こえないけど魔ま力りよくの反応を感じる。おまけに「うーん……」だとか「ううう……」だとかうめき声まで。賊ぞくが品定めでもしてるんだろうか。

　寮りようの部屋は十畳じようほどの二人部屋だ。二人分のベッドと机があり、それ以外の調度は最低限しかない。つまり、遮さえぎったり隠かくれたりする場所はほぼない。窓があるから逃にげられるとすればそこからだけど、逆に言えば逃にげ場はそこしかないから、追いかけるのも簡単だ。よし、とボクは心を決めた。

「動くな！　ボクとレオニーの愛の巣に盗ぬすみに入るなんて、不届き千万！　大人しくお縄に──ってあれ？」

「う……」

　部屋に踏ふみ込こんでみると、泥どろ棒ぼうなんてどこにもおらず、中にいたのは倒たおれているレオニーだった。

「ちょ、レオニー!?　どうしたのさ!?」

　ボクは慌あわてて彼女に駆かけ寄ると、レオニーを抱かかえ起こした。ボクは彼女の体たい臭しゆうをくんくんとかいだ。病気をしているような匂においはしない。外傷も見当たらないからケガとかでもなさそうだ。よく見ると、彼女の顔には酷ひどいくまがあり、見るからに睡すい眠みんが足りていないようだった。頰ほおもこけているように見える。とすると──？

（睡すい眠みん不足からくる貧ひん血けつですね）

　あちゃあ。

「う……？　ルチカ……？」

「気がついた？　もうちょっとじっとしてて、ベッドに運ぶから」

　ボクはレオニーをお姫ひめ様さま抱だっこすると、彼女をベッドに寝ねかせた。レオニーの身体からだは噓うそみたいに軽くて、その事実がボクを余計に心配にさせる。

「すみません、ルチカ。ご迷めい惑わくを」

「いいって。それよりもうちょっと眠ねむった方がいいよ。キミ、あんまり寝ねてないでしょ？」

「……」

「何か悩なやみ事があるんなら聞くけど、ボクに話しづらければノールを呼んでくるよ」

「いえ……大だい丈じよう夫ぶです」

　うーん。全然、大だい丈じよう夫ぶそうじゃない。

「レオニーさ、ボクのことは信しん頼らい出来なければ信しん頼らいしなくていいんだけど、お節せつ介かいは焼かせて欲しいな。パートナーとまでまだ自意識過か剰じようじゃないけど、少なくともルームメイトなんだし」

「……すみません」

「謝あやまって欲しいわけじゃないんだけどね」

　そのまま、少し沈ちん黙もくが続いた。

「上う手まく……いかなくて……色々」

　レオニーはおずおずと口を開いた。ボクは彼女の布ふ団とんを直しながら、視線で先を促うながした。

「勇者学校に入学してからこちら……実技も人間関係も……ちっとも上う手まくいきません……」

「その責任の一いつ端たんはボクにもありそうだね」

「そういうことが言いたいのではなく──」

「そうだね、ごめん。続けて？」

　話の腰こしを折ったことを謝あやまると、レオニーは頷うなずいた。

「私なりに頑がん張ばってきたつもりなんです。でも、結果が伴ともなっていません。私は……勇者の娘むすめなのに」

「レオニー……。勇者の娘むすめだからって、何でも出来るわけじゃないよ」

「それは分かっています。私など、お母様には遠く及およびません。でも、私は最低限のことすら出来ていない」

「そんなことないと思うけどなあ。レオニーは自己評価が辛からすぎるよ」

　例えば座学なら、レオニーはダントツで優ゆう秀しゆうだ。そのことをボクが指し摘てきすると、

「私たち勇者候補生に期待されているのは強い力です。知識だけあっても、実じつ践せん出来なければ意味がありませんよ」

「うーん……レオニーってば真面目すぎ」

　それはボクがノールに言ったことでもある。でも、それをレオニーに言われると、そんなことないよと言いたくなる。

　──惚ほれた欲目ですね。

（違ちがうと思う）

　直感でしかないけど、勇者であるっていうことは、きっとボクが考えているよりも複雑なんだろう。思い悩なやむレオニーを見ているうちに、そんなことを思った。

「私は真面目ではありませんよ。趣しゆ味みにかまけてこんな風に倒たおれてしまうくらいですから」

「趣しゆ味み？」

「ルチカ、それを取って貰もらえますか？」

　レオニーが指し示したものをボクは拾い上げた。

「これは……魔ま道どう具ぐ？」

「はい、生活魔ま法ほうの……」

　そう言うと、レオニーは恥はずかしげな表情を浮うかべた。

　生活魔ま法ほうというのは魔ま法ほうの一種で、身体からだを綺き麗れいにしたりお湯を沸わかしたりといった、日常生活を便利にする魔ま法ほう全ぜん般ぱんを指す呼び名だ。勇者学校ではあまり重視されていないけど、一いつ般ぱん市民にはとてもありがたがられている魔ま法ほうで、使用人口で言えば恐おそらく最も術者が多い魔ま法ほうの一つだ。

「これはお湯を沸わかす魔ま道どう具ぐ……かな？　ポットの底に火の魔ま方ほう陣じんが刻んである」

「分かるんですか？」

「元々、魔ま道どう具ぐは魔ま族ぞくの文化だからね。ある程度は」

　魔ま法ほうや魔ま道どう具ぐは元々魔ま族ぞくが得意とする分野だった。勇者が魔ま王おうを破って人族と魔ま族ぞくが講和した後、魔ま族ぞくの文化が人族にも広まって、今の人族の魔ま道どう具ぐ文化がある。ギアは魔ま族ぞくのものじゃないけど、魔ま族ぞくの持っていた魔ま道どう具ぐ技術を人族が導入発展させて作ったと講義で習った。

「そうなんです！　これは画期的な発明で、魔ま力りよくの弱い一いつ般ぱん人じんでも使えるような工く夫ふうが無数にあるんです。中でも凄すごいのがこの魔ま方ほう陣じんで、高すぎる火属性魔ま法ほうの瞬しゆん間かん火力を時間方向に均等化して、さらに火力の微び調整をするために──」

　そこまで喋しやべって、レオニーは自分が喋しやべりすぎていることに気がついたようだった。

「……すみません。少し興奮しました」

「謝あやまることないでしょ。好きなんだね、生活魔ま法ほう」

「はい。勇者学校での生活が上う手まくいかない中、私にとって生活魔ま法ほうの研究はいい気晴らしだったんです。ただの下手の横好きなのですけれどね」

　レオニーは剣けん術じゆつ一筋かと思っていたから、ちょっと意外ではあった。でも、生活魔ま法ほうについて語るレオニーは、普ふ段だんのクール過ぎる彼女よりもずっと楽しそうだった。

「……笑わないんですか？」

「笑う？　どうしてさ？」

「だってこんなの……なんの意味もありません」

　そう言って自じ嘲ちようするレオニーのことが、ボクはよく分からなかった。

「意味ないなんてことある？　何だって知ってる方が役に立つでしょ？」

「それはそうですが、ギアが示した私の才能は剣けん術じゆつです。生活魔ま法ほうなんて身につけても、長じることはないんです」

　無意味なんですよ、とレオニーは悲しそうに笑った。またギアか、とボクは思った。ギアは着けた者がどんな分野に才能があるかすらも提示するらしい。ボクはプロト以外のギアをかなり疑ってるけど、レオニーはそれを信じ切ってる。まあ、仕方ないのかな。お母さんの遺産みたいなものだし。

（でも、それにしたって、ねぇ）

　──ええ。

　プロトの頷うなずきに勢いを得て、ボクは率そつ直ちよくに思ったことを述べることにした。

「無意味なもんか」

「え？」

「自分の手札を増やすことが無意味なはずないよ」

　レオニーはきょとんとしている。

「仮にギアが示すレオニーの一番の才能が剣けん術じゆつだっていうのが正しかったとしても──」

「ギアは正しいですよ」

「あーもう、じゃあ、正しいとして！　それ以外の技術や知識を収めておくのだって大事なことでしょ？　技術や知識が増えれば出来ることが増える。それは自分の手持ちのカードを増やすことだもん」

「あ……」

　レオニーにも伝わったようだ。剣けん術じゆつが一番の才能だったとしても、それだけにこだわる必要はないはずだ。むしろ、一番得意な剣けん術じゆつを効果的に使うために、他の技術を身につけることが有効なことだって多いはず。自分の手札を増やすことが無意味なはずがない。

「でも、生活魔ま法ほうですよ？　他の攻こう撃げき魔ま法ほうや補助魔ま法ほうならともかく、生活魔ま法ほうなんて勇者の力には──」

「勇者に求められる一番の能力が戦う能力だってことは認めるよ。でも、それってこれからもそうだと思う？」

「これから？」

「そう、これから」

　ボクはお湯を沸わかす魔ま道どう具ぐを持ち上げると、生活魔ま法ほうで中に水を入れるとお湯の用意を始めた。レオニーがよく眠ねむれるように、薬湯でも作ろうと思ったのだ。

「人族と魔ま族ぞくの戦いはもう決着がついたでしょ？　まだ人族同士の戦いは続いているとはいえ、勇者が戦いの才能を一番に求められるのは、少しずつ過去の話になっていくんじゃないかな」

　魔ま族ぞくだって人族だって、生きている以上は争いごとは絶えないだろうけど、人じん魔ま大戦のような決定的な争いは徐じよ々じよに減っていくんじゃないだろうか。

「……確かにそういう傾けい向こうはあるかもしれません。ですが、ギアが示すのは戦いの才能だけにとどまりません。事実、ギアのお陰かげで勇者学校は様々な分野で、有能な人材を安定的に輩はい出しゆつし続けてきました。問題は私にはそういった才能もないことで──」

「ねぇ、レオニー？　才能だとかギアだとか勇者の娘むすめだとか、そういったことを一いつ旦たん忘れて答えて。キミが今、一番やりたいことはなに？」

「──！」

　ボクの質問はレオニーには思いもよらないことだったようで、彼女ははっとした顔をした。ボクは続ける。

「もちろん、レオニーが剣けん術じゆつだけを究きわめたいって言うなら止めないけどさ。その様子を見ると、ホントは好きなんでしょ、生活魔ま法ほう？」

「……はい」

　レオニーはようやく認めてくれた。それで憑つきものが落ちたのか、レオニーはぽつぽつと語り始めてくれた。

「本当は……私は剣けん術じゆつよりも生活魔ま法ほうを研究したいんです。剣けん術じゆつは戦う技術ですが、生活魔ま法ほうは人々の暮らしを豊かにする技術です。本当は私は、人々の役に立ちたいのです」

《万ばん能のう》の勇者の娘むすめとしてあるまじきことですが、と言いつつ、レオニーは続ける。

「ギアは私のあるべき姿を示してくれます。私にはどんな才能があるのかさえも。それは今でも正しいと私は思います。けれど、時々思うのです。才能がなければ、何かをしてはいけないのか、と」

　それは吐と露ろだった。長年、勇者という呪じゆ縛ばく、その具現たるギアに縛しばられ続けてきたレオニーが、ようやく口にすることの出来た疑問だった。

「きっと私は勇者の娘むすめ失格なのだと思います。こんなことを思ってしまうなんて。でも、考えずにはいられないんです。人々の暮らしを豊かにすることに人生を捧ささげられたら、どんなに幸せだろうか、と。そんなこと、私には許されるはずもないのに」

　変ですよね、と言って、レオニーはまた自じ嘲ちようした。

　──知っていたことではありますが、彼女は重じゆう症しようですね。

（ホントだよ、まったく）

　ボクはあきれ半分でプロトに答えつつ、

「変じゃないよ」

「……え？」

「全然、変じゃない。むしろそれが正解だよ、レオニー」

「ルチカ……？」

　淹いれた薬湯を差し出しながら、ボクはレオニーに笑いかけた。

　ボクは嬉うれしかった。レオニーがちゃんと自分で考えていてくれたことが、とても。ボクはてっきり、レオニーは勇者としての理想やギアに完全に盲もう従じゆうしちゃってるのかと思っていた。

　でも、違ちがった。彼女はちゃんと考えていた。示されるだけの「正解」を鵜う吞のみにせず、苦しみながらもずっと考え続けていた。そんな彼女を尊敬するし、愛いとおしいと思う。レオニー、やっぱりキミはボクの番つがいになるべき人だよ。

「ボク、お手伝いしたい！」

「え？」

「レオニーの生活魔ま法ほう研究、ボクも一いつ緒しよにやらせてよ」

「そんなの、ルチカに何のメリットもありませんよ？」

「ないわけないでしょ」

　とはいえ、まだまだ分かっていないレオニーに、ボクはおでこをつんと指でつつきながらこう言った。

「レオニーのしたいことが、ボクのしたいことだよ？」

「……っ!?」

　途と端たん、レオニーの顔がまた真っ赤になった。レオニーって色素が薄うすいから、赤くなると分かりやすいんだよね。

　──気き障ざすぎませんか？

（人族が奥おく手てすぎなだけだよ）

　好意や愛情表現はいくらしたってしすぎることはないとボクは思う。

「す、好きにしたらいいと思います」

「うん、好きにするね。好きな人に」

「ま、またそういう妄もう言げんを……」

「妄もう言げんじゃないってば。レオニーもそろそろ強ごう情じよう張るのをやめて、ボクと番つがいになろうよ」

「なりませんってば」

　そう言ってレオニーは薬湯を一口すすった。「苦いですね」と思わず言った彼女だけど、その顔はセリフに似合わない、花がほころぶような笑え顔がおだった。
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　次の日から、ボクらはさっそく生活魔ま法ほうの共同研究を始めた。といっても、主に研究するのはレオニーでボクは補助。最初の頃ころにプロトが示したボクの才能は魔ま法ほうだったけど、実際ボクには魔ま力りよくも潤じゆん沢たくにあるからレオニーの研究の役には立てそうだった。

　今日は日曜日で学校はお休み。ボクとレオニーは魔ま道どう具ぐの部品を買いに市場へやって来た。人族有数の国の王都ということで、市場は朝早くから人混みでごったがえしていた。うんうん、活気があるのはいいことだね。

「あれ？」

「どうかしましたか、ルチカ？」

「今、アリザ先生の姿が見えた気がするんだけど……」

　見み間ま違ちがいかな？

　──あちらは闇やみ市し場じようですね。

（闇やみ市し場じよう？）

　──正規のルートでは出回らない、後ろ暗い品々が売り買いされる場所です。なんでも、盗とう品ひんやら軍の横流しやらが流れ着くこともあるとか。

（そんな場所、勇者学校の関係者だったら──）

　──近づくのも禁止されているはずですね。

　あの堅かた物ぶつ先生がそんなとこ行くわけないか。じゃあやっぱり、見み間ま違ちがいかな。

「まあいいや。レオニー、何から買う？」

「そうですね、スクロールを買い足しておきたいです」

　スクロールというのは紙に魔ま方ほう陣じんを刻んだもので、魔ま力りよくを通すと刻まれた魔ま法ほうが発動するという便利なアイテムだ。魔ま道どう具ぐと違ちがうのは、ある程度の魔ま力りよくがないと使えないことで、一いつ般ぱん市民にはスクロールよりも少ない魔ま力りよくで使える魔ま道どう具ぐの方が便利なんだけど、スクロールの方がお安い。基本的に一度しか使えない使い捨てなんだけどね。

　レオニーのお目当てはスクロールそのものではなく、そこに描えがかれている魔ま方ほう陣じんなんだろう。彼女の最近の研究課題は魔ま力りよく効率のよい魔ま方ほう陣じんらしく、色々なサンプルを集めていると昨日言っていた。

「じゃあ、スクロール屋さんからかな」

「はい。あっちです」

　レオニーが先立って歩き出したので、ボクもそれに続く。

「凄すごい人の数だね」

「王都で一番大きな市場ですからね」

「はぐれないように手でも繫つなぐ？」

「子どもじゃないんですから」

　断られちゃった。もう、レオニーったら、ガード堅かたいなあ。

「子どもで思い出したんですが……」

「ん？　なに？」

「ルチカって子どもの頃ころ、どんな子だったんですか」

「お、興味ある？」

「まあ、少しだけ」

　前を歩くレオニーは振ふり返りもしない。

（もうちょっとデレてくれてもいいのになあ）

　──ナンパ師と名高いルチカでもてこずっているようですね。

（誰だれがナンパ師だよ）

　適当なことを言ってくるプロトを黙だまらせつつ、ボクはちょっと昔を振ふり返ってから答えた。

「そうだねえ……。何ていうか浮ういてる子どもだったかなあ」

「浮ういている？」

「うん。あ、レオニー。ボクちょっとお腹なかすいちゃった。りんご買っていい？」

「……どうぞ」

「ありがと。おねえさーん、りんご二つくださいな」

　ボクは無事りんごを二つ手に入れると、一つをレオニーにあげてもう一つをかじりながら続けた。

「ボクって角がないじゃない？」

「ええ、本来は角も魔ま族ぞくの証あかしらしいですね？」

「うん。これはボクがちょっと特とく殊しゆな経けい緯いで生まれた魔ま族ぞくだからなんだ」

「特とく殊しゆな経けい緯いとは？」

「対《万ばん能のう》の勇者戦への決戦兵器」

「!?」

　さすがにレオニーがぎょっとして振ふり向いた。ボクは意図通りに驚おどろかせることが出来てご満まん悦えつである。ついでに彼女を誘さそって市場の噴ふん水すいのへりに並んで腰こし掛かけた。

「ボクのママは強い魔ま族ぞくだったんだけど、《万ばん能のう》の勇者のことを凄すごく高く評価してた。ひょっとすると人族よりもね。だから、彼女に勝つために色んなことを試ためした。手下の魔ま族ぞくを改造したりね。その中の一つがボク」

　りんごをもう一口かじって続ける。

「ボクにはね、ママの勇者研究の粋すいが使われてるんだって」

「勇者研究……」

「ママは《万ばん能のう》の勇者に対たい抗こうするにはその力を取り込こめばいいと考えたの。だから戦いの中で得られた《万ばん能のう》の勇者の血肉を使っていろんな実験をした。そうして生まれたのがボク。ボクは普ふ通つうに血の交わりで生まれた魔ま族ぞくじゃないから、角が生えなかったんだってさ」

　まあ、ボクはママと勇者との決戦には間に合わなかったんだけど、と笑うと、レオニーは複雑な顔をした。

「角がないせいで結構、奇き異いの目で見られてね。おまけに魔ま族ぞくの中では結構いい血統だったもんだから、みんな迂う闊かつにからかうこともできなかったみたいで、ひたすら距きよ離りを置かれてた。人族の言葉で針のむしろって言うんだっけ、こういうの？」

「ルチカ……」

　レオニーの顔に同情の色が見えた。うーん、話し方まずったかな？

「別にボクはそこまで気にしてないんだ。ただ、保護者だったばあやが心を痛めてね。こんなことになったのも全て《万ばん能のう》の勇者のせいだ、なんて逆さか恨うらみしてたなあ」

「それは……正当な恨うらみな気がします」

　苦々しく、レオニーが言う。

「でも、ボクは《万ばん能のう》の勇者──レオニーのママを恨うらんでなんかいないよ？　むしろ憧あこがれてる」

「憧あこがれ？　自分の母親を倒たおした相手をですか？」

「あー……これは多分、人族と魔ま族ぞくの価値観の差かなあ？」

　説明がいる、とボクは思った。

「魔ま族ぞくって基本的な価値観が強さなんだよね。強いっていうことが何より偉えらい。だから魔ま族ぞくの中でも強かったママは偉えらかったし、それを倒たおした勇者はもっと偉えらい」

「……私には共感しづらい価値観です」

「みたいだね。でも、レオニーは不思議に思わなかった？　人族と魔ま族ぞくの講和、不気味なくらいスムーズに進んだでしょ？」

「それは少し気になっていました。歴史の講義で習いましたが、人族にとってかなり有利な内容の講和だったので」

「それも理由は同じ。強いヤツには従おうっていうのが魔ま族ぞくの価値観だからね。逆に言うと、人族が弱くなったらいつでも反旗を翻ひるがえすつもりだったと思うよ。魔ま族ぞくの中には戦後、虐しいたげられた者たちもいたし」

「──！」

　それは予想外だったのか、レオニーの顔が強こわばった。戦後、相そう互ご尊重の基本原則が打ち出された魔ま族ぞくと人族だけど、そうは言ったって勝者と敗者だ。魔ま族ぞくの中には隷れい属ぞくを強しいられた者もいたって聞いてる。人族同士の戦争の道具にされたり。反感を抱いだいた魔ま族ぞくの中には、もう一戦やらかしてやろう、なんて声もなくはなかった。

「過去形、なんですよね？」

「うん、過去形。実際、魔ま族ぞくも戦争なんて好き好んでやってたわけじゃないから。魔ま族ぞくは血の気の多いヤツが多いけど、命のやり取りまでいくのはよっぽどの時だけだよ……と、話が逸それたね、ごめん」

「いえ」

　閑かん話わ休きゆう題だい。

「とにかく、ボクは勇者を恨うらむよりも憧あこがれたんだ。さっきも言ったように、ボクにとって魔ま族ぞく領は必ずしも居い心ごこ地ちのいい場所じゃなかったし、ボクはもっと強くなりたかった。だからばあやの目を盗ぬすんで飛び出して来ちゃった」

「……ルチカが勇者学校への入学を望んだのは、そういう背景だったんですね」

「そういうこと。まぁ、正直この学校にはちょっぴりがっかりしたけど、ルチカやノールにも会えたからね。悪いことばっかりじゃなかった。二人とも闘とう気きや魔ま力りよくが美お味いしいし」

「美お味いしい？　闘とう気きや魔ま力りよくに味があるんですか？」

　レオニーがびっくりしたように目を大きくした。

「うん。なんかその人の人となりが反映した味がするね。レオニーは凄すごーく密度の濃こい優やさしい味。ノールはふんわりした甘くて柔やわらかい味。ダニタなんかはまた別の味わいがあって面おも白しろかったよ」

「ルチカ、あなたそんなつまみ食いをしてたんですか」

「あははは、ごめんごめん。《暴食グラトニー》で色んな人の魔ま法ほうや闘とう気きを食べてたら、癖くせになっちゃって。でもこれも当たり外れがあってさ、美お味いしくて相あい性しようのいい魔ま法ほうや闘とう気きを食べるとめっちゃ元気になるんだけど、不ま味ずくて相あい性しようの悪い魔ま法ほうや闘とう気きを食べると体調がむしろ悪くなるんだよ。多分、アリザ先生のとか食べたらイチコロだと思う」

「ふふ、ルチカったら」

　ボクがおどけて見せると、レオニーは小さく笑った。あ、かわいい。

　などと思っていると、りんごを芯しんまで食べきってしまった。もう一個くらい買っておけばよかった、とボクが考えていると、

「……私には、勇者になる以外の選せん択たく肢しがありませんでした」

　レオニーがぽつりと言った。

「物心ついたときから、私は私である前に勇者の娘むすめでした。そうあれかしと育てられ、実際、そのように育ちました」

　育ててくれたのは、母の親類でしたが、とレオニーは続ける。

「物心つく前にはギアが与あたえられ、その導きを信じてずっとそれに従ってきました。迷いや悩なやみがなかった訳ではありませんが、私はギアを信じてきました。ギアとは私にとって、運命のようなものだったのです」

　横目に盗ぬすみ見たレオニーはいつものように無表情だった。

「でも、最近は──勇者学校に入り、思うように結果が残せない毎日を過ごしていると、本当にこれでいいのかと思うことがあります」

「レオニー……」

「ルチカも言っていましたよね。ギアの示すことは正しいかもしれないけれど全てではない、と。薄うす々うす、分かってはいたのです。ただ……私はそれでも信じたかった」

　血のにじんだ言葉だ、とボクは思った。この一言の中に、彼女が歩いてきた人生とその苦く悩のうがにじんでいる。ボクはそれを伝えて貰もらったことを光栄に思うと同時に、レオニーの心を少しでも軽くしてあげたいと思った。

「レオニーが信じたかったのは、ギアそのものじゃないんだね」

「……はい」

「レオニーが信じたかったのは、キミのママだ」

「……そうです」

　彼女はギアという魔ま道どう具ぐを信じたかったんじゃない。周囲に言われるまま、それに従った訳でもない。ただ、レオニーは信じたかったんだ。《万ばん能のう》の勇者と呼ばれた──人類を救った英えい雄ゆうとなった自分の母親のことを。

「母は戦いに赴おもむいていたので、直接触ふれ合った記き憶おくは数えるほどです。でも、今はもうおぼろげな記き憶おくたちの中で、今でも鮮せん明めいに覚えているものがあります。母はこう言いました」

　──誰だれもが幸せになれる世界を、私は作るよ。レオニー、あなたのために。

　その言葉は勇者の祈いのりだったのだろう。でも──。

「だから、私は思うのです。母が残してくれた今の世界を信じたい、と。勇者として最後まで戦った母の残してくれたものが、間ま違ちがっているはずがない、と」

　母親の残した言葉は、今やレオニーにとって呪のろいとなっている──ボクにはそんな気がした。

「──変なことを話しました。こんなことを話すつもりではありませんでした」

「変なことなんかじゃないってば。ボクはレオニーのことが知れて嬉うれしかったよ」

「そうですか……？」

「そうだよ」

　それからほどなくスクロール屋さんに到とう着ちやくした。ボクらはそこで何枚かのスクロールと魔ま方ほう陣じんの解説書を購こう入にゆうした。

　帰り道、

「ギアの示す道から外れ始めた私は、母の残した世界を否定しつつあるのかもしれません……」

　返事を期待していない声こわ色いろだったから何も言わなかった。でも、ボクはもう我が慢まんの限界だった。

「──！　ルチカ……」

「手を繫つないでてくれる？　ボク、お子様だからさ」

　そう言って笑いかけると、レオニーは最初戸と惑まどうような様子をみせたけど、やがて諦あきらめたように笑って、

「仕方ないですね」

　そう言ってぎゅっと手を握にぎり返してくれた。




　◆◇◆◇◆




「じゃあ、布ふ団とんに入ってー？」

「はい」

「うん」

　ここは寮りようのボクらの部屋。でも、何な故ぜだか今、室内には三人の人ひと影かげがある。ボク、レオニーそしてノールだった。話は買い物から戻もどった夕方に遡さかのぼる。

『ずるい。レオニーちゃんとルチカちゃん、二人だけでお出かけしたんだ』

　外出から戻もどってきたボクらを見て、ノールが発した第一声がそれだった。彼女はふくれっ面つらで拗すねたようにそう言うと、ずるいずるいとだだをこねた。

『最近、レオニーちゃんとルチカちゃん、仲いいよね。私は仲間はずれにされて寂さびしい……』

『いやあ、そんなこと……あるけど？』

『む、むきー！』

『そんなことありません。気のせいです』

　あるぇー？

『親友であるノールを仲間はずれにするわけないでしょう。ノールは時々、迷めい走そうしますね』

『迷めい走そう……』

『レオニー、さりげなく酷ひどいこと言ってる自覚ある？』

　とはいえ、レオニーも言うように、ノールは彼女の大事な友だちだ。そんなノールに寂さびしい思いをさせたとあっては女がすたる。ボクは出来る女だからね。

『なら、親しん睦ぼくを深めるために、パジャマパーティでもする？』

『パジャマパーティ？』

『また卑ひ猥わいなことですか？』

　ボクの提案に二人は怪け訝げんな顔をした。

『またって何さ、またって。ボクはいつでも健全です。お菓か子しとか食べながら、夜よ更ふかししてお喋しやべりすることだよ』

『あ、楽しそう』

『まあ、それくらいなら』

　というわけで、急きゆう遽きよ開かい催さいが決まったのがこのパジャマパーティなのだ。勇者学校は規律が厳しくて、本来であればノールはここにいられない。点呼もあるからね。でも、彼女は同室の先せん輩ぱいに口裏を合わせて貰もらって、こっそりやって来たのだ。後で課題研究を手伝うからって説得したんだって。

　三人とも今はパジャマ姿で、ボクは白と水色のオーソドックスなパジャマ、レオニーは赤い厚手のパジャマ、そしてノールは……。

「ノールってばそんなセクシーな寝ね間ま着きなんだね」

「もうこれはパジャマじゃなくてネグリジェですよね」

「あんまり凝ぎよう視ししないでよぅ……。出来るだけ軽い服じゃないと眠ねむれないんだもん」

　ノールが身につけているのは、クリーム色のうっすい布きれとでも言った方がいいようなネグリジェだった。同性でもちょっと目のやり場に困るようなセクシーなヤツで、内気で引っ込こみ思じ案あんなノールがこんな大だい胆たんな寝ね間ま着きを着ているというのは、ちょっとドキドキする。

　──浮うわ気きですか？

（や、ボクはレオニー一筋だけど）

　でも、こうして見ると、ノールはスタイルがいい。ボクはお胸とお尻しりは大きいけど身長が低いのだ。ノールは出るところは出て、引っ込こむところは引っ込こんでいる。レオニーだって、グラマラスな体形ではないけれど、上背があってすらりとした均整の取れた体つきだ。うらやましい。

「ノールもレオニーもスタイルが良くっていいなあ」

　お菓か子しを食べつつ、ため息のようにボクは言った。ちなみにお菓か子しはボクが持ち込こんだ安い駄だ菓が子しが一番好評だ。レオニーとノールはそれぞれビスケットとクッキーを持ち込こんでくれたんだけど、固いし甘さもいまいちであんまり美お味いしくなかった。この国のお菓か子しって糧りよう食しよくめいてるんだよねぇ。後で美お味いしいお店を教えて上げよう。

「それは私のセリフです。ノールは言わずもがな、ルチカだって胸や腰こしの肉付きはいい方ではありませんか」

　私はバストもヒップもすとんとしていて、とレオニーが嘆なげく。するとノールも、

「す、スタイルだったら、私はレオニーちゃんが一番いいと思うな。あんまりお胸やお尻しりが大きいと、変に男の子の目を引いちゃうし……」

「ああ、それ分かる。向こうはこっそり見てるつもりなのかもだけど、やっぱり分かっちゃうんだよねえ、ああいうのって」

「うん」

　ボクだってきれいな女の子がいたらついつい見ちゃうから、気持ちは分かるんだけどね。

「見られるだけ幸せではありませんか？　私なんてそんな視線を感じたことすら──」

「レオニーは鈍にぶすぎ！」

「え？」

「私もルチカちゃんに同意だよ」

　プロトも言っていたけれど、入学して以来、レオニーはもう片手では足りないくらいの男の子から告白されている。そんな彼女を男の子たちが見ていないわけがない。

「レオニーみたいなかわいい子を、見てないわけないでしょ」

　表向き、レオニーは劣れつ等とう生せいとして学校で腫はれもの扱あつかいされてるにもかかわらず、それでもこんなにモテるんだし。

「そうでしょうか……。ルチカのように可か愛わいくてメリハリのある体つきや、ノールのように均整の取れた美しい体ならまだしも、私のようなつまらない容姿では──」

　──ルチカ。

（ん？　なに、プロト？）

　──ギアの裏データを参照なさるといいかと。

（裏データ？）

　──わたくしたちギアは様々なデータを自動で収集しているのですが、その中に異性から視線を向けられた回数というものもあるのですよ。勇者学校入学以降の期間で、三人を比ひ較かくしてみるといいと思います。

（ギアってホント何してんのさ……）

　──まあまあ。レオニーやノールにも教えてあげてください。値あたいの参照の仕方は──。

　プロトが教えてくれた方法を、ボクは二人にも教えた。

「これは……」

「は、はわわわ……」

「二人とも、どう？」

　具体的な数値が示されたことで、二人とも少し顔を赤らめている。

「私は八百九十七回みたい。こんなに見られてたなんて……」

　ノールは腕うでを巻き付けるように、自分の体を隠かくした。まあ、このネグリジェ姿が知られたら、間ま違ちがいなくそんな回数じゃすまないだろうけど。

「私は千二百五回のようです。意外です……」

　ノールの回数を上回っている。ほらね。

「そうだと思った」

「れ、レオニーちゃんが注目されてないわけないよね」

「そういうルチカはどうなんですか？」

「ボク？　待って、プロトに聞いてみる」

　というわけで、教えてもらったのだが、

「ウソぉ……！」

「どうしました？」

「何回だったの？」

「……に、二千八十一回だって」

「……」

「……」

　レオニーとノールの視線が冷たくなった。えええ……。

「いや、これ、絶対なんかの間ま違ちがいだって！」

「ギアは間ま違ちがいませんよ」

「ルチカちゃん、モテモテだね」

「や、やめてよ。大体ボク、男の子に興味ないから！　見られるなら女の子に見られたい方だから！」

　目が据すわっている二人はちょっと怖こわくて、ボクは必死に言い逃のがれしようとした。

　ところが──。

「異性からだけでは気が済まずに、同性からの視線まで……」

「贅ぜい沢たく……」

「い、いや、そういう意味じゃなくてね？」

「モテモテなルチカさん、ご気分はいかが？」

「私なんてダブルスコアだもんね……」

「ホント、勘かん弁べんしてってばぁ……！」

　ボクが弱り切った声を上げると、突とつ然ぜん、二人がくすくす笑い始めた。

「ごめんなさい、ルチカ」

「？？？」

「ルチカちゃんの反応が面おも白しろくて、つい」

　と、いうことは。

「か、からかったね!?」

「すみません」

「ごめんね？」

「もう～～～！」

　ボクはしばらく、布ふ団とんに丸まっていじけた。

「そろそろお菓か子しを食べる時間は終わりにしましょう」

「そうだね」

　パジャマタイムが始まってそろそろ二時間がたつ。お菓か子しもあらかたなくなったので、いいタイミングかもしれない。

「歯は磨みがき面めん倒どうくさーい……。このまま寝ねちゃダメ？」

「駄だ目めに決まってます。虫歯になりますよ」

「一食分くらいよくない？　水場まで行くのかったるーい……」

「もう、ルチカったら……。仕方ありませんね、少し待っていてください」

　あきれたように言うと、レオニーは荷物の中からぺらんとした紙きれを取り出した。

「それは？」

「生活魔ま法ほうの簡易スクロールです。私はペーパーと呼んでいます」

　レオニーがペーパーとやらに魔ま力りよくを込こめると、ボクの口の中がすっきりした。

「これ、歯は磨みがきのスクロールなのかい？」

「正確には洗せん浄じよう・消毒のスクロールの簡易版ですね」

「凄すごい！　スクロール……いや、ペーパーだっけ？　ともかくすごく便利だね」

「でも、一回ごとの使い切りですから。歯は磨みがき程度に使うのは、本来もったいないんですよ」

「ふーむ、そっかぁ」

「管理にも多少気を遣つかいます。生活魔ま法ほう程度のスクロールやペーパーであれば気にすることはないと思いますが、一部の強力なものについては、国軍の管理下にあるようなものもあります」

「そ、そう言えば、軍用スクロールの一つが行ゆく方え不明になってるって、騒さわぎになってるね」

　ノールによると、人じん魔ま大戦時代に大暴れした魔ま物ものにまつわる、いわくつきのスクロールらしい。管理責任を問われて、何人かの首が飛んだとか。

「便利なだけのものはないってことかあ」

　じゃあ、ボクはずいぶんと贅ぜい沢たくな歯は磨みがきをさせて貰もらっちゃったことになるのか。今回限りということで、レオニーとルチカもペーパーで歯は磨みがきを済ませた。後はお喋しやべりタイムである。

「機き嫌げんは直ったかい、ノール？」

　ボクは尋たずねた。元々このパジャマパーティは彼女のご機き嫌げん取りみたいな意味合いが強い。

「うん。嫉しつ妬としちゃってごめんね、ルチカちゃん」

「そんなの全然。レオニーはボクの嫁よめだから、むしろこれからが本番だと思うし」

「誰だれが嫁よめですか、誰だれが」

　レオニーがいる下の段のベッドから冷静に突つっ込こみが入る。ちなみに、ボクとレオニーはそれぞれ自分のベッドで、ノールには床ゆかにもう一つ布ふ団とんを敷しいて寝ねて貰もらっている。

『わ、私はレオニーちゃんと一いつ緒しよのお布ふ団とんでいいよ？』

　などという妄もう言げんをノールがのたまったが、ボクとレオニー両方に却きやつ下かされた。当たり前でしょ。

「二人とも、学校生活はどう？」

　当たり障さわりのないところで、そんな質問をしてみた。

「座学は問題ないですが、実技がしんどいですね。入学を許された者たちのレベルについていくのは、私の剣けん術じゆつでは少し厳しいものがあります」

「私も実技の方が苦手。やっぱり私、戦うのは性しように合あわないよ……」

　二人とも実技を不得手としているようだ。

「実技なんて簡単じゃん。全力でどーんってぶつかってばーんって感じ」

「……ルチカはいいですね、悩なやみがなくて」

「いいよねぇ」

「あ、失礼な。ボクにだって悩なやみはありますぅ」

　全く。ボクを何だと思ってるんだい、二人とも。

「ルチカの悩なやみってなんですか？」

「わ、私も聞きたい」

　──わたくしもです。

　内心憤ふん慨がいしていたら、思いのほか食いつかれた。え、ボクってそんなに悩なやみなさそうに見えるの？　ちょっとショック。

「一番の悩なやみは、意中の人が振ふり向いてくれないことかなあ」

「おやすみなさい」

「おやすみ」

　──はい、解散。

「ちょっと!?　みんな酷ひどくない!?」

　ボクが率そつ直ちよくに悩なやみを口にすると、二人と一器はやれやれまたかという反応をした。

「だって、その冗じよう談だんは聞き飽あきました」

「だから大真面目だってば」

「はいはい」

「わーん。ノール、レオニーが本気にしてくれない……」

「本気にしたら問題だと思うけど……」

　やっぱり、人族の間だと女の子同士で番つがいになるのに抵てい抗こうがあるのかなあ。

「どうして振ふり向いて貰もらえないんだろう。やっぱり押しが足りないのかな？」

「それ以上押しが強くなってどうするんですか」

「むしろ引いてみるとか、じゃないかな？」

「そういう駆かけ引き？　みたいなことは苦手なんだよ、ボク。好きな人には押して押して押しまくるのみ！」

「……まあ、ほどほどにしてくださいね」

「何そのやんちゃしようとする子どもを見守る保護者、みたいな生温かい視線は!?」

「あ、あはは……」

　これだけアタックしてもレオニーがほだされてくれる様子は一向にない。身持ちが堅かたいのは好印象だけど、それにしたってもうちょっとこう……ねえ？

「ルチカは……勇者になったら何がしたいですか？」

「へ？」

　それは思いもかけない問いだった。ボクにとってはまず勇者になることが当面の目標で、勇者になったその後のことなんて考えもしなかったからだ。

「考えたことなかったかも。レオニーは何かあるの？」

「はい。戦争をなくしたいと思っています」

「それは人族同士の？」

「はい」

　魔ま族ぞくと戦争をしていたうちは結束していた人族の国々は、それが終わると途と端たんに人族同士で争いを始めた。今でも戦せん禍かに国民が喘あえいでいる国々は少なくない。レオニーはそれをなくしたいと言っているのだ。

「それは……半はん端ぱなことじゃないね」

「分かっています。でも、それこそが次代の勇者たちに求められることだと思うのです。勇者たちになら出来る、勇者たちにしか出来ないことだと思います」

「レオニーちゃん……」

　少し思い詰つめたように言うレオニーを、ノールが心配そうに見ている。

「なら、ボクはそのお手伝いをしようかな」

「ルチカ？」

「勇者って別に一人じゃなきゃいけない決まりはないでしょ？　そもそも色んな種類の勇者がいるわけだし。レオニーとボクならきっと上う手まくいくよ」

　そう言って身を乗り出して下のベッドに笑いかけると、レオニーは最初驚おどろいた顔してたけど、やがてふっと笑って、

「ルチカが手伝ってくれるなら、心強いです」

　そう言ってくれたのだった。

「二人とも……当然のように私を仲間はずれにしないで……」

「あ」

　ノールがさめざめと泣いている。

「ごめんなさい、ノール。あなたもきっと手伝ってくれますよね？」

「当たり前だよ。私はレオニーちゃんの親友なんだから」

　レオニーが慌あわててフォローすると、ノールはちょっと不満そうにそう言った。

「勇者が三人かあ。ボクらなら何だって出来そうな気がするね」

「ルチカは楽観的ですね」

「レオニーちゃんはもうちょっとだけ、ルチカちゃんを見習ってもいいかも？」

「そうでしょうか……」

　そんな話をしながら夜は更ふけていき、いつの間にか三人とも寝ね入いってしまった。

　次の朝目が覚めると、レオニーの布ふ団とんにボクとノールが入り込こんでいて、レオニーに思いっきり怒おこられたのはボクらだけの秘密である。




　◆◇◆◇◆




「休講……？」

「はい。何でも、先生方の間で食中毒があったとかで、今日の講義は全部休講だそうです」

　食中毒ねぇ。

「そんなの匂においで分からない？」

「よっぽど悪くなっていればともかく、少し傷いたんでいるくらいじゃ分かりませんよ」

「分かるよ。ボク、生まれてこの方、食中毒なんてなったことないし」

「それはルチカのお腹なかが鋼はがねのように頑がん丈じようなだけでは……？」

　酷ひどい言われようだ。まあでも、これはチャンスかも。

「レオニー、今日時間ある？」

「はい？　それは……講義の予定がなくなったので、時間はありますけど……」

「よし、じゃあ決まりだね」

「何がですか？」

　まだ要領を得ないといった顔をしているレオニーに向けて、ボクは満面の笑えみを向けた。

「ボクとデートしよう！」

　レオニー、そんな顔しないでくれる？

　それから数時間後のこと。

「で、なんでキミがここにいるのさ、ノール」

「そんな邪じや魔ま者ものみたいに言わないでよ、ルチカちゃん」

「私が呼んだんです。遊ぶなら人数は多い方がいいでしょう？」

　混じりっけなし、百パーセントの笑え顔がおでレオニーはそう言う。くそう、いい笑え顔がおだ。

「じゃなくて！　ボクはレオニーとデートがしたかったのに！」

「同じ事でしょう？　皆みんなで遊びに行くのだって、立派なデートじゃないですか」

「全然、違ちがうよ！」

「……だんだんルチカちゃんが可哀かわい想そうになってきたかも」

　ボクの乙おと女め心を弄もてあそぶなんて、なんて小天使なんだ、レオニーは。

「でも、そんなところも好き」

「妄もう言げんはいいです。それより、どこに行きますか？」

「遊ぶって言っても、あんまり面おも白しろいところないよね、王都」

　ノールの言うとおり、王都スペドはあまり娯ご楽らくに恵めぐまれていない。変に禁欲的で酒場ですら数が限られているくらいだ。この辺り、魔ま族ぞく領とは全然違ちがっている。

「ボクに任せて貰もらってもいい？」

「どこかいいところを知っているんですか？」

「まあね。伊だ達てに講義をさぼってないよ」

「胸を張るところじゃないと思うよ、ルチカちゃん」

　ノールが苦く笑しようしているけどボクは気にしなかった。

　と、忘れるとこだった。

「行く前に一つお願いがあるんだけど……」

「？　何ですか？」

「なに？」

　ボクにしては珍めずらしく、少し言いづらそうに口にしたので、二人は少しいぶかしんだ。ボクは構わず続ける。

「今日は一日、ギアを外して欲しいんだ」

「ギアを？　どうしてですか？」

「何か意味があるの？」

「うん。それはきっと今日の間に分かって貰もらえると思う」

　ボクの様子が真面目なものだったからか、レオニーとノールは一度顔を見合わせると頷うなずき合い、ギアを外して荷物の中にしまってくれた。

（プロトも、今日はごめんね）

　──大手を振ふってサボれて嬉うれしいです。

　やっぱりこのギアだけなんか違ちがうなあと思う。

「ありがと、二人とも。じゃあ、ついてきて」

　ボクは先導するように歩き出した。そのまま王都の中心部を外れて、市場の方へ向かう。

「市場に行くの？」

「ちょっと違ちがう」

「な、ならどこへ？」

「まあまあ、ボクを信じてよ」

　ボクたちは市場を突つっ切ると、王都の南みなみ外がい縁えん部にやってきた。

「ここは……確か……？」

「旧市街だよ」

「建物の様子が変わったね」

　王都を構成している主立った建築物は、比ひ較かく的てき新しい画一的でのっぺりした建物だが、この辺りはまだ昔の建物が残っている。どうも王都の為い政せい者しやたちは華か美びや装そう飾しよくを排はいそうとしているようだけど、絶対もったいないと思う。歴史的な建造物の方がずっと魅み力りよく的てきだ。

「街並みもそうだけれど、行き交かう人の様子も変わりました」

「あ、分かる？　この辺りに住んでるのは、移民の人たちだよ」

「移民街……」

　見回すと、勇者学校の近くではあまり見ない身なりの人が結構いる。他宗教の女性とおぼしき全身を布で覆おおった女性がいるかと思えば、浅黒い皮ひ膚ふをした男性たちも見える。中にはボクと同じ魔ま族ぞくもいるようで、額から立派な角を生やした男女の姿もある。

「どうしてここに？　移民街はあまり治安がよくないと聞きますが」

「単純に面おも白しろいから。確かに勇者学校の辺りに比べると治安はよくないけど、勇者学校の学生たるボクらなら、そこは問題ないでしょ？」

「それはそうだけど」

　管理主義的な性格の強い王都だけど、この辺り一帯はまだその魔まの手が追いついていない。住み着いている移民ごとに、街並みが複雑な文様を描えがいている。ボクはこういう混こん沌とんとした場所が嫌きらいじゃない。

「まあ、騙だまされたと思ってついてきてよ。あ、その前にちょっとお腹なかすいたかな。腹ごしらえしよっか」

　まだ戸と惑まどい気味の二人を引き連れて、ボクは一軒けんの屋台の前にやって来た。

「こんにちは。タコのまん丸焼きを三人分貰もらえる？」

「らっしゃい。お、アンタ魔ま族ぞくか」

「うん。故郷の味が恋こいしくてさ」

「人族はコイツをあんまり食わねぇもんなあ。おまけしてやる。二箱ずつ持ってけ」

「ありがとう！」

　ボクは支し払はらいを終えると、レオニーたちにまん丸焼きを渡わたした。

「これは……？　何やら珍ちん妙みような食べ物ですが……」

「タコのまん丸焼き──通つう称しようタコ焼きっていうんだ。魔ま族ぞく領のご当地料理だよ」

「これは小麦粉で出来てるのかな？　上にかかってるのは見たことないタレだけど……」

「まあまあ、とりあえず食べてみてよ。熱いからやけどしないようにね」

　ボクは包みを開くと、中に入っていた爪つま楊よう枝じでタコ焼きを突つき刺さした。最近は魔ま族ぞく領でも箸はしが添そえられることが多いけど、ここはオールドスタイルみたいだ。うんうん、分かってるね。

「いただきまーす！」

「いただきます」

「いただきます……」

　三人で同時にタコ焼きを口に入れる。

「熱っ!?」

「こ、これ……はふはふ……本当に熱い……！」

「あははは！　最初はみんな、口の中やけどするんだよ」

　レオニーとノールは目を白黒させている。タコ焼きは外はパリッとしてるんだけど、中はとろっとしてて激熱だから、初心者はみんなやけどする。でも──。

「熱いですが……はふはふ……これは……」

「はふ……美お味いしいね」

「ふふー。そうでしょうそうでしょう」

　ボクは満足げに笑った。熱さで最初は面めん食くらうけど、タコ焼きは本当に美お味いしいんだよ。

「生き地じ自体にも味がついていますが、上にかかった白と黒のタレがいいですね」

「魔ま族ぞく領の特産品なんだ。美お味いしいでしょ？」

「中に入っているこの大おお粒つぶの具材も面おも白しろいよ。す、凄すごく嚙かみ応えがあって、嚙かむほどに旨うま味みがじゅわっとしみ出してくる」

「これがタコだよ。魚ぎよ介かい類るいなんだけど、人族はあんまり食べないみたいだね」

　美お味いしいんだけど、見た目がアレだからなあ。

「美お味いしいものはまだまだあるよ。どんどんいこう！」

　そう言って、ボクは二人を引き連れて遊び倒たおしたのだった。







「王都に面おも白しろい場所がこんなにあったなんて……」

「気づかなかったね」

「楽しんで貰もらえたかな？」

　結局、ボクらは夕方まで移民街で過ごした。タコ焼きを始めとする魔ま族ぞく食を片かたっ端ぱしから制せい覇はして、南国の音楽を堪たん能のうして、遠い西からやって来た珍めずらしい小物を眺ながめた。パジャマパーティの時のお菓か子しを売っていた駄だ菓が子し屋さんももちろん紹しよう介かいずみである。

「あ、ちょっと待って」

　ボクはふと目についた露ろ店てんの前で足を止めた。レオニーとノールも一いつ緒しよに覗のぞき込こんでくる。

「これ、可か愛わいいと思わない？」

「確かに……」

「き、キラキラしてる」

　そこは装そう飾しよく品の露ろ店てんだった。色とりどりの鉱石を加工したブローチやブレスレットなどが並んでいる。お値段は破格の安さだった。

「この品揃ぞろえでこの値段とは……」

「ちょっと凄すごいね」

　レオニーとノールは感心したような声を上げた。

「ああ、でもこれニセモノだよ」

「え？」

「……え？」

　あっさり言ったボクに、二人ががくっと拍ひよう子し抜ぬけしたような様子を見せた。

「おいおい、嬢じようちゃん。変な言いがかりはよせやい。ここにあるのは全部本物の──」

「じゃあ、これは？　ダイヤモンドって書いてあるけど、これジルコンでしょ？」

「うっ……」

　店主が言葉に詰つまった。ジルコンはダイヤモンドにとてもよく似ている鉱石だけど、ダイヤモンドそのものではない。安価なので、よく偽にせダイヤとして売られることがある。

「じゃあ、ここはフェイクジュエリーの店なのですか？」

「そうだよ」

　店主がおろおろし始めたけど、ボクは断言した。

「よく分かったねぇ、ルチカちゃん」

「匂においでね、分かるんだ」

「匂におい？」

「ボク、凄すごく鼻が良くてさ。色んなものを嗅かぎ分けられるんだよ」

　ボクの鼻はちょっと特別製らしく、本来匂においのしないものまで嗅かぎ分けられるらしい。こういった宝石の真しん贋がんから、前にレオニーにしたように、相手の病気の有う無むまで判別出来ることもある。

「でも……なら、どうしてこの露ろ店てんへ？　ここにあるのが偽にせ物ものだと、あなたは分かっていたのでしょう？」

「うん。でもさ、本物の宝石じゃなくても、可か愛わいいでしょ？」

「でも偽にせ物もの……」

「本物か偽にせ物ものかって、そんなに大した問題かなあ？　自分が可か愛わいいと思ったら、それでよくない？」

「……」

　ボクは並べてあったブレスレットの一つを手に取った。

「何を欲ほしいと思うかを決めるのは、最終的にはボクら自身だよ。それが本物か偽にせ物ものかはあんまり関係ないんじゃないかな。ギアってそういうところを見えなくしちゃってるとこ、あると思うんだよねえ」

　自分が欲ほしいと思えるものだったら、それが何であれ、まずは求めてみるのがいいとボクは思う。もちろん、審しん美び眼がんが必要とされることもあるけど、騙だまされた経験がなければその目を磨みがくことも出来ない。

「じょ、嬢じようちゃん、分かってんじゃねぇか！」

「だからってニセモノをホンモノだって偽いつわって売っていいことにはならないからね、おじさん？」

「う……」

「役人には突つき出さないでいてあげるから、この三色のブレスレット安くしてよ」

「買うんですか？」

「確かに可か愛わいいけど……」

　レオニーとノールはまだニセモノを買うことに抵てい抗こうがあるようだった。

「このブレスレット、ボクらの色だと思わない？」

「……あ」

「黒、銀、水色……本当だね」

「今日の記念にお揃そろいで欲しいなって思ったんだ」

　レオニーは嫁よめだけど、ノールだって大事な友だちだ。友だちと過ごした楽しい一日の記念に、お揃そろいのものを買ってみたいと思ったのだ。

「……悪くないかもしれません」

「うん」

「決まりだね。おじさん、これちょうだい」

「……くっ。これ仕入れ値結構したんだけどなあ……」

　というわけで、ボクらはそれぞれの髪かみの色をしたブレストレットを手に入れた。

「うん、やっぱり悪くない」

「ただの雑石を加工したものらしいですが、確かに綺き麗れいだと思います」

「だ、だね。け、結構、可か愛わいいね」

　その時、暗くなり始めていた街並みに明かりがともされた。魔ま道どう具ぐの街灯が光を放つ。

「……」

「綺き麗れいですね」

「う、うん」

　ニセモノの宝石でも、こうして光を受ければキラキラと美しい光を放つ。まして、そこに込こめられた今日の思い出は本物だ。

「楽しかったね」

「はい」

「うん」

　ボクらにとってこのブレスレットは、紛まぎれもない「本物」の記念品となったのだった。




　◆◇◆◇◆




「～♪」

「ルチカ……またサボるつもりですか？」

　口笛を吹ふきながら講義室を出て行こうとすると、レオニーに呼び止められた。ボクはぎくりとする。

「たはは。ごめんね、レオニー。アリザ先生には上う手まいこと言っておいて」

「言いませんよ。後で大人しく怒おこられてください」

　最初は口を酸すっぱくして講義に出るように諫いさめてきたレオニーだが、最近はもはや諦あきらめ気味だ。レオニーに苦く笑しようを向けてから、ボクはいつものように講義室を出て行こうとした──のだが、

「お待ちなさい、Ｃ一〇〇」

「およ？」

　険しい声こわ色いろで呼び止められた。顔を向けると、アリザ先生が立っていた。げ。

「こ、こんにちは、先生。本日はお日ひ柄がらも良く──」

「戯ざれ言ごとは結構です。また無断欠席をするつもりですか？」

「あ、あははは……」

　ボクは誤ご魔ま化かし笑いをすることしか出来なかった。しまったなあ。アリザ先生、今日はやけに早いじゃんか。仕方ない、今日くらいは大人しく講義を受けようか。そう思って一いつ旦たん席に着くと、

　──ルチカ。今日のアリザは少し警けい戒かいした方が。

（え？）

　プロトが珍めずらしく予言めいたことを口にした。

「別に構いませんよ」

「へ？」

「講義を受けたくないのなら、どうぞご勝手に。私としても無理矢理出席されて居い眠ねむりされるくらいなら、いない方がよっぽどマシです。むしろ、そろそろ行使すべき時かもしれませんね」

　単位剝はく奪だつ権を──そう言って、アリザ先生は酷こく薄はくに笑った。それはつまり──。

「お待ちください、先生！」

　レオニーが血相を変えて話に割り込こんできた。

「ルチカにはちゃんと言って聞かせます。ですから、どうか単位を剝はく奪だつすることだけは──」

　アリザ先生の座学は必修科目だ。これまでボクは最低限のラインは確保できるようにサボってきたけど、アリザ先生は向こうからボクの単位を剝はく奪だつすると言っているのだ。それはつまり、勇者学校の在学資格をボクが失うことを意味する。

「わわわ、ごめんなさいごめんなさい！　アリザ先生、ボク、心を入れ替かえるから、それだけはご勘かん弁べん！」

　背に腹は代えられない。ボクは打って変わった平ひら謝あやまりで、なんとかアリザ先生に心変わりして貰もらうように訴うつたえた。それなら最初から講義に出ておけって話ではあるんだけど。

「ルチカもこう言っていますし、どうか──」

「何を他ひ人と事ごとのように言っているんですか、Ｃ〇八八。あなたも他ひ人と事ごとではありませんよ」

「……え？」

　ボクを弁護してくれていたレオニーにまで、アリザ先生が冷たく言う。レオニーがぎょっとするような顔をした。

「ど、どういうことですか？」

「あなたの実技の成績です。酷ひどいものですね。よくこれで入学出来たものです。勇者の娘むすめとは名ばかりですか」

「──！」

「ちょっと先生！」

　流石さすがに黙だまっていられなくて、ボクは抗こう議ぎの声を上げた。

「今のはちょっとないんじゃない？　そりゃあレオニーはちょっと実技に苦戦してるかもしれないけど、だからって個人攻こう撃げきするのは先生のやることじゃないでしょ」

「落ちこぼれは黙だまっていなさい」

　アリザ先生はにべもない。かー、腹立つ。

「Ｃ〇八八、あなたは《万ばん能のう》の勇者の娘むすめですね？」

「……はい」

「そのあなたがこんな不ふ甲が斐いない成績しか残せないなんて、恥はずかしくないのですか？」

「……申し訳ございません」

「勇者の娘むすめが入学したと聞いて、私は楽しみにしていたのですよ？　それがこんな落ちこぼれだったなんて、とんだ期待違ちがいでした」

　一体何様なんだ、この先生は！　あまりにもあまりな言い様に、ボクは席を立ってアリザ先生に詰つめ寄ろうとした。でも、袖そでを強く引っ張られて立ち上がることが出来なかった。

「レオニー……」

「やめてください、ルチカ」

　ボクを止めたのはレオニーだった。彼女は顔を伏ふせたまま、黙だまって先生の暴言に耐たえていた。

「どうして止めるのさ!?」

「先生は何も間ま違ちがったことを仰おつしやっていません。私が勇者の娘むすめとして不ふ甲が斐いないのは事実です」

　レオニーはそう言って、ボクに自制を促うながした。でも、その言葉がかえってボクを落ち着かなくさせた。

「レオニーは頑がん張ばってるじゃないのさ!?　学校の他の誰だれより頑がん張ばってる！　それを──」

「過程は問題ではないのですよ、Ｃ一〇〇。大事なのは結果です。頑がん張ばることなんて誰だれにでも出来ます。結果の伴ともなわない努力など、無意味です」

「そんな──！」

「あなただってそう思っているはずでしょう、Ｃ一〇〇。あなたは座学を軽かろんじている。それはあなたが学ばなくとも実技で勝てるから。結果を出しているから文句はないだろう、ということです。違ちがいますか？」

「ち、違ちがう！」

　痛いところを突つかれた。ボク自身にそんなつもりは微み塵じんもなかったけど、ボクのしてきたことの意味を端たん的てきに要約すればそういう捉とらえ方だって出来てしまう。反論したかったけど、生あい憎にくボクはそんなに言葉が上う手まくない。長年教師を務めてきたアリザ先生に、口げんかで勝てるはずもなかった。

「Ｃ〇八八。今、学校はあなたの退学処分を検討しています」

「……え……？」

「あなたを入学させたのは間ま違ちがいだった。あなたの実力では、この先の講義にはついてこられないでしょう」

　ため息交じりに言うアリザ先生に、レオニーが慌あわてたように口を開いた。

「お待ちください、先生！　私、もっと頑がん張ばります！　必ず結果を出してみせますから！」

「それを見せる時間はこれまでにも十分あったはずです。もういいでしょう。あなたには無理だったのです──勇者になることは」

　それはレオニーにとって──勇者の娘むすめとしてそうあれかしと生きてきた彼女にとって、死し刑けい宣告に外ならなかった。

「勇者レイニ＝バイエズの名を汚けがしましたね、あなたは」

「このっ……！」

　もう我が慢まんならなかった。なんなんだこの人は。ボクのレオニーを公衆の面前でこんなに貶おとしめて。いくら先生だからって言っていいことと悪いことがあるはずだ。何な故ぜだか知らないけど、アリザ先生には悪意がある。レオニーに対する明確な悪意が。

　ボクは先生を一発ひっぱたいて目を覚まさせてやろうと思った。でも、それは失敗した。なぜかといえば──。

「撤てつ回かいしてください、今の言葉！」

　ボクの代わりに先生に詰つめ寄った者がいたからだ。

「Ｃ〇〇五……」

「レオニーちゃんは立派な人です。勇者になるために、誰だれよりひたむきに頑がん張ばって来た人です。その頑がん張ばりは、先生にだって否定はさせない！」

　ノールだった。ボクは驚おどろいた。あの内気なノールにこんな激しい部分があったなんて。彼女は泣きべそをかきながら、それでもアリザ先生に猛もう抗こう議ぎした。優等生で先生からの覚えもめでたかっただろうに、そんなものは意に介かいさず、ただただ親友を弁護するために言葉を連ねた。

「残念ですよ、Ｃ〇〇五。あなたのように優ゆう秀しゆうな人までが、落ちこぼれグループの仲間入りとは」

「落ちこぼれなんかじゃありません。私たちは──」

「黙だまりなさい」

「──！」

　一段低くなったアリザ先生の言葉に、ノールが思わず言葉を飲み込こんだ。それを弱気と見て取ったのか、アリザ先生が畳たたみかけるように言った。

「優等生だと思って図に乗りましたか？　入学してたかだか数ヶ月過ごしただけの子どもがつけあがって。あなた程度の学生はこれまでにいくらでもいました。慢まん心しんするんじゃありません」

「慢まん心しんなんかしていません！　私はただレオニーちゃんを──」

「もう結構です。下がりなさい。講義を始めます」

「先生！」

　どん、と重い音がした。気がつくと、ノールが尻しり餅もちをついている。

「下がりなさい、と言いました。弁わきまえなさい、Ｃ〇〇五」

　アリザ先生が、ノールを乱暴に突つき飛ばしたのだ。理性が最後に見せたのは、悔くやしさで泣き出す彼女の姿と──それにすら何も言えず、無力感に打ちひしがれているレオニーの姿だった。

　ぷちん、と何かがキレる音を、ボクは確かに聞いた。

「がっ……!?　あ、あなた……！」

　気がつくと、ボクはアリザを殴なぐっていた。《暴食グラトニー》はかろうじて発動しなかったみたいだけど、いっそ発動すればよかったのにとすら思う。

「いい加減にしろ、このゲス」

　──それくらい、ボクは怒おこっていた。

　結果が大事？　それはそうだろう。どんなに努力したって、結果が伴ともなわなければ評価はされない。そんなことは分かってる。ボクらがいるのは勇者たちを育てる学校だ。頑がん張ばりだけ評価されて実力が伴ともなわずに実戦や実務に赴おもむけば、本人だけでなくそれを頼たよりにした人たちに対してだって害にしかならない。その理り屈くつは、分かる。

　でも、ここは勇者と呼ばれる者たちを「育てる」学校のはずだ。育てる過程で、勇者候補生たちが良い結果を修められるように、教え導くのが教師の役割じゃないのか。アリザがしていることは、ただの収しゆう穫かくだ。自ら育てようとするのではなく、優ゆう秀しゆうな学生を刈かり取って出しゆつ荷かするだけの作業だ。そこには学生たちを慈いつくしもうとする視点が全くない。それどころか、少しでも後おくれを取った者を排はい除じよしようとさえする。こんなもののどこが教師だというのだろう。

「教師への暴力──許されるものではありませんよ、Ｃ一〇〇」
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「好きにしたらいい。憧あこがれていた勇者がこんな形でしかなれないっていうなら、そんなのこっちから願い下げだ」

「Ｃ〇八八も──」

「人を番号で呼ぶんじゃないよ。彼女にはレオニーっていう立派な名前があるんだ。そんなことも分からないのか」

　騒そう然ぜんとする教室の中で、ボクとアリザはにらみ合った。一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きの中、見落としそうになったけど、ボクはアリザが小さく嗤わらったのを見み逃のがさなかった。

　それで悟さとった。ああこれ、最初からボクも標的だったんだろうな、と。

　多分だけど、これはアリザだけの敵意じゃない。学校全体の意向だろう。問題児であるボクが疎うとましいけど、実技で成績を残しちゃってるから処分も出来ず、それで一計を案じたんだ。劣れつ等とう生せい扱あつかいされているレオニーを攻こう撃げきし、一いつ緒しよにボクの暴発も狙ねらう。ボクの性格をよく分かったいい手だよ、クソ野や郎ろうども。

「処分は追って下しますので覚かく悟ごしておくように。今日は自習とします」

　そう言うと、アリザは教室を出て行った。

「ルチカちゃん、ごめん……。私のせいだ……」

「違ちがうよ、ノール。キミのせいじゃない。悪いのは全部アリザだよ」

　泣き出してしまったノールを慰なぐさめながら、ボクは後ろを振ふり返った。

　席にはもう、レオニーの姿はなかった。







　ボクらへの処分はその日のうちに発表された。

「次の実力考査で規定の成績に満たなかったら退学、かぁ……」

　対象学生はボクとレオニー。どうもアリザはボクらをまとめて学校から追い出す腹づもりのようだった。

　実力考査は学校が管理する無人島で行われるらしい。パートナーを組んで五日以内に北部の山頂にたどり着く、というのがその内容だ。ギアを普ふ通つうに使っている一いつ般ぱん学生でもハードな内容だが、ギアの示すパートナー同士で組めば乗り越こえられる試験だという。つまり、仮にボクとレオニーが組んだ場合、ボクらはギアに選ばれたペアではないから不利、ということだ。徹てつ底ていしてるね。

「でも、こんなことで負けてなるもんか」

　理り不ふ尽じんなことを正すのが勇者なんでしょ？　こんなバカみたいな学校が掲かかげている校則にすら謳うたわれているくらいだ。ボクはレオニーに発破をかけるつもりで自室のドアを開けた。

　ボクは絶句した。

「……レオニー、何してるの？」

「……」

　部屋にいたレオニーは荷物をまとめていた。まるでどこかへ行くみたいに。

「自主退学します。これ以上、母の名を傷つけたくありません」




　◆◇◆◇◆




（レオニー視点）




「なんで……？　レオニーがそんなことする必要ないでしょ」

　そう言ったルチカはいっそ私よりも悲しい顔をしていました。普ふ段だんは屈くつ託たくなく笑っている彼女にそんな表情をさせてしまったことを、私はとても申し訳なく思います。

「アリザ先生の仰おつしやることの全てが正しいとは、私も思いません。でも、部分的に正しいと思うのです。私は勇者として、明らかに資質に欠けています」

　私はギアの導きに従い、懸けん命めいに研けん鑽さんに励はげんできました。ですが、周りとの差は開いていく一方です。最も優すぐれた資質のはずである剣けん術じゆつですらこうなのであれば、私には戦う力が決定的に欠けているということになります。それは、勇者にとって致ち命めい的てきな欠けつ陥かんです。

「前にも言ったじゃない。これからは戦う力だけの時代じゃないって」

「ルチカの言うことも一理あると思います。ですが、それは飽あくまで必要充じゆう分ぶんな戦う力がある前提で、その他にも必要とされるべき資質がある、という話のはずです」

　私が言うと、ルチカは痛いところを突つかれた、という顔をしました。

「人が人である限り、恐おそらく争いはなくなりません。戦う力はどうしたって必要で、勇者であることの最低条件です。私はその最低条件すら満たせていないのです」

　ルチカが以前言ったように、戦うだけしか能のない勇者は、この先淘とう汰たされていくでしょう。それは間ま違ちがいないと思います。ですが、それは戦う力の相対的な価値が下がっただけであって、争いに打ち勝つ強い力は依い然ぜんとして勇者に求められるべき資質です。

「レオニーは……戦う力が十分にないから、勇者を諦あきらめるってそう言うの？」

「はい。残念ながら私には才能がなかったようです。かの《万ばん能のう》の勇者の娘むすめでありながら、不ふ甲が斐いないことです」

　口にしてみると、これほど苦々しいこともありません。アリザ先生が言ったように、私は母の名を──勇者の名を汚けがしてしまいました。

「諦あきらめられるの？　キミはずっとずっと、勇者になることを目指してきたはずなのに」

「……恐おそらく、しばらくは引きずると思います。でも、諦あきらめなくては。才能のない者がいつまでも夢にしがみついても空むなしいだけですから」

　言いながら、これからどう生きていけばいいのだろう、と思います。ずっと勇者になることだけを目指してきました。他の全てをなげうって。そんな目標を諦あきらめたとしたら、私はその先、何を求めて生きればいいのでしょうか。

　私は迷いを断たち切るように頭を振ふりました。弱気の虫はいけません。私がいつまでもうじうじした態度を取っていたら、きっとルチカも諦あきらめてくれません。彼女には才能があります。もしかしたら、彼女は本当に次代最強の勇者になるかもしれない人です。そんな彼女を私などにかかずらわせてはいけないのです。

「ルチカ、今までお世話になりました。短い間でしたが、あなたと過ごした時間は掛かけ替がえのないものだったと今なら思います。私はここで道を違たがえますが、どうかあなたは──」

「……だ」

「？　今、なんと？」

「イヤだ、って言った」

　聞き返す私に、ルチカは強い語調でそう言いました。私に向けられるひたむきな視線に、思わず息をのみました。

「ルチカ……」

「キミが諦あきらめる必要なんてない。才能うんぬんもどうだっていい。そんな下らない理由でレオニーが勇者を諦あきらめるのは、ボクはイヤだ」

「下らない……ですって……？」

　ルチカのあまりな言いように、私は思わずカチンときました。

「私がどれだけ悩なやんだと思ってるんですか！　下らない？　ああ、そうでしょう！　そうなんでしょうね！　ルチカのように才能に満ち溢あふれた人には、私のような悩なやみはさぞ矮わい小しように見えるんでしょう！」

　叩たたきつけるように、私は言葉を浴びせていました。こんな風に誰だれかに心情を吐と露ろしたのは初めてのことで、堰せきを切ったように自分の中からドロドロとした思いが吹ふき出してきます。私は自らの制せい御ぎよを失い、思いのままに口を開きました。

「私だって好き好んで勇者を諦あきらめるわけじゃありません！　本当は諦あきらめたくない！　諦あきらめたくないんです！　母が好きだった！　ずっと母のようになりたかった！　勇者が母の志を継つぐ存在であるのなら、私はどうしてもそれになりたかった！」

　勇者の娘むすめであることを重荷に感じることもありましたが、それでも私は構わなかったのです。大好きな母のようになれるなら、人々の希望となる存在になれるのなら、努力も苦労もいくらでもする覚かく悟ごでした。

　でも──。

「でも、ダメなんです……。どれだけ努力を重ねても、ギアの導きを寸分なく遵じゆん守しゆしても、私はルチカのようにはなれません……。私ではダメなんです……」

　いつしか、私の両目には涙なみだがにじんでいました。みっともないですが、この時の私にそんなことを気にする余よ裕ゆうは微み塵じんもありませんでした。

「ルチカ……あなたが羨うらやましいです。ギアを使うまでもなく誰だれより強く、どこまでも自由なあなたが妬ねたましい。私は本当は……あなたのようになりたかった……！」

　そこが私の限界でした。溢あふれる思いはもう止めようもなく、もう言葉にすらできずにこみ上げる嗚お咽えつにただむせぶことしか出来ませんでした。

「レオニー」

　名前を呼ばれると同時、肩かたに温かく柔やわらかな感かん触しよくがありました。気がつくと、私はルチカに抱だきしめられていました。

「ボクがキミの牙きばになるよ」

　それはまるで誓ちかいのようで。厳おごそかに紡つむがれた言葉にはっとした私が顔を上げると、そこにはルチカの真しん摯しな眼まな差ざしがありました。

「勇者に戦う力が必要だって言うなら、ボクがその力になる」

「ルチカ……？　あなたは何を……言って──？」

　彼女が言わんとするところが分からず、私は当とう惑わくしました。そんな私を安心させるように、ルチカは柔やわらかい笑えみを浮うかべると、私の肩かたを抱だく力を強めて続けました。

「前にも言ったけどさ、勇者って一人じゃなくてもいいと思うんだ。戦う力を担当する人、人をまとめ上げる担当の人、知略を駆く使しする担当の人、みたいに、役割分担すればいいと思わない？」

「役割分担……」

「レオニーのママだって、ボクのママたちと戦う時は複数人で臨のぞんだでしょ？　《万ばん能のう》の勇者って言ったって、一人で一いつ騎き当とう千せんの力を以もつて魔ま王おうを打だ倒とうしたわけじゃないよね？」

　それはルチカの言うとおりでした。母は万ばん能のうの天才ではありましたが、母一人では打だ倒とう魔ま王おうを成し遂とげられませんでした。母は人の縁えんにも恵めぐまれていたのです。敵からの攻こう撃げきの盾たてとなったダニタの父、治ち癒ゆの力を持つ歌に秀ひいでたノールの母、そして多た彩さいな魔ま法ほうを操あやつるもう一人の魔ま法ほう使つかいが、母の戦いを支えてくれました。

「だからレオニー、一人で強くなろうとしないでいいんだよ。戦う力ならボクがあげる。だからレオニーは、キミが行きたい道を歩んでほしい」

「ルチカ……」

「諦あきらめないで、レオニー。一いつ緒しよに勇者になろう？　ボクはキミと一いつ緒しよに歩いて行きたい。ううん、キミとじゃなきゃイヤだよ」

　最後にもう一度強く私の肩かたを抱だいて、ルチカは身体からだを離はなしました。そうして彼女は口をつぐむと、黙だまって私を見守っています。ルチカは私に時間をくれたのでしょう。私が考え、迷いを振ふり切るのに充じゆう分ぶんな時間を。私の中でいくつもの思いが錯さく綜そうします。ためらいも、迷いも、恐おそれもあります。

　それでも、私が選ぶ選せん択たく肢しは一つしかありませんでした。

「……私には戦いの素養がありません」

「ボクがキミの牙きばになる」

「勇者の娘むすめにしては、優ゆう柔じゆう不ふ断だんです」

「思し慮りよ深ぶかいってことだね」

「あなたのように自由には生きられません」

「その分、ボクが引っ張り回すよ」

「私たちは、ギアにペアとして選ばれませんでした」

「そうだね。レオニーはギアのことを運命って言ってたっけ。運命に逆らってまでペアになろうなんて素す敵てきじゃないか」

　ルチカの笑え顔がおが全てを語っています。全部、納なつ得とくずみだよ、と。彼女は私を──私という存在の全てを受け入れる、とそう言っているのです。

　私はギアが間ま違ちがっているとはどうしても思えません。でも、アリザ先生の言うことが正しいとも、もう思えなくなっていました。それはやはり、この変わり者だけれどどうしてか憎にくめない小さな女の子のせいでした。

「……私、ずっと思ってたことがあるんですよ」

「聞かせてくれる？」

　私の顔に精気が戻もどったことが、ルチカにも分かったようです。私は何か吹ふっ切れた気持ちで、このふてぶてしくも頼たのもしい魔ま族ぞくに言いました。

「アリザ先生は、私のこと舐なめすぎだと思います。《万ばん能のう》の勇者が娘むすめ、レオニー＝バイエズの底力がどんなものか、目にもの見せてくれましょう」

「ぶっ！　……あははは！」

　弾はじかれたようにルチカが笑い出しました。釣つられて私まで笑いがこみ上げてきます。ずっと立ちこめていた霧きりが晴れたかのような、すがすがしい気分でした。

「ルチカ、私とペアを組んでくれますか？」

　私は右手を差し出しながら問いました。ルチカはそれをがっちりと握にぎると、

「もちろん。ボクは端はなから、キミと添そい遂とげる覚かく悟ごだよ」

　そう言って、太陽のように笑うのでした。

「悪いのはアリザだよ。ボクらは何にも間ま違ちがってない。一いつ緒しよにアイツをぎゃふんと言わせてやろう！」

　ルチカは胸を張ります。私の側そばに居続けてくれると宣言する彼女の言葉がくすぐったくて、私も思わず、

「ええ、そうしましょう」

　と頷うなずき返してしまいました。

「私もルチカに感化されてきたのかもしれませんね」

「番つがいになってくれる？」

「おバカですか」

　軽口を叩たたき合う元気を取り戻もどした私は、覚かく悟ごを決めました。こうして私はルチカとパートナーになり、実力考査に挑いどむことになったのです。




　◆◇◆◇◆




（ダニタ視点）




「ふふふ……。これであの二人はおしまいね」

　部屋にやって来た母さんは、ソファに座すわりながら実に楽しげにそう言った。片手には葡ぶ萄どう酒しゆのグラス。テーブルにはオレが作ったつまみが置いてある。ルチカとレオニーを罠わなにはめたことがよほど嬉うれしいらしい。母さんは機き嫌げん良く杯さかずきを重ねていた。

「あんま飲み過ぎんなよ？　大して強くもないんだし」

「今日くらいは大目に見てちょうだい。ようやく目の上のたんこぶが取れそうなんだから」

　釘くぎを刺さすオレにおざなりに言って、母さんはもう一口グラスをあおった。オレは一つ嘆たん息そくすると、葡ぶ萄どう酒しゆの瓶びんの隣となりに水の入ったグラスを置いた。

「ヤツらがいなくなるのが、そんなに嬉うれしいのか？」

「当然よ。あの二人は勇者学校にふさわしくありません。勇者になるべきは、あなたのように心技体が揃そろった天才だけです」

「天才、ねぇ……」

　生まれ持ったセンスということなら、ルチカの戦せん闘とうセンスこそが天てん賦ぷの才と呼ぶにふさわしいように思う。ルチカだけじゃない。レオニーの明めい晰せきな頭脳と崇すう高こうな志だって、ある意味で天が与あたえたもうた才能だ。それがこんな迫はく害がいのような形で失われることに、オレは反感を覚えていた。

「こんなやり方する必要あったのか？　二人が本当に勇者にふさわしくないんなら、こんなことしなくてもいずれ──」

「ダニタ、あなたは余計なことを考えなくていいのよ。あなたは自分が勇者になることだけを考えていればいいの。あんな落ちこぼれたちに情けをかける必要はないわ」

　情けではない。オレは客観的にヤツらを評価している。ルチカの強さもレオニーの明めい晰せきさも、秀ひいでた才能だ。どうせなら正々堂々勝負して、その上でオレの方が上だと言わせたかった。こんなだまし討うちのような形で排はい除じよするのではなくて。

「そうそう、これを渡わたしておくわ」

　そう言うと、母さんは懐ふところから小ぶりな巻物を取り出した。受け取ったそれを広げてみると、それはどうやら魔ま法ほうスクロールのようだった。

「これは？」

「召しよう喚かん呪じゆ文もんのスクロールよ。中に強力な魔ま物ものが閉じ込こめられているわ。使うと召しよう喚かん者しやの意のままに操あやつることが出来るの」

　魔ま物もの？　どうしてそんなものをオレに？

「これをどうしろってんだ？」

「実力考査の時に使いなさい。ルチカとレオニーのペアでは、試験を突とつ破ぱするようなことはないでしょうけれど、万一の時はそれを使って二人を──」

「母さん！」

　オレは母さんの言葉を遮さえぎった。聞いていられなかった。

「こんなやり方はねぇよ！　どう考えたってやり過ぎだ！」

「やり過ぎなものですか。勇者にふさわしくない者には、早々にご退場願わなくては」

「試験を突とつ破ぱ出来たんなら、それはヤツらにも勇者になる見み込こみがあるってことだろ!?　それをこんな形で無理矢理排はい除じよするのは間ま違ちがってる！」

「ダニタ……」

　母さんはグラスをテーブルに置くと、立ち上がってオレの方にやって来た。その顔は酒精に赤らんでいて目つきが怪あやしい。母さんはまるで出来の悪い子どもに言って聞かせるような表情をした。オレは母さんのこの顔が嫌きらいだ。

「母さんがしているのはね、掃そう除じなのよ」

「掃そう除じ？」

「そう。いずれ勇者になるあなたや、あなたの仲間候補たちが憂うれいなく学ぶ環かん境きようを整える掃そう除じです。これはあなたのためなのよ？」

　そう言うと、母さんはオレを抱だきしめた。いつからだろう。母さんのぬくもりを喜べなくなってしまったのは。まるで身体からだにまとわりつく泥どろか粘ねん液えきのようだとオレは思った。

「ダニタ、あなたは余計なことを考えず、私の言うことを聞いていればいいの。そうすれば、あなたは勇者になれます。父さんのような立派なね」

　身体からだを離はなした後、そう言ってオレを見る母さんは、その実オレを見てなんかいなかった。母さんはもうずっと幻げん影えいばかりを追っている。亡なくなった父さんの幻げん影えいだ。その事実を、オレは堪たまらなく寂さびしく思う。

「ダニタさーん、お風ふ呂ろ頂きました──あ、アリザ先生、いらしてたんですか。こんばんは」

「いいのよ、もう帰るところだから。それじゃあ、二人ともおやすみなさい」

「……おやすみ」

「おやすみなさい！」

　部屋を後にした母さんを見送ると、オレは手に残されたスクロールに目を落とした。万が一の時はこれを使えって？　自ら手を下せとすら言ってくれやしない。要するに母さんはルチカたちが怖こわいんだ。彼女たちが──オレよりも強いから。

「どいつもこいつも……馬鹿にしやがって……」

「先せん輩ぱい？　どうしたんですか？」

「何でもねぇよ！」

「うわ!?　なんですか、超ちよう怒おこるじゃないですか。ご機き嫌げんななめですね」

「……わりぃ」

　こいつに八つ当たりしても仕方ない。それはあんまりにもかっこ悪すぎる。

「なぁ……お前、親からいらないもの押しつけられたらどうする？」

「こっそり捨てますけど？」

「だよな」

　いっそ捨ててしまえたらどんなにいいだろう。でも、母さんのことだから、出発前に荷物チェックをするはずだ。その時になってオレがスクロールを持っていないことが分かったら、今度こそどんな手に訴うつたえてくるか分からない。これは持っておくべきなんだろう。オレはスクロールを握にぎりしめた。

（……どうして誰だれも、オレの力を信じてくれねぇんだ……）











第四章






（ルチカ視点）




　実力考査が始まった。

　試験会場の島はうっそうとした草木が生おい茂しげる無人島で、アリザの説明によると魔ま物ものも多数生息しているらしい。それだけではなく島のあちこちに罠わなが仕し掛かけてあり、踏とう破はするにはギアに選ばれたペアが力を出し合い、協力することが不可欠だそうだ。

「私たち教師は島から出ます。各自、自力で帰き還かんするように。それでは──実力考査開始！」

　合図と共に、学生たちが一いつ斉せいに走り出した。タイムリミットは五日間と制限されているため、多くの学生は速度重視の強行軍を選んだようだった。多少の消しよう耗もうは仕方ないと割り切り、少しでも早く先へ進む選せん択たく肢しだ。ゴールの北部山頂までにはかなりの距きよ離りがある。速度重視は無難な選せん択たくではある。

　でも──。

「ルチカ、前方三メートルに罠わながあります」

「おっと、危ない危ない。ありがと、レオニー」

「どう致いたしまして。先は長いのですから、堅けん実じつに行きましょう」

　ボクとレオニーが選んだ方針は、確実性重視のスローペースだった。魔ま物ものとの戦せん闘とうを極力避さけ、罠わな探知の魔ま法ほうを駆く使しして体力を温存する方法だ。ただゴールするだけなら皆みなと同じ速度重視でいいけど、ボクらはそうしなかった。ゴールした時にへとへとでは、そこで詰つみになってしまうと考えたからだ。いつどんな時でも、常に余力を残しておかなければ、いざという事態に対処出来ない。常在戦場の心構えだった。

　堅けん実じつに進んでいても、やはり魔ま物ものとの戦せん闘とうや罠わなを回かい避ひ出来ないことはある。魔ま物ものとの戦せん闘とうはボク主導で、罠わな解除はレオニー主導でそれぞれ対応していった。アリザはギアの示したパートナーでなければ試験を乗り越こえることは難しいと言っていたけど、お互たがいの長所を活いかし合うボクらだって、決して悪くないパートナー関係だと思った。

「……下手の横好きの生活魔ま法ほうでも、役に立つものですね」

　一日目を終え、ボクらはキャンプをしていた。たき火に当たりながら一日を振ふり返っていると、レオニーが苦く笑しようしながらそんなことを言った。

「横好きどころじゃないってば。レオニーのお陰かげで大助かりだよ」

　レオニーの生活魔ま法ほうは素す晴ばらしかった。汚お水すいを飲料水に変え、冷える夜に暖を取り、雨を遮さえぎり、食事を豊かにしてくれた。今回の試験のようなサバイバル環かん境きようでは、まさに八はち面めん六ろつ臂ぴの大だい活かつ躍やくである。

「それにしても……アリザのやつ、やってくれちゃって」

「よほど私たちに合格してほしくないと見えますね」

　出発の時にノールと話して分かったことだけど、ボクとレオニーは食料と飲料水の支給量が減らされていたのだ。露ろ骨こつな試験妨ぼう害がいである。ノールは憤ふん慨がいしていたが、ボクらは構わなかった。それでも合格する自信があったからだ。実際、レオニーの生活魔ま法ほうがあるので、食料も飲料水もなんら問題になっていない。むしろお釣つりがくるくらいだ。

「……だいぶ気温が下がってきたようです」

「そうだね」

　この島の夜はかなり冷えるようだった。延えん焼しようが心配だからたき火をつけっぱなしにすることは出来なかったけど、ここでもレオニーの生活魔ま法ほうが役に立った。彼女は火のスクロールを改良して、長時間暖を取れるようにしていたのだ。火力を抑おさえてその分効果時間を延ばすという、まさにこういうケースにぴったりの魔ま法ほうだ。

「あったかい……。これ最高だね」

「思っていた以上の効果ですね。作って良かったです」

　寝ね袋ぶくろに入りながら、そんな会話を交かわす。二人で横になるテントの上は透とう明めいになっていて、夜の星空がよく見えた。

「……きれいだね」

「ええ。空を眺ながめていると、小さいことがどうでも良くなるような気がします」

「分かる分かる。なんでこんなつまんないことに悩なやんでたんだろうってなるよね」

「はい」

　それからしばらく、沈ちん黙もくの帳とばりが下りた。辺りを満たすのは木々を揺ゆらす風の音と虫の音だけ。レオニーはもう寝ねちゃったのかなと思って、ボクも寝ねようと寝ね返がえりを打った。

　すると、レオニーと目が合った。彼女は起きていて、ボクを見ていた。

「起きてたんだ？」

「はい」

「眠ねむれないの？」

「いえ。そう言えば、お礼がまだだったなと思いまして」

「お礼？」

　ボクが何のことか分からずにいると、レオニーはくすっと小さく笑った。

「ルチカ、私を立ち直らせてくれてありがとうございます。あの日、あなたが鼓こ舞ぶしてくれなければ、私は勇者への道を諦あきらめていたと思います」

「レオニー……」

「力になる、一いつ緒しよに勇者になろうと言われて、私はとても嬉うれしかったんです。私はその……ずっと一人でしたから」

　そう言うと、レオニーは恥はずかしげに笑いました。

「勇者の娘むすめとして、確かに私の側そばには沢たく山さんの人がいました。でも、彼ら彼女らは私を母の娘むすめとしてしか見てくれませんでした。例外はきっとノールくらいです」

「ノールに嫉しつ妬と」

「ノールは友だちですよ。あなたとは違ちがいます」

　レオニーのその言葉に、ボクは心臓が高鳴った。

「え、それどういう意味？」

「上う手まくは言えません。ですが、あなたはノールとは少し違ちがいます。他人でもないし、友だちという感じでもありません。言うなれば──」

「言うなれば？」

　ボクが期待に胸を膨ふくらませて続きを促うながすと、

「相棒、でしょうか」

　そう言って、レオニーは舌をぺろりと出した。はいかわいい。

「相棒かぁ……。もう一声欲しかったなあ」

「恋こい人びととかが良かったですか？」

「そうだね」

「恋れん愛あいは……私にはまだよく分かりません。そんな余よ裕ゆうがないんだと思います」

　そう言うと、レオニーは星空の方を仰あおいだ。

「勇者になることだけを考えてきました。それ以外の一いつ切さいを排はい除じよして。それでいいと思っていたんです。でも──」

「でも？」

　ボクが先を促うながすと、レオニーは少し考えてから続けた。

「でも、ルチカに会って、少し考え方が変わりつつあります。私はもっと無む駄だなことをたくさんしてくるべきだったんじゃないかって」

　他意はないですよ、というレオニーにボクはうんと頷うなずいた。

「勇者という目標に固こ執しつするあまり、私は薄うすっぺらい人間になっていたように思います。だからあの時──戦う力の不足を指し摘てきされて素養を疑われたとき、あんなにも簡単に折れてしまった」

「いや、あれはアリザがあんまりにも──」

　ボクが否定しようとすると、レオニーが目で制してきたので黙だまった。彼女の言葉を待つ。

「アリザ先生にも問題はあったと思います。でも、絶対にそれだけではないのです。私はもっと人として厚みがなければならなかった。多少の誹ひ謗ぼう中傷などものともしない、確固たる覚かく悟ご──信念が必要だったのです。勇者を目指すというのなら、なおさら」

「信念、ねぇ……」

　ボクには今ひとつピンと来なかった。ボクにとって勇者を目指すということはシンプルだ。ただ強くなりたい──それだけ。その他のこと、例えば人を助けるとかは、後からついてくることだ。だから、レオニーの言うことはあんまりよく分からない。分からないけど──。

　──今の彼女はカッコイイと思った。

「なんて、難しく考えすぎかもしれませんけれどね」

「そんなことないよ。レオニーはやっぱりボクのママを倒たおした《万ばん能のう》の勇者の娘むすめなんだなって思った」

「どうしてですか？」

「多分だけど、キミほど勇者であるとはどういうことかを問い続けた人はいない。そして、その問い以上に、本能や自然な感覚として、勇者とはどうであるかを分かってる人もいないんだと思う」

　それはきっと、勇者の娘むすめとしてそうあることが当とう然ぜん視しされてきた、彼女だからこそたどり着いた境地だ。

「そんな大層なものではありません。私はただ、勇者になりたくてあがき続けてきただけの小こ娘むすめですよ」

「ふふ、そっか。ならボクと同じだ」

　そう言って、ボクらは笑い合った。

　──ルチカ。そろそろ眠ねむらないと明日に響ひびきますよ。

（うん。でも、もう少しだけ）

　プロトが助言してくれたけど、ボクはもう少し話していたかった。せめてこの星空の下での会話が一区切りつくまで。

「ルチカ、私はあなたに聞きたかったことがあります」

「なあに？」

「私は勇者の娘むすめです。つまり、あなたの母親の仇かたきになります。恨うらんでいないのですか？」

「ああ、そのこと？」

　どこまで分かって貰もらえるか分からないけど、と前置きした上で、ボクは続けた。

「延々と続く人族との不毛な戦争で、ママは疲つかれ切ってたんだって。そんなママが最後に戦った相手が人族最強の《万ばん能のう》の勇者だったんだ。ママの誇ほこり高い最さい期ごだけは、キミにだって憐あわれんで欲ほしくないかな」

　ボクはまだ生まれていなかったけど、ママは満足げな散り様だった、と勇者を目の敵にしてるばあやですらそう言ってる。納なつ得とくのいく最さい期ごだった、とボクは思っている。

「そうですか……。でも、ごめんなさい。正直、私は母に生きて帰って来て欲しかったです」

「なら、レオニーこそボクら魔ま族ぞくを恨うらむかい？」

「……それとこれとは話が別です」

　レオニーは答えに窮きゆうしたようだった。

「分かり合えそうなことと、分かり合えないこと──どっちもひっくるめて、ボクはレオニーが好きだよ」

「またそうやってあけすけに言うんですから……」

「魔ま族ぞくの恋れん愛あいはこれが基本なの。人族みたいなのはじれったいよ」

「もっと情じよう緒ちよを大切にして欲しいです」

「およ？　そしたら振ふり向いてくれる可能性あり？」

「それもまた別の話です」

「なんだぁ……」

　ボクが笑うとレオニーも笑った。

「付き合わせてしまってすみません。そろそろ休みましょう」

「そうだね。おやすみ、レオニー」

「おやすみなさい」

　目を閉じると、程ほどなく睡すい魔まがやって来た。ボクはそれに抗あらがうことなく身を任せ、深い眠ねむりへと落ちていった。

「……不思議な人。出自は水と油ほど違ちがうのに、こんなにもあなたを近くに感じます。……どうしてでしょうね」

　それは誰だれの呟つぶやきだったのか。途と切ぎれかけの意識にうっすら届いたその言葉は、ボクの中で意味をなすことなく、意識の闇やみへとほどけていった。




　◆◇◆◇◆




　試験開始から四日後、ボクらは試験のゴールである北部山頂にたどり着いた。

　──ルチカ。様子が変です。

（うん、気づいてる）

　先にとっくに帰き還かんしていると思っていた他の学生たちが、群れをなしてキャンプをしているのだ。

「レオニーちゃん、ルチカちゃん！」

「あ、ノール」

「ノール、これは一体……？」

　先にゴールしていたノールがいた。彼女の顔には焦しよう燥そうの色が見える。

「ちょっとこっちへ」

　言われるまま、ノールについて行く。そこは山頂に備え付けられた祭さい壇だんのような場所だった。

「これ見て」

　ノールが指さした先には、地面に描えがかれた大きな魔ま方ほう陣じんがあった。ただ、その陣じんは所々傷ついている。

「これは……転移用魔ま方ほう陣じん？」

「うん。壊こわれちゃってるみたいで、誰だれも学校に帰れないの」

「えええ……」

「それで皆みなさん、ここで野営をしているのですね……」

「うん」

　想定では学校への帰き還かんは各おの々おのがこの魔ま方ほう陣じんですることになっていたから、今、この小島には学校側の職員がいない。予定の期日を過ぎても誰だれも帰ってこないとなれば、そのうち学校側も気づくかもしれないけど、肝かん心じんの転移用魔ま方ほう陣じんが壊こわれてしまっている。別路で職員たちがかけつけるのに、数日はかかるだろう。

「その間、なんとか学生たちだけでしのがないといけないわけかぁ」

　言いながら、ボクは辺りを見回した。学生たちは座すわり込こんでいる者がほとんどで、その目には濃こい疲ひ労ろうの色が見て取れた。

「ノールやダニタたち成績上位者はともかく、ほとんどの子たちは消しよう耗もうしてるね」

「はい、そのようです」

　マイペースに進んできたボクやレオニーと違ちがって、皆みなはかなり無理をした進み方をしていた。罠わなにかかったり魔ま物ものと遭そう遇ぐうしたりした者も多いんだろう。それでも、ゴールさえしてしまえばと思っていたところにこの事態だから、そりゃあきついよね。食料や水だって本来の予定分しか支給されてないわけだし。

「どうする、レオニー？」

「え？」

　ボクはレオニーに尋たずねた。

「多分だけど、このまま放っておくと、何人かは命の危険があるかもしれない。でも、キミには彼らを救う力がある」

　レオニーには生活魔ま法ほうがある。彼女がその気なら、この島での滞たい在ざい可能時間をぐんと延ばすことが出来る。

　ただし、彼女がそれを望むなら、の話だ。

「もちろん、私は手を尽つくすつもりです。これは緊きん急きゆう事態に外なりません。助け合って乗り越こえるべき困難です」

　レオニーは迷わずそう答えた。むしろ、わざわざ何の確かく認にんなのだと言わんばかりだ。

「彼らはキミを虐しいたげたよ？　そんな彼らをキミは助けるのかい？」

　始めは勇者の娘むすめとして偏へん見けんの目を向け、レオニーの実力に瑕か疵しがあると分かると、彼らはこぞってそこを攻こう撃げきした。そんな彼らをレオニーが救わなきゃいけない理由はないはずだった。

　でも──。

「そんなことは関係ありません。彼らは私の学友なのです。私たちが研究してきた生活魔ま法ほうは、こういうときのためにあるはずです」

　レオニーの目に迷いは一いつ切さいなかった。

　──こういう人間ですよね、レオニーは。

（うん）

　そんな彼女だから──。

「だから好きだよ、レオニー」

「バカなこと言ってないで手伝ってください。まずは飲み水の確保からですよ」

　その後は突とつ貫かん作業だった。ボクとレオニーはノールにも手伝って貰もらって、当面ここで暮らしていけるだけの準備を調えた。例えば、レオニーは汚お水すいを飲料水に変える魔ま道どう具ぐを持っていたけど、それは飽あくまで個人や数人が使うものだった。彼女はそれを一いつ旦たん分解すると、大人数が利用できるように加工して組み立て直した。

　それだけじゃない。火を使う炊すい事じ場ばや食料を加工する台所、体調を崩くずした者が安静に休める救護所まで設置し、それぞれに担当者を割り振ふっていった。その手て際ぎわと指導力は誰だれもが舌を巻くもので、学校の講義で実技の振ふるわないレオニーしか知らない彼らは、今になって彼女の真の実力を思い知ったようだった。

「こんなものでしょうか……」

「お疲つかれ、レオニー。ちょっと休きゆう憩けいしなよ」

　しばらく彼女の側そばを離はなれていたボクはそう言うと、持っていた小さくて赤いものを彼女に手て渡わたした。

「野いちごですか」

「うん。山のとこにいっぱい生なってた。他にも山菜をいくつか採ってきたよ」

「ありがとうございます、ルチカ。助かります」

　そう言うと、レオニーは野いちごを一つ口に放り込こんで笑った。甘いものは気分転てん換かんにいいよね。

「どのくらいもちそう？」

「何事もなければ五日くらいは恐おそらく。それ以上は少し自信がありませんね」

「王都からこの島までの距きよ離りを考えると、ぎりぎり足りないくらい、かぁ……」

　一応、事前にこの島が国のどこにあるかは聞かされている。学校関係者が異変に気づくまで二日、最も寄よりの港まで早馬を飛ばして三日、そこから船でさらに二日──先生たちが駆かけつけるまで、一週間は見ておいた方がよさそうだ。

「疲ひ労ろうと慣れない環かん境きようで、何人か体調不良を訴うつたえている人もいます。彼らのためにも、一刻も早く救きゆう援えんが来てほしいですが……」

　レオニーの顔が曇くもる。

「あんまり背負い込こみ過ぎちゃダメだよ、レオニー。能力は凄すごいけど、キミだってまだ子どもなんだから」

「それはそうですが……」

「あー……。レオニーにはこう言った方が利きくかな。今の命いのち綱づなはキミだよ、レオニー。キミが倒たおれたら、何もかもご破算だ。キミには自分を労いたわらなきゃいけない義務がある」

「……確かにそうですね。気をつけます」

　神しん妙みような面おも持もちでそう言った後、彼女はふっと表情を緩ゆるめて、

「私の扱あつかいが上う手まくなりましたね、ルチカ」

　そう言って、いたずらっぽく笑ったのだった。

　その後も、ボクらは二人で力を尽つくした。生活魔ま法ほうと島の自然を最大限活用して、学生たち全員が帰き還かんできるよう全力で事に当たった。

　事件が起きたのは、集団野営を始めてから四日目のことだった。
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　──ルチカ。起きてください。

（……？）

　浅い眠ねむりにまどろんでいたボクを、プロトの声が覚かく醒せいさせた。

「おい、何とか言ったらどうなんだ！」

「ふわーあ……。何ごと……？」

　あくびをしていると、何やらテントの外が騒さわがしい。ボクは隣となりで寝ねていたレオニーを起こすと、様子がおかしいことを告げ、朝の支し度たくを手早く済ませた。

「わ、私じゃありません！」

「なら、なんでダニタさんの食料がなくなってるんだよ！」

「わ、分かりません……野生の動物が取っていったのかも……」

「ああ!?　適当こいてんじゃねぇぞ、テメェ！」

　騒さわぎになっているのは食料貯蔵庫の辺りだった。

　──何やら面めん倒どうごとの気配ですね。

（ダニタの取り巻きちゃんかあ。何ごとだろ？）

　ここは皆みなが野山から集めた食料を低温で保存しておく場所で、これまたレオニーの魔ま道どう具ぐが働いている。そして、ここの責任者はノールだった。

「どしたのさ？」

「あ、ルチカちゃん、レオニーちゃん。助けて……！」

「何ごとです？」

「コイツがダニタさんの食料をちょろまかしやがったんだ！」

「……」

　腰こし巾ぎん着ちやくちゃんがわめき立てている。ノールはすっかり萎い縮しゆくしている様子で、ダニタはと言えば腕うでを組んでじっと立ち尽つくしている。その周りに人だかりができていて、皆みなノールに冷たい視線を向けている。

「食料？」

「け、今朝の分の配給をしようと思ったんだけど、ダニタちゃんの分の食料がなくなってて……」

「そんなの足りない分を補えばいいだけじゃないのさ。大ごとにすることないじゃん」

「ダニタちゃんはちょっと食べ物に禁きん忌きがあって……。お米が食べられないの」

　つまり、ダニタ用は特別製ですぐには換かえがきかないらしい。

「どうしてくれんだ！　このままじゃダニタさんは朝食抜ぬきになっちまうぞ！」

「ごめんなさい……」

　ふむ？　なるほどね。状じよう況きようは分かった。

「ダニタの分についてはすぐに代わりを用意します。とりあえず、この場はそれで矛ほこを収めてくれませんか」

「ああ？　レオニー。テメェ、下手人が身内だからってかばうつもりか？」

　取りなすように言ったレオニーに取り巻きちゃんが食ってかかった。

「そうではありません。ここで押し問もん答どうしていても仕方ないでしょう。それこそ、ダニタの食事が遅おくれるだけです」

「うやむやにしたら、また同じ事が起こるかもしれないだろうが！　そうですよね、ダニタさん？」

「……オレの食事が遅おくれることは、別に構わねぇ。構わねぇが──」

「ほら見ろ！」

　ダニタは他に何か言いたそうだったけど、調子づく取り巻きちゃんを見ると、嘆たん息そく交じりに言葉を飲み込こんだ。

「ねぇ、キミ」

「あんだよ、ルチカ。テメェまでノールの肩かたを持つつもりか？　やっぱりテメェら、身内で──」

「──ちょっと黙だまろうか」

　ボクは闘とう気きを身に纏まとうと、視線に力を込こめて彼女を睨にらんだ。取り巻きちゃんは、気け圧おされるように一歩下がる。

「ちょっと失礼」

「な、なんだよ」

　ボクは取り巻きちゃんに顔を近づけると、くんくんとその匂においを嗅かいだ。

「なるほど」

「なにがなるほどなんだよ、ルチカ」

「いいから、もうちょっと待ってて」

　ボクは次に食料庫に入って匂においを嗅かぎ、最後にノールの匂においを嗅かいだ。

「うん、分かった」

「何が分かったんですか、ルチカ」

　ボクの突とつ然ぜんの奇き行こうに、レオニーが怪け訝げんな顔をしている。ボクはそれを見返してニッコリ微ほほ笑えんでみせると、次にダニタの取り巻きちゃんに視線を向けた。

「ダニタの食料を取ったの──取り巻きちゃん、キミだよね？」

「なっ……!?」

「え？」

　ボクが言うと、取り巻きちゃんはぎくりという顔をした。レオニーは当とう惑わくしている。

「ボク、凄すごく鼻がきくんだよ。貯蔵庫の中、ノールの匂においよりもキミの匂においの方がずっと強い。つまり、キミは昨晩の配給でノールが貯蔵庫を出たよりも後にここに入ったことになる。どうして？」

「う……！」

　ボクが追つい及きゆうすると、取り巻きちゃんはみるみる顔を青ざめさせた。

「で、でたらめ言うな！　ルチカ、テメェやっぱりノールをかばうために──」

「でたらめはキミの方でしょ。大体、みんな考えてもみてよ」

　ボクは集まっているギャラリーに向けて言った。

「皆みんなだってこの数ヶ月でノールの性格は知ってるでしょ？　内気で引っ込こみ思じ案あんな彼女がそんなことすると思う？　百歩譲ゆずって何かの事情で盗ぬすみ食ぐいする必要があったとしても、よりによってダニタの食料を？　あり得ないよ」

　聴ちよう衆しゆうがざわめいた。事が食料に関する繊せん細さいな出来事だったから、皆みんなちょっと冷静さを失っていたみたいだけど、落ち着いて考えたらすぐ分かるはずなんだ。ノールにこんな真ま似ねは出来ないし、する理由もない。むしろ動機があるとしたら──。

「お前がやったのか」

「ち、違ちがうんです、ダニタさん。これは……その……！」

「何やってんだ、お前は──！」

　ダニタは取り巻きちゃんに近づくと、その頰ほおを張った。取り巻きちゃんが尻しり餅もちをつく。

「……わ、私だってこんなことしたくなかった」

「なら、なんでだ」

「アリザ先生に言われたんだよ！　アンタの尻しりを叩たたけって！」

「──!?」

　取り巻きちゃんは顔をくしゃくしゃにして、ダニタを責めるように言った。

「《戦せん斧ぷ》の勇者の娘むすめだっていうからすり寄ってきたのに、ルチカの陰かげにすっかり隠かくれちまってさぁ！」

「お前……！」

「アリザ先生や私がこうでもしなきゃ、アンタなんか何もできないじゃないか！」

「──！」

　ダニタが悲痛に顔を歪ゆがめた。信じていた相手に裏切られたばかりか、自分の誇ほこりを揺ゆらがされるような暴言まで吐かれたのだ。いくらダニタが傍ぼう若じやく無ぶ人じんな性格だったとしても、これは応こたえないはずがない。公衆の面前で辱はずかしめられたダニタの評価は、今ここに地に落ちた。

「……！」

　ダニタはキョロキョロと周りを見み渡わたした。尊大な暴君としての彼女はおらず、冷たい視線に晒さらされて動どう揺ようしきった、可哀かわい想そうな手負いの獣けものの姿がそこにあった。

「そんな目でオレを見るな！　オレは……オレは……！」

　ダニタが痛ましい、とボクは思った。ボクは彼女のことが嫌きらいじゃない。ダニタは暴君だけど、決して悪いやつじゃないと思ってる。そんな彼女がこんな目に遭あうのはとても辛つらかった。

　ボクは声をかけようとして──はっと歩みを止めた。

「見るなぁぁぁ！」

　ダニタの身体からだから闘とう気きが溢あふれ、それが彼女のカバンにある何かと反応している。ボクの魔ま族ぞくとしての直感が言っている。あれは良くないものだ。

「ダニタ、ダメだよ！　そんな真っ黒な闘とう気きを出したら、変なものが寄ってきちゃう！」

「オレは……オレは……！」

　ダニタは絶望しきっていて、ボクの声は届いていないようだった。彼女のカバンが一ひと際きわ強い光を放ち、中から巻物がまろび出てきた。スクロールだ。

「召しよう喚かんのスクロール！」

　その正体をいち早く看破したのはレオニーだった。どうやらあれが、行ゆく方え不明になっていたという軍用スクロールらしい。

「破いて召しよう喚かんを止めます！」

「もう遅おそいよ。出てきちゃう。みんな、下がって！」

　スクロールに近づこうとするレオニーを身体からだで遮さえぎって、ボクは皆みんなも後ろに下がらせた。

　ダニタの闘とう気きと呼応したスクロールが、宙に大きな魔ま方ほう陣じんを描えがいた。そうしてその向こうから、大きな影かげが姿を現した。
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（レオニー視点）




　それは鋼はがねのように鍛きたえ上げられた、見上げるような巨きよ軀くでした。まるで小高い山がまるまる意思を持って動き出したかのようにも見えるそれは、一つ目の巨きよ人じん。右手に石で出来た棍こん棒ぼうを持つその魔ま物ものは──。

「サイクロプス……」

　隣となりにいたルチカがうわごとのようにその名を口にしました。サイクロプス──かつて人族と魔ま族ぞくとの戦争において、単身で数十から数百の人族をなぎ払はらったと言われる魔ま族ぞくの兵士でした。

「レオニー、皆みんなと下がって。あれはちょっと普ふ通つうの人族にどうにかなる相手じゃない」

「……あなたはどうするつもりなんですか？」

「皆みんなが逃にげる時間を稼かせぐよ」

「無茶です！　大人と子どもなんていう体格差じゃないですよ!?」

　相手はまるで要よう塞さいのような巨きよ人じんです。ルチカは確かに強いですが、いくら彼女でもどうにか出来るとはとても思えませんでした。

「最初から《暴食グラトニー》を全開で使うよ。大だい丈じよう夫ぶ。時じ間かん稼かせぎくらいは出来るさ。──さぁ、行って！」

　背中を強く押され、私はたたらを踏ふみます。振ふり返ると、ルチカはもうサイクロプスの間合いに入っていました。触ふれただけで粉みじんになりそうな棍こん棒ぼうの嵐あらしをかいくぐり、巨きよ人じんに肉にく薄はくしていきます。

「ルチカ……ご無事で……！」

　ぼやぼやしてはいられません。せっかくルチカが作ってくれたこの時間なのです。今のうちに避ひ難なんを済ませなくては。

「皆みなさん、落ち着いて距きよ離りを取って！　焦あせらず、着実に！」

　勇者候補生として訓練を受けた皆みなであっても、流石さすがにあのレベルの脅きよう威いにさらされれば取り乱します。それでも恐きよう慌こう状態に陥おちいらないのは、さすがと言うべきなのでしょう。押し合ったり転んだりせず、徐じよ々じよにサイクロプスと距きよ離りが出来ました。

「レオニーちゃん！」

「ノール!?　下がってください！」

「私、ルチカちゃんに加勢する。私なら足手まといにはならない」

「──！」

　私は驚おどろきました。ノールは小心者で怖こわがりな性格です。能力こそ指折りの実力者ですが、これまではその性格が災わざわいして、正当な評価を受けてこなかったくらいでした。そんな彼女が今、あの恐おそろしいサイクロプスに立ち向かおうとしています。

「危険ですよ？」

「分かってる。でも、私だって勇者候補生だもん。きっとお母さんなら、こんな時立ち向かったと思う。私は友だちを見殺しにしたくない！」

「……分かりました。力を貸してください、ノール」

「うん！」

　力強く頷うなずくノールと共に、私は戦場へ引き返しました。

「レオニー!?　それにノールも!?　何で戻もどってきちゃったのさ!?」

　私たちの姿を認めると、ルチカが悲鳴のような声を上げました。サイクロプスの岩のような胸むな板いたを蹴けって、一いつ旦たん、私たちのところまで距きよ離りを取りました。

「あなた一人を戦わせはしません」

「私だって、戦えるもん！」

　この僅わずかな時間にあちこち傷だらけになっているルチカに、私は治ち癒ゆ魔ま法ほうを施ほどこしました。さらにノールが全員に、補助魔ま法ほうの歌を重ねがけしていきます。私は力がみなぎるのを感じました。

「全くもう、分からず屋なんだから」

「あなたが言いますか、それを」

「二人とも、無む駄だ口ぐち叩たたいてる場合じゃない。来るよ！」

　私たちは散開しました。直後、私たちが立っていた場所が爆ばく発はつしたように砕くだけ散りました。

「なんて膂りよ力りよく……！」

　サイクロプスという魔ま物ものについては、講義でも詳くわしく取り上げられていました。魔ま力りよくや闘とう気きを纏まとわず、単純な膂りよ力りよくだけで人族を蹴け散ちらした戦士スタイルの兵隊です。攻こう撃げき力りよく・防ぼう御ぎよ力りよくともに優すぐれ、生半可な攻こう撃げきは防ぼう御ぎよすらせずに構わず突つっ込こんできます。

「ちぃ……！　《暴食グラトニー》と相あい性しようが悪い！」

　じれたようなルチカの声が聞こえました。彼女の《暴食グラトニー》は相手の魔ま力りよくや闘とう気きを食くらって力に換かえる能力です。対してサイクロプスの力は純じゆん粋すいな筋力。食い合わせがよくありません。

「動きを止めます！　ルチカ、ノール、狙ねらってください！」

「！」

「わ、分かった！」

　私は素す早ばやく呪じゆ文もんを唱えました。狙ねらいは──サイクロプスの足あし下もと。

「《泥マデ地イソ面イル》！」

「──！」

　巨きよ人じんの丸太のように太い右足がずぶりと地面に沈しずみました。足を取られ、サイクロプスが一いつ瞬しゆん動きを止めます。

「ルチカちゃん、行って！　《気エア破バー裂スト》！」

「やあぁぁぁっ！」

　拳こぶしを振ふり上げたルチカが、ノールの風魔ま法ほうで勢いを増しながら突つっ込こんでいきます。狙ねらいは──大きな一つ目。サイクロプスの唯ゆい一いつの弱点がそこでした。

　しかし──。

「いけない！　ルチカ、防ぼう御ぎよを！」

「!?」

「ガアァァァッ！」

　ギアはルチカが弾はじき飛ばされる光景を私に見せました。私の警句は間に合わず、サイクロプスの咆ほう哮こうが響ひびき渡わたると、ルチカの小さな身体からだが鞠まりのように跳はね飛ばされました。地面に一度二度とバウンドし、そのまま動かなくなりました。

「ルチカ！」

「レオニーちゃん、時間を稼かせぐから治ち癒ゆを！」

「はい！」

　ノールが魔ま法ほうの歌でサイクロプスの動きを止めようとするのを最後まで見届けず、私はルチカに駆かけ寄りました。かろうじて防ぼう御ぎよ体勢は取ったようですが、全身、酷ひどい傷です。特に棍こん棒ぼうを受けたと思われる左手は、骨がぐしゃぐしゃになっていました。

「ルチカ、しっかりしてください……！」

　私は必死で治ち癒ゆ魔ま法ほうを施ほどこしますが、ダメージが深いのかルチカの意識が戻もどりません。

「きゃあああ!!」

　聞こえてきた悲鳴にサイクロプスの方を見ると、ノールがサイクロプスに捕つかまって片手で全身を締しめ上げられていました。

「あぁぁぁ……！」

　鈍にぶい音が聞こえてきます。ノールの骨がきしむ音です。このままでは全ぜん滅めつは必至──私はどうすればいいか必死に考えました。

　その時、いつだったか、ルチカが闘とう気きの味について話していたのを思い出しました。

「ルチカ、あなたの《暴食グラトニー》は闘とう気きや魔ま力りよくを吸収して力に換かえる。波長が合えば合うほど、その力は増す──そうでしたね？」

　ならば──。腕うでの中のルチカはまだ意識がないままです。目を閉じたその無む垢くな顔を見ながら、私は全身から魔ま力りよくを集め始めました。

「ルチカ、あなたの強さ──そして私たちの絆きずなを信じます」

　ルチカを目覚めさせたとして、あの化け物とどれだけ渡わたり合えるのか。そして、お互たがいの相あい性しようによって変わるという《暴食グラトニー》の力。いずれも不確かですが、私はそれらを信じることに決めました。

　サイクロプスを倒たおせるくらいとなれば、半はん端ぱな魔ま力りよくでは足りないはず。私は魔ま力りよくを身体からだの隅すみ々ずみ、奥の奥から残らずかき集めました。私はこのとき、命さえルチカに与あたえても構わないと思っていました。全身が沸ふつ騰とうするような昂たかぶりを感じながら、私はルチカに顔を近づけます。

「私を──私の全てをあなたに託たくします。だからルチカ──」

　私はルチカと口づけを交かわしました。
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　燃え上がるような魔ま力りよく酔よいの恍こう惚こつに包まれながら、その全てをルチカに注ぎ込こみます。自分の内側、その根本から力が抜ぬけ落ちていくのが分かります。それでも、私は魔ま力りよくを分け与あたえることをやめませんでした。

　──だからお願い。ルチカ、目を覚まして。

　身体からだの内側が空になり、意識が遠のくその直前、より一層深いところから力が溢あふれてくるのを感じました。

（これは……？）

　まばゆい光が、爆ばく発はつするように煌きらめきました。




　◆◇◆◇◆




（ルチカ視点）




　目を覚ますと、ボクは光に包まれてレオニーの腕うでの中にいた。レオニーは気を失っているようだった。うっすらと意識はあったから、何をされたかは分かってる。レオニーってば大だい胆たんなことしてくれちゃって。

「でも、期待には応えてみせるよ、レオニー」

　拳こぶしを握にぎる。全身から力が溢あふれ出すようだった。ただ《暴食グラトニー》で魔ま力りよくや闘とう気きを食くらった時とも何かが違ちがう。摂せつ取しゆ量りように比べて、全身を巡めぐる力が明らかに過か剰じようだった。なんだろこれ。

（未来の嫁よめの魔ま力りよくはひと味違ちがうってことなのかな）

　──疑問はごもっともですが、今はサイクロプスが最優先です。

（うん、分かってる）

　よっと全身をバネのようにして立ち上がると、ボクはサイクロプスに向き合った。巨きよ人じんの近くにはノールが横たわっている。よもやと思って一いつ瞬しゆんぎょっとしたけれど、どうやらまだ息はあるようだった。ほっとすると同時に、怒いかりがこみ上げる。

「大事な友だちに……何すんだこんにゃろぉ！」

　ボクはぐっと足に力を込こめると、そのまま弾はじかれるように飛び出した。次の瞬しゆん間かんには、目の前にサイクロプスの巨きよ軀くがある。

「せりゃあっ！」

　ボクは巨きよ人じんの横っ面つらを殴なぐり飛ばした。不意を突つかれたのか、サイクロプスはまともに食くらい、そのまま大きく後ろによろめいた。続けてボクは畳たたみかける。

「だあああっ！」

　二発、三発とサイクロプスの巨きよ眼がんを目がけて拳こぶしを振ふるう。先ほどまでとは明らかに違ちがう手応えがあった。効いている。でも、敵もさるもの。四発目はしっかりと防ぼう御ぎよして体勢を立て直し、すぐに反はん撃げきに転じた。ボクは大型馬車の事故のような巨きよ人じんの拳こぶしを必死に避さけつつ攻こう撃げきし続けた。

「ぐるる……」

「!?」

　サイクロプスが急に四つん這ばいになって口を閉じた。背筋に走る冷たい予感。ボクは咄とつ嗟さに大きく横に身体からだをかわした。

「ガァッッッ……！」

　サイクロプスの口からブレスが迸ほとばしった。とんでもない威い力りよくで、後ろにあった森の一部がえぐり取られてしまった。皆みなに避ひ難なんして貰もらってて正解だった。守りながらじゃとても戦せん闘とうにならない──なんて思っていると、

　──ルチカ、右斜ななめ後ろ八メートルをご確かく認にんを。

（え？　……あちゃぁ）

　なんと逃にげ遅おくれがいた。ダニタと取り巻きちゃんだ。何やってんだよ、本当に！

「ダニタたち、逃にげてよ！　邪じや魔ま！」

　ボクはサイクロプスにまたブレスを吐はかれないよう近きん距きよ離り戦を続けながら、大声で二人に呼びかけた。取り巻きちゃんは恐きよう慌こう状態にあるようで、すっかり腰こしが抜ぬけていると見えた。ダニタの方はそうでもないようだったけど、なぜかぼんやりとこちらを見ていた。

「ダニタってば！」

「んでだよ……」

「なに!?　聞こえない！」

「なんでお前ら……くじけねぇんだよ……！」

　ダニタはうわごとのように呟つぶやいた。

「落ちこぼれがいつまでも足あ搔がいてんじゃねぇよ！　見捨てりゃいいじゃねぇか、オレらなんざ！　なのになんで！」

　それはひょっとしたら、初めて見る素すのダニタだったのかもしれない。ダニタはずたぼろだった。取り巻きにすら見限られ、次代最強の勇者の看板は地に落ち、今はこうして無力に打ち震ふるえている。後こう悔かい、葛かつ藤とう、やりきれなさ──様々なものが渦うず巻まいたまま、ダニタはただ問うた。どうして、と。

「どうしてって……友だちを守るのに、理由がいるかい？」

　ボクはダニタの言い分こそよく分からなかった。ダニタも取り巻きちゃんも友だちだ。だから守る。それだけ。そこに理由やら理り屈くつなんて挟はさむ余地はないと思う。人族は違ちがうのかな？

「友だち……？　オレが……？」

「違ちがうの？　ボクはそう思ってるけど」

　一つ間ま違ちがうだけで敗北確定なサイクロプスの豪ごう腕わんをかいくぐりつつ、ボクはダニタとの会話をやめなかった。呼吸を考えれば戦せん闘とうに集中するべきなんだろうけど、なぜだろう、ここで彼女との会話をやめてしまうと、ダニタとはこれっきりになってしまう気がしたんだ。

「……」

　ダニタはあっけにとられたような様子だった。振ふり返って見るまでの余よ裕ゆうはないから気配だけだけど、何となくそんなことを言われるとは思ってもみなかったんだろう。ちょっと傷つくなあ。ボクの片思いってこと？

「まあ、どっちでもいいけどさ、とにかく今は避ひ難なんしてよ。そっちの取り巻きちゃんを抱かかえてさ」

「……な」

「え、なに？　ボク今、ちょっと忙いそがしいんだけど！」

　ダニタは震ふるえているようだった。それはきっと恐きよう怖ふもあったんだろうと思う。こんな怪かい物ぶつが怖こわくないわけがない。ボクだって怖こわい。それでも、彼女の身体からだを震ふるわせたのは、確かに恐きよう怖ふそれだけじゃなかった。

「舐なめるなぁぁぁっ……！」

「え？　ダニタ……？」

　背後で膨ふくれ上がる気配。振ふり返らなくても分かる。それは目にも鮮あざやかな血色の、混じりっけなしな純じゆん粋すいな闘とう気きだった。

「どいつもこいつも舐なめるんじゃねぇ！　オレは《戦せん斧ぷ》の勇者ウルバリタの娘むすめ、ダニタ＝ブラックバーン様だ！」

　魂たましいの咆ほう哮こうだ、とボクは思った。大だい音おん声じようが辺りを震ふるわせると、大気をつんざくように赤い流星が疾しつ駆くした。

　ダニタお得意の上段振ふり下ろし。その美しいまでの軌き跡せきは、サイクロプスの鋼はがねのように硬かたい右手を──真っ二つに切り落とした。

「ギャアアア！」

　流石さすがのサイクロプスもこれは予想外の深手だったと見えて、痛みに耐たえかねたように身を縮こまらせた。初めて出来た大きな隙すき──これを逃のがす手はなかった。

「やるじゃん、ダニタ！　キミもボクの番つがい候補になったかも！」

　ボクは残った力を全て右手に集中させると、呼吸を整えて足に大きく溜ためを作った。決戦の一いち撃げき──これで勝負を決める。ボクはサイクロプスを見やった。

「ママの為ために戦ってくれてありがとうね。でも、もうおやすみ」

　人じん魔ま大戦を生き抜ぬいた兵士たるキミへ。戦い続けたキミに敬意を表してこの一いち撃げきを贈おくるよ。

　濃のう度どの限界を超こえた闘とう気きが物質化して荒あれ狂くるう。ボクの右手には《暴食グラトニー》の獣けもの──ケルベロスが顕けん現げんしていた。本来は黒──否いな、闇やみ色を圧縮したような黒犬なんだけど、今のボクの手に宿っているのは、純白の巨きよ犬けんだった。多分、レオニーの魔ま力りよくが関係しているんだろうけど、詳くわしいことは分からない。ただ確信する──これで終わる。

「これで終わりだよ！　嚙かみ砕くだけ、《獄ケル狗ベロ牙スバ撃イト》！」
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　右手から闘とう気きの結けつ晶しようが放たれた。制せい御ぎよできないほどに荒あれ狂くるう巨きよ大だいな力の奔ほん流りゆうが、うねりながらサイクロプスへと迫せまる。そうしてその目玉を顎あぎとに収め、その勢いのままえぐり食った。

「ガァァァッッッ……！」

　断だん末まつ魔まの悲鳴を上げ、サイクロプスの巨きよ体たいが倒たおれていく。さながら山が倒たおれたかと錯さつ覚かくするような揺ゆれを起こしながら、その身体からだが地に沈しずんだ。

　仕留めた手応えはあったけど、一応、油断は出来ない。ボクはゆっくりとサイクロプスに近づいて様子をうかがった。まだ熱の残る巨きよ体たいに手を当てる。コアは停止しているようだった。戦い続けた魔ま物ものの戦士は、とうとう眠ねむりについたのだった。

「ごちそうさま。そして、おやすみ」

　静かに彼を送ると、後ろからかけられる声があった。

「お見事です、ルチカ」

「レオニー。気がついたんだね」

「はい」

　レオニーだった。既すでに治ち癒ゆ魔ま法ほうを自分に施ほどこしていたのか、外傷は見当たらず、足取りもしっかりしている。彼女は傍かたわらに倒たおれていたノールに駆かけ寄ると、彼女にも治ち癒ゆ魔ま法ほうをかけ始めた。ボクにこれだけの魔ま力りよくを分け与あたえて、なおも治ち癒ゆ魔ま法ほうが使えるなんて、レオニーは凄すごいなあとボクは思った。

「ルチカ、このサイクロプスがあなたのお母様の兵士だというのは？」

「あれ？　言ってなかったっけ？」

　うっかりしてたかも。

「ボクのママの名前はエリーチカ。キミのママである勇者レイニ＝バイエズと共に倒たおれた、魔ま王おうエリーチカだよ」

「!?　それじゃああなたは、魔ま王おうの娘むすめなんですか!?」

「そうだよ？」

　なんだかレオニーが驚おどろいたような顔をしてる。はて？

「……見えませんね」

「がく。よく言われるけどさあ……」

　ばあや曰いわく、ママはすんごい妖よう艶えんな美女だったらしいんだけど、ボクはあんまり似てないらしい。それもあってボクは魔ま族ぞく領ではますます浮ういてたわけだけど。

「まあいいや。ノールのこと任せてもいい？」

「ええ。ルチカは？」

「ちょっと彼女と話をね」

　ボクは残る二人──ダニタと取り巻きちゃんの元へ歩みを進めた。取り巻きちゃんは膝ひざを抱かかえてぐすぐすと鼻を鳴らしている。完全に戦意喪そう失しつ状態のようだ。ダニタはぼんやりした様子だけど、どこかすっきりしたような顔をしていた。

「ダニタ、ありがとう。キミの力がなかったら、サイクロプスは倒たおせなかったかも」

「……」

「……転移魔ま方ほう陣じんを壊こわしたのは、キミかい？」

　何となくの当てずっぽうだったが、予感があった。果たして、彼女はゆっくりと頷うなずいた。

「ダニタ、キミが何に苛さいなまれているのかは知らない。でもさ、それってキミが本当に望んでいることかい？」

「……」

「ボクはそうは思わない。入学試験のとき、最初に食べたキミの魔ま力りよくは、トゲトゲしてはいたけどまっすぐな味がしたよ」

　そう言って笑いかけると、ダニタはうなだれてこう言った。

「……ちくしょう……負けたよ、お前には」

　再び顔を上げたダニタの目は涙なみだに濡ぬれていたけど、憑つきものが落ちたようにさっぱりした顔をしていた。

「……う……」

　意識が遠くなるのを感じた。膝ひざからかくんと力が抜ぬける。

「お、おい……！」

「ルチカ!?」

「る、ルチカちゃん!?」

　意識の向こうで女の子たちの声が聞こえる。でもダメだ……。ボクにはもうそれを判別する力もない。ごめんね、みんな。

「ルチカ……ルチカ！　目を覚ましてください！」

　痛切な声……きっとレオニーだろう。でも、それが本当にそうなのかも、ボクには分からなくなっていた。

「ようやく出会えたんです──心を許せるパートナーに。今、あなたを失ったら、私は……私は──！」

　ぐうううっっっ。

「……」

「……」

「……」

「……お腹なかすいた……」

　ボクは消え入りそうな声で言った。だって《暴食グラトニー》をフルパワーで使っちゃったんだもん。そりゃあお腹なかすくよ。

「あ・な・た・と・い・う・人・は～～～！」

「くすくす。いいじゃない、レオニーちゃん。無事だったんだから」

「オレ、こんなヤツに負けたのか……しまらねぇ……」

　三者三様のあきれ声が聞こえてくる。

「なんでもいいから、なんかちょうだい……。お腹なかと背中がくっついちゃう」

　しばらくすると、ボクの口に鶏とり肉にくの串くし焼やきが突つっ込こまれ、ボクはことなきを得たけど、レオニーの視線は冷たかった。なんで？

　学校側の救助がやって来たのは、それからほどなくのことだった。











エピローグ






　波乱づくしだった実力考査のせいで、勇者学校はしばらく落ち着かなかった。まず、アリザとダニタの親子は試験に私し怨えんを持ち込こんだ門かどで罰ばつせられることになった。事件を収しゆう拾しゆうした立て役者として事情を聞かれることになったボクとレオニーは、二人の処分決定の場にも呼ばれた。

『私し怨えんなどではありません！　私はただ学校の秩ちつ序じよを守ろうとしただけです！』

　アリザはなかなか罪を認めようとしなかった。娘むすめのダニタが全て自白して罪を認めていたため、今さら食い下がっても跡あとを濁にごすだけだったんだけど、アリザは自分のしたことは間ま違ちがっていないと強きよう硬こうに主張し続けた。それどころか、自分や娘むすめへの処分に猛もう抗こう議ぎする始末。その場にいた学校長、学年主任、ボク、レオニーの全員がうんざりしていると、パンっと乾かわいた音が鳴り響ひびいた。

　ダニタがアリザの頰ほおを張ったのだ。

『これ以上、情けない真ま似ねするなよ！　父さんになんて顔向けするつもりだよ！』

　涙なみだながらにそう訴うつたえるダニタの剣けん幕まくに圧おされ、アリザもようやく大人しくなった。ここからは後から聞いた話になるが、この出来事を境にアリザは別人のように素す直なおになったとか。彼女は結局、学校からの処分を待つことなく辞表を提出し、勇者学校から姿を消した。

　ダニタは謹きん慎しん処分となった。違い法ほうスクロールの所持や転移魔ま方ほう陣じんの損そん壊かいなど、責められるべき過失はいくつもあったけれど、そのほとんどはアリザに強要されたことであり、また本人の才能と年ねん齢れいが考こう慮りよされてその処分となった。

　謹きん慎しんを言い渡わたされたダニタは大人しく部屋に引きこもっており、暴君だったかつての面おも影かげはなりを潜ひそめているという。余談だが、部屋の近くを通りかかったある学生が、こんな一幕を目もく撃げきしている。

　謹きん慎しん中のダニタの部屋前を、取り巻きちゃんがうろうろしていたそうだ。

『用があるならさっさと言え』

『……ごめんなさい。許してなんて言えませんけれど、私──』

『許さねぇよ』

『……ぐす』

『謹きん慎しん終わったら、飯奢おごるって言うまで許さねぇ』

『！　ダニタさん……』

『食堂の特別ランチ、大盛りだぞ』

『はい……はい……！』

　無人島でのサバイバルに関して、レオニーは大きく評価された。他の学生たちの命が助かったのは彼女の生活魔ま法ほうによるところが大きく、救われた生徒たちや保護者の声もあり、レオニーの功績は学校側も無視出来ないようだった。ボクとレオニーは今回の一件でアリザが関かん与よしていたことを知ってしまったこともあり、学校からそれを口外しないことを条件に取り引きを持ちかけられた。

　内容は今後の学校活動における、裁量の調整だった。







　ボクは教職員棟とうの入り口の壁かべにもたれて人を待っていた。すると、扉とびらが開いて中から銀糸の髪かみをした美少女が出てくるのが見えた。

「レオニー」

「ルチカ……待っていてくれたんですか？」

「うん。それで、話はついたの？」

「ええ。ギアを調整して、生活魔ま法ほう研究の道へ進まないかと言われました」

　勇者学校側が言うには、ギアが示すレオニーの一番の才能は相変わらず剣けん術じゆつだし、ギア至上主義を曲げるつもりはないらしい。ただ、ギアに人じん為い的な調整を施ほどこし、今後はレオニーが生活魔ま法ほうの才能を伸のばすようにも出来るとのことだった。

「なら、これでしたいことが出来るね。おめでとう、レオニー。良かったじゃない」

　ボクはお気楽にそう言ったのだが、レオニーは意外なことを言った。

「でも、それはお断りしました」

「え？」

　ボクは目をパチパチしてしまった。

「な、なんで？　せっかくレオニーがしたいことをするチャンスだったのに」

「ああ、すみません。語ご弊へいがありましたね。より正確には、もう少し贅ぜい沢たくを言ったのです」

「贅ぜい沢たく？」

「ええ。剣けん術じゆつと生活魔ま法ほうの両方を研究させて貰もらえるようにお願いしました」

　驚おどろくボクにレオニーは続けた。

「私は確かに生活魔ま法ほうが好きです。でも、ギアが示してくれる剣けん術じゆつの道も、諦あきらめたくありません」

　どうして、と問うボクにレオニーは、

「やりたいことも、やるべきことも、両方やりたいんです。ルチカのお陰かげでやりたいことをやる大切さも分かりましたが、やはり私は勇者の娘むすめですから」

　レオニーはボクの「やりたいことをやる」生き方の価値を、ひとまず認めてくれたらしい。その上で、やるべきことも疎おろそかにしない選せん択たく肢しを選んだのだ。無人島で命を繫つないでばつが悪そうに感謝を述べた皆みなの姿も、自分が「すべきことをした」結果だと思うから、とレオニーは言った。

「そっか。レオニーが決めたことならそれでいいと思う」

「ルチカはいつも私のことを尊重してくれますね」

「そりゃそうだよ。大好きな人のことだもの」

「はいはい」

「ちぇー。つれないなあ」

　拗すねてみせるボクに、レオニーは苦く笑しようした。







「ねぇ、ルチカ。あなた、たまには私たちにも付き合いなさいよ」

「ごめんね。今日はちょっと都合がつかないんだ。また誘さそってよ」

　試験での一件から、ボクにも変化があった。具体的に言うと、友だちが増えた。目の前の金きん髪ぱつツインテールの子もその一人だ。まだボクのことを怖こわがってる子も多いけど、この子みたいに興味を示してくれる子も何人かいる。

「そんなこと言って、どうせまたレオニー絡がらみなんでしょ」

「正解だけど、皆みんなのことを疎おろそかにしてるわけじゃないよ。ボクの中でレオニーの優先順位が高すぎるだけ」

「あきれた。まあ、あなたがレオニーにご執しゆう心しんなのは分かるけど、あんまりつきまといすぎると逆効果だと思うけど」

「と言うと？」

「押して駄だ目めなら引いてみろってね。人族の格言よ。覚えておきなさい」

「いやあ、魔ま族ぞく的には押せ押せ一いつ択たくなんだよ。でも、ありがと。覚えておくね」

　じゃあね、と彼女と別れた。

　勇者学校でのボクの評価はまだまだ「やべーヤツ」扱あつかいみたいだけど、「ただし、そんなに悪いヤツでもない」くらいの但ただし書きがつくようになったらしい。最初は失礼しちゃうなあと思ってたけど、あの子たちみたいに友だちは増えたから文句は言わないことにしている。

　ボクはそのまま研究棟とうへと足を運んだ。予あらかじめ教えて貰もらっていた研究室を訪ねると、中ではレオニーと他数人の学生が話し込こんでいた。

「魔ま方ほう陣じんのここの部分は複層式にした方がよくないか？」

「それだと魔ま力りよく効率が格段に落ちてしまいます。研究者のおもちゃならいいですが、魔ま道どう具ぐは実用本位であるべきです」

「それは追々、効率化を図はかればいいのではなくて？　最初から遊びのない設計にしてしまうと、発展性がなくてよ？」

「それは一理ありますが──」

　うん、何言ってるか全然分かんない。帰宅を促うながすチャイムはとっくに鳴っているけれど、レオニーたちはまだ議論に没ぼつ頭とうしている。そのうち守しゆ衛えいさんが追い出しに来るだろうけど、まだまだかかりそうだと思ったボクは、研究棟とうの外で待とうと歩き出した。

　レオニーも勇者の娘むすめにしては弱すぎるという評判は変わらなかったけど、「しかし、生活魔ま法ほうは超ちよう一流」と言われるようになり、結果、教えを請こう者や共同研究のお誘さそいが来るようになった。ボクは二人きりの時間が減ってちょっと悲しい。でも、ボクは理解のある女なので、束そく縛ばくするようなことはしない。……今のところは。

　──声をかけなくてよかったので？

「集中してるとこを邪じや魔ましたくないもん」

　──おや、そういうところは理解のある彼女ムーブですか。

「プロトは時どき変な言い方するよね。そんなことより、キミってさ、ひょっとして──」

　──なんですか？

「……まぁいいや。何でもない」

　なんとなく、プロトについて思い当たったことがあるのだけれど、聞いても彼女は答えてくれない気がしたので黙だまっておく。

　──愛の告白ですか。いやいや、わたくしも罪なギアですね。

「違ちがうよ!?」

　まあ、プロトのことはおいおい問い詰つめていけばいいだろう。

「待ってください、ルチカ」

「およ、レオニー？」

　呼び止められて振ふり返ると、レオニーが駆かけてくるところだった。

「後ろ姿が見えたので。来てくれたのなら声をかけてくださいよ」

「や、研究談義、まだまだ続きそうだったから」

　まさか切り上げて追いかけてくれるなんて思わなかった。ちょっと嬉うれしいじゃないのさ。

「少し白熱しすぎたので、各自持ち帰って明日続きをすることになりました。もういい時間でしたし」

「そっか」

　レオニーは以前よりも明るくなって気力が充じゆう実じつしているように見える。剣けん術じゆつにはまだまだ悩なやみが尽つきないようだったけれど、生活魔ま法ほうの研究は楽しいようで、勇者学校での生活に張り合いが出ているようだ。剣けん術じゆつについては時々ボクも稽けい古こに付き合うようになって、彼女の成長を見守れるのがボクとしてはとっても楽しい。ノールも時々それに交ざる。

　学校から認められたもう一つの例外として、ボクらは正式にパートナーになった。ギアの啓けい示じによらないパートナーの成立は前ぜん代だい未み聞もんらしい。そのことについてはまだうるさく言う人もいるみたいだけど、ボクもレオニーも気にしていない。言いたいヤツには言わせておけばいいんだよ。

　まあ、ということで──。

「これでボクら、正式に番つがいになれるんだよね？」

「そんなわけないでしょう」

「あるぇー？」

　レオニーがデレてくれたかというとそんなことはなく、彼女は相変わらずのクールビューティで、ボクの心を弄もてあそんでくれるのだった。

「そっかぁ……。レオニーって、実は未いまだにボクのこと苦手だったりする？」

「そんなこと、言われないと分からないんですか？」

「あ、何でもないです」

　絶対零れい度どの視線を向けられ、ボクはしおしおになってしまった。

「ルチカのこと、割と嫌きらいじゃないですよ」

「そうだよねぇ……。好きなわけないよねぇ……うん？」

「何でもないですよ、おバカルチカ」

「えー」

　これはボクらがともに歩き始めたばかりの頃ころの話。

　お互たがいを運命の相手と見定める前の、全ての始まりの物語だ。


了
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電子書籍特典　書き下ろし短編

番つがうということ



　※第一巻のネタバレが含まれます。読了後にご覧ください。







「ねぇ、レオニー。そろそろボクと番つがいになってくれる気になった？」

「なりませんよ」

「あはは……。ルチカちゃんはめげないね」

「諦めるつもりなんて微塵もないからね！」

　とある日のお昼。食堂でお昼を食べながら、今日も今日とて、ボクはレオニーを口説いていた。お昼休みはそろそろ終わりそうで、食堂の人影はまばらになってきていた。

　ボクの求婚に対するレオニーの反応は、相変わらず素っ気ないものだったけれど、こういう日々の積み重ねが最後はものを言うって信じてる。

　でもノール、その可哀想な人を見る眼差しはやめて欲しい。

「大体、ルチカ。あなた、番うということがどういうことか、そもそもちゃんと分かっていますか？」

　レオニーは食後のお茶を一口飲むと、厳かにそんなことを聞いてきた。む。急に子ども扱いされた。失礼しちゃうなあ。そんなの常識じゃないか。

「未来永劫、ずっと一緒に添い遂げるってことでしょ？」

　番っていうのは、お互いを唯一無二の存在として将来を誓うことだ。いわば伴侶。魂の伴走者。

「じゃあ、番同士でどんなことするかも分かってる？」

　ノールまで。ちょっと顔が赤いように見えるのは気のせいだろうか。

「当たり前じゃん。一緒に暮らしたり、ご飯食べたり、一緒の布団で寝たりするんでしょ？」

　ノールの問いにボクが得意げに答えると、レオニーとノールは顔を見合わせた。あれ？　なんか微妙な顔してる……？

「え。ボク、なんか間違ったこと言った？」

「ええと、間違いではないのですが……」

「ルチカちゃん、普通、番って言ったらその……」

　え、なに。二人とも顔を赤らめてどうしたの？　あ、そうか。

「ひょっとして、子作りのこと言ってる？」

「る、ルチカ！」

「そんな大声で言うことじゃないよ！」

　えええ。人族ってそうなの？　相変わらずよく分かんないなあ。

「たかが子どもをこさえるだけのことでしょ？　何をそんなに恥ずかしがる必要があるのさ」

「何をそんなにって……」

「ねえ……」

　どうやら人族の子作りにはタブーめいた何かがあるらしい。

「そう言えば、魔族は女性同士でも子どもをなせると言っていましたよね？」

「うん」

「それってえーと……どうするの？」

　どうって。……あれ？

「……そう言えば、どうするんだろ……？」

「は？　ルチカ、知らないんですか？」

「よくよく考えると分かんない。ばあやに聞いたことはあるんだけど、ルチカお嬢様にはまだ早いです、って言われて教えて貰えなかった」

　くそう。こんなことなら無理にでも聞いておけば良かった。

「人族の場合はどうするの？」

「……ルチカにはまだ早いと思います」

「そうだねぇ」

「えええ!?　ボクもう立派な淑女なんだけど!?」

「むしろ淑女ほどみだりに口にしないモノなのです」

「そうだねぇ」

「そんなあ……」

　ボクが地団駄を踏んでいると、

「ハッ！　ルチカ、テメェお子様かよ。そんなことも知らねぇのか」

「ホントですよねぇ」

　通りかかり様に馬鹿にしてきたのは、ダニタだった。相変わらず取り巻きちゃんを連れている。手に持っているトレイは空で、どうやら講義室に戻る途中らしかった。

「じゃあ、ダニタは知ってるの？」

「あったりめぇだろ。物心つく頃にはもう知ってたぜ？」

「む」

　悔しいけれど、この部分ではボクはダニタに一歩遅れているらしい。

「じゃあ、教えてよ」

「聞きてぇのか。しょうがねぇ、教えてやる」

「かましてやってください、ダニタさん！」

「いいか、赤ん坊っつぅのはな──」

　ダニタはふふん、とふんぞり返るとこう言った。

「コウノトリが運んでくるんだ。覚えとけ」

　……。ボクでも知ってる。それ、お子様向けの寓話的説明だ。

　取り巻きちゃんもマジか、って顔してる。それには気づかず、ダニタは上機嫌で去って行った。

「ねぇ、レオニー」

「……ダニタにも、可愛いところがありますね」

「あははは……」

　その後、ボクはしつこくレオニーたちに人族の子作りを尋ねたけれど、結局、教えては貰えなかった。

　なんでさ。
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